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お気の毒さま、今日から君は俺の妻










プロローグ




「私をいくらで買ってくれますか」

　彼女は涙に濡れた瞳で、まっすぐに俺を見つめた――。




　結婚式当日の朝は天気に恵まれた。四月に入ったばかりでちょうど桜が咲き始め、神社の境けい内だいは薄桃色の花びらが舞っており、誰もが「本当にいいお天気でよかったですね」と微笑み合った。

　静せい粛しゅくな雰囲気の中、粛々と式は進んでいくが、俺はずっと隣にいる彼女だけを見つめていた。

「――今日のよき日に、○×神宮の大御前において私たちは結婚式を挙げます」

　三さん三さん九く度どの盃さかずきを終え、指輪の交換をし、俺が誓せい詞し奏そう上じょうを読み上げ始めると、右隣に立つ彼女から息をのむ気配がした。

　こっそり盗み見ると、緊張しているのだろうか……彼女の庇ひさしのように黒く長いまつ毛の先が震えている。

　神前式にしたいと言ったのは、彼女の方だ。

　当然、叶かなえてやるつもりだったが、なぜ神前なのか知りたくて理由を尋ねると、『亡くなった母の白無垢が着たいんです。でもお披露目を兼ねて、ホテルで披露宴をするのでしょうか』と不安そうに尋ねられた。

『仕事の関係上、披露宴は盛大にホテルでやるが、挙式は神社でも教会でも構わない』と告げると、彼女はホッとしたように微笑んだ。

　ただその微笑みは俺に向けてのものではなく、あくまでも亡き母の形見を身にまとえることへの喜びでしかない。

　残念ながら、彼女が俺に心から微笑むことなど今後もないだろう。

　それでも俺は後悔は微み塵じんもしていない。なぜなら今彼女は、俺の隣に立っているからだ。

「――今後はご神しん徳とくのもと、相あい和わし、相あい敬うやまい、苦楽を共にし、明るく温かい生活を営み、子孫繁栄のために勤め、終生変わらぬことをお誓いいたします。なにとぞ、幾いく久ひさしくご守護くださいますようお願い申し上げます」

　スラスラと誓詞奏上を読み上げる俺は、そこでいったん言葉を切る。

　いよいよだ。

　軽く息を吸い込み、それからゆっくりと自分の名前を読み上げた。

「夫。葛かつら城ぎ龍りゅう一いち郎ろう」

　次は彼女の番だ。

「…………」

　一瞬の間が空いた後に、

「……妻。澄すみ花か」

　震える声を抑えて、己おのれの名を読み、覚悟を決めたように顔を上げた。

　その横顔は震えるほど美しく、かわいそうなくらい悲壮感に満ちていて、俺はふと慰めの言葉をかけたくなった。

　だが彼女はそんなものは必要としていない。七年前と同じように、自分の心の中ですべての決着をつける。心の問題を他人に頼ったりなどしない、そう顔に書いてあった。

　そんな彼女だからこそ、俺は彼女に心底惚れてしまったのだ。

　心まで手に入らないとわかっていても、どうしても欲しかった。




　式を終えた後、控室で俺たちはふたりきりになった。

　とはいえ披露宴は二時間後の午後一時から、近くの老舗ホテルで催されるので、すぐにタクシーで移動だ。

「――澄花」

　俺が名前を呼ぶと、畳の上に置かれた小さな椅子に腰かけていた彼女は顔を上げる。

「今日から君は俺の妻だ」

　すると彼女は、真面目な表情で俺を見据える。

「約束、守ってもらえますよね」

「ああ。それ相応の対価は払う。約束は守る。お気の毒としか言いようがないが……契約は契約だ」

　俺の言葉を聞いて、彼女は神妙な面持ちでうなずいた。

「それなら安心しました。どうぞよろしくお願いいたします」

　彼女はそっと椅子から下りると、畳の上に手をついて、深々と頭を下げる。

　大安吉日の今日。

　俺は、愛されたいとまったく考えていない彼女と夫婦になった。










タカミネコミュニケーションズの魔女




　季節は三月上旬。春と呼ぶにはいささか寒い朝だった。

「あ……」

　唇がわななくと同時に、目の端から溢れた涙がこめかみを伝い落ちる。

　ざわりと耳の側で不愉快な音がして、栫かこい澄花はゆっくりと瞼まぶたを開け、指で目元を拭った。濃くて長いまつ毛の先に涙がひっかかったせいで、視界がおぼろげだ。

　だが、今自分がなにを見たのか、澄花は理解していた。

（こっちが現実……）

　時折、自分の涙で目が覚めることがある。

　夢を見たのだ。

　目を開けた瞬間、淡い蜃しん気き楼ろうのようなそれらの夢は影も形もなく消えてしまう。繰り返し見続けすぎて、記憶が擦り切れ始めているのかもしれない。

　けれどいくら夢が淡く色褪あせるようになったとしても、澄花はその夢の正体がはっきりとよくわかっている。

　この涙は置いていかれた者の悔し涙なのだ。何年経っても忘れることはできないし、忘れるつもりもない。そんな傷を抱えて澄花は生きている。

「ふぅ……」

　深い息を吐き、手の甲で涙を拭い、枕元のスマホを手に取る。時間は目覚ましのタイマーより三十分早い朝の五時半で、カーテンの外は当然真っ暗だった。

　寝直そうにも頭の芯が重い。二度寝したところで気分は晴れそうにない。

「起きようかな……」

　澄花はベッドから体を起こすと、毛糸のカーディガンを薄いピンクのパジャマの上に羽織り、いそいそとキッチンに向かって、ケトルをガスにかけた。そして紅茶のティーバッグをお気に入りのうさぎのマグカップに入れ、沸いたばかりの熱湯を注ぐ。

「ふーっ……」

　立ち上がる湯気に息を吹きかけながらベッドに腰を下ろし、時間をかけて紅茶を飲む。

　朝はまだ寒い。一瞬迷ったが、エアコンのスイッチを入れることにした。

　次第に１Ｋの部屋の痺れるような冷たい空気が、じわりと暖かくなっていく。

「よしっ……」

　紅茶を飲み終えると、ようやく体が温まった。澄花は室内の鉢植えやベランダのプランターに水をやり始める。部屋の中は緑の植物でいっぱいだが、植物に詳しいわけではなく、あくまでも趣味としてかわいがっているのだ。

　水をやり終えてクローゼットを開ける。

　よしと気合いを入れたところで、選ぶ服はいつも同じ。黒いブラウスに黒いスカート。多少襟や袖、丈の長さが変わっても、色は常に黒だ。

　大きくないクローゼットの中身は、黒一色で染まっている。二十五歳の女性としては、かなり異質かもしれない。

　適当にそれらを取り出し、ベッドの上に置いた。

　冬の間はよかったが、これから春になると黒ずくめはかなり目立つようになる。あれこれと言われることを思うと少しだけ気が重くなるが、喪もに服すのだから黒以外ありえない。

　愛する人を喪うしなった澄花は、七年間ずっとこのスタイルを通している。今後も変えるつもりはない。

　身支度を整え、チェストの上に置いてある朱塗りのお盆に向かって、にっこりと微笑んだ。

「おはよう」

　お盆の上には、写真立てと、水を入れて花を浮かべたガラスの器がのっている。

　愛おしいと思う気持ちを込めて、写真フレームをそっと指で撫でる。

「行ってきます」




　いつもより早めに家を出たせいか、七時過ぎの社内はガランとしていた。

「さすがに早すぎたかも……」

　澄花は苦笑しながら受付のカウンターに飾ってある花瓶を抱えて給湯室に行き、ハサミで水切りをしてから新しい水に替えて戻る。

　そうやって、いつものように職場のエントランスやロビーにある花の世話をしていると、

「おはよう。今日も早いね」

　ちょうどエントランスに入ってきた副社長と、ばったり出くわした。

「おはようございます、副社長」

　彼の名前は天あま宮みや翔しょう平へい。澄花が勤めるタカミネコミュニケーションズの副社長だ。見たところ特に連れはいない。いつもは社員が彼の周りに輪を作るほど人に囲まれているのだが、今日に限っては天宮ひとりで早朝出勤らしい。

「花の持ちがいいと思っていたら、いつもそうやって栫さんが世話をしてくれてたんだね。気が付かなかったよ」

　天宮はわざわざ立ち止まって、くっきりした二重瞼の目を軽く見開いた後、肩を竦める。

　長身で甘い顔立ちをした王子様のような天宮がそんな仕草をすると、妙に様になる。いつも英国風の仕立てのいいストライプのスーツを身にまとって、朝の八時になったばかりだというのにとても優雅で、たたずまいからして洗練されている。たとえるなら血統書付きの長毛種の猫だ。隙がない。

　ちなみに天宮は年は三十代半ばで、愛妻家の社長と違い独身ということもあり、社内で絶大な人気を誇っている。結婚したい独身男性社内ナンバーワンなのだが、澄花にとって天宮はそういう対象ではない。

　ただ単に、副社長という重い立場の割には、かなり気さくな人だという程度だ。

「すみません、勝手に」

　咎とがめられたわけではないとわかっていたが、澄花は真面目に、天宮に向かってさらに頭を下げた。

　澄花は都内の女子大を卒業後、タカミネコミュニケーションズに入社し、それから三年、総務で働いている。

　総務では事務を担当しているが、社内に飾ってある花の手入れをする必要はない。そもそも社内の植物はみな出入りのフラワーショップが管理している。花は古くなったらさっさと捨てられ、新しいものに取り換えられるだけだ。それでも朝早く出勤したついでに世話をしているのは、花が簡単に捨てられることに抵抗があったからだ。

「とんでもない。きれいにしてくれてありがとう。助かるよ。今度お礼でもさせてもらえないかな」

「お礼だなんて。好きでやっていることですから」

　澄花は慌てて首を横に振る。

　だが天宮はそれを受けても特に引く様子はない。

「君はずいぶん控えめなんだね。ますます美味しいものを食べさせたくなってきた」

　と、おどけた表情を浮かべる。

「食べさせたくなってきたって……餌え付づけですか？」

　天宮のコミカルな口調に澄花はクスッと笑う。

「タカミネコミュニケーションズの歩くミシュランガイドって言われてるからね、俺。期待してて」

　そして天宮はにっこりと、社内で評判の王子様スマイルを浮かべた後、受付を通り過ぎて足早にエレベーターへと向かっていった。

「お疲れ様です」

　澄花は天宮の背中に向かって、軽く頭を下げた。

　お礼うんぬんは実際、よく社内の人間が集められて食事に連れていってもらっていることからありえる話だ。けれど彼は社内でも一、二を争うモテ男なので、おいそれと食事に行けば、余計なもめごとに巻き込まれそうでもある。

（それにしても、花の持ちがいいってこと気が付いてたって、さすが副社長……なんでもよく見てるのね）

　澄花は感心しながら、天宮を見送った。

　タカミネコミュニケーションズ本社フロアはシブヤデジタルビルの十五階から二十階にある。インターネットの広告事業からＳＮＳサイトの構築、ソーシャルゲームやアプリの開発など、インターネット事業を主にする企業である。売上高は一千億円を超え、純利益は年間五十億円だ。

　社長の高たか嶺みね正まさ智ともはＩＴ界の帝王と呼ばれ、副社長の天宮と一緒にこの会社を立ち上げた。創業者が三十代なので、基本的に会社の従業員も若手が主になる。

「せんぱーい～！」

　背後から鈴を転がすような声がして、振り返ると子犬のような女性が走って近づいてきた。

「おはよう、タマちゃん」

「おはようございますっ！」

　彼女は焦ったように挨拶をした後、澄花の腕を掴んで、ロビーの柱の影へと引きずり込んだ。ちらほらと出勤し始めている社員たちの目が気になるのか、声は抑えつつも真剣な目で澄花を見上げる。

「あ、あ、ああのっ、い、い、いまっ、天宮さんとおしゃべりされていませんでしたかっ……！」

　彼女は名前を浜はま田だ珠たま美みといい、昨年入社した新人だ。天宮の大ファンである彼女は、憧れの天宮と、総務部の先輩である澄花が話をしているのを見て大興奮したらしい。まん丸でぱっちりした大きな目をウルウルと輝かせながら、澄花を見つめている。

　少しでも背が高く見えるようにと、頭のてっぺんでくせ毛をいつもお団子にまとめている彼女に、女の子らしい白いニットワンピースはよく似合っているが、そのお尻から、ふさふさと揺れる尻尾しっぽが見えるようで、澄花は自然と笑顔になった。

「どうなんですか、先輩っ！」

　そんな澄花を見て珠美は焦れたように言いつのる。

「どうって……別にたいしたことないよ」

　朝でも元気いっぱいだ。微笑ましく思いながら、澄花は苦笑しうなずいた。

「水切りして、花瓶の水を交換していただけ。それなのに〝いつもありがとう〟って言ってくださって……」

　お礼をしたいと言われたことは珠美には黙っていた方がよさそうだ。

　なので、『天宮さんは気が利くし、いい人よね』と言葉を続けようとしたのだが、

「いやぁぁぁーっ！」

　珠美は叫んで、その場にしゃがみ込んでしまった。

「えっ、どうしたの、タマちゃん？」

　澄花はびっくりして、ボールのように丸くなった後輩の前にしゃがむ。

　すると美珠は大きいまん丸な目をさらに潤ませて、子供みたいに唇を尖らせた。

「羨ましくて死にそうですっ！」

「死にそう……」

　大げさなと思ったが、美珠は本気のようだ。

「当然ですよっ、天宮さんにありがとうって言われるなんて、先輩すごすぎますっ！　もしかして寿命が延びるのではっ？」

　そう叫んだかと思ったら、今度はまたピョーンと跳ねるように立ち上がり、雄々しく拳こぶしを天井に突き上げた。

「私も明日から早起きして、毎朝花瓶のチェックをしようと思いますっ！　あっ、いやでもそんなのあざとすぎますよね……。先輩みたいに普段の行いがいいからそうやって天宮さんから褒めてもらえるんであって、狙ってやっても褒めてはいただけないですよねーっ……。はーっ、難しいっ……！」

　珠美の表情が忙しそうにくるくると変わる。

　それを見ていると、澄花の顔はいつも緩んでしまう。妹がいればこんなふうだろうかと微笑ましい気分になる。

（かわいいなぁ……癒される……）

「でも早起きは偉いんじゃない？　三文の徳とも言うし」

「あ、そうですよね～えへへ。今日はたまたまお兄ちゃんにバイクで送ってもらったから早く着いたんですけど、今度から早めに出ようかなぁ～。天宮さんに会えるかもしれないしっ……あっ、そうだっ！　先輩、まだ早いですし、お茶淹れてお菓子食べませんか？　お兄ちゃんが作ったビスキュイですっ。すっごく美味しいんですよ～！」

　気が付けば話が脱線していたが、これも珠美の通常運転だ。そして澄花は自分とはまったく違う、天てん真しん爛らん漫まんを絵に描いたような珠美と一緒に過ごす時間が嫌いではない。

「そうね。お茶を飲む時間くらいはあると思う。お兄さんのお菓子も嬉しいな」

　珠美は双子で、兄の真ま琴ことは有名外資系ホテルのパティシエとして働いている。珠美をとても大事にしていて、過去何度か会社の飲み会帰りに迎えに来た彼と話したことがある。まだ若いのに彼の腕はかなりのもので、甘いもの好きな澄花も何度かお相しょう伴ばんにあずかっていた。

「じゃあ決まりですっ。レッツゴーです～！」

　珠美はニコニコと笑って澄花の背中を押しながら、総務部へ続く廊下を歩き始めていた。




　午後六時五分前にもなれば、社員はみな立ち上げていたパソコンを落とし、帰宅の準備を始める。国内有数のＩＴ企業で残業が多いと思われがちだが、タカミネコミュニケーションズは基本的にどのチームも部署も、差し迫ったプロジェクトがなければ速やかに帰宅することが推奨されている。

「先輩っ！　事件ですっ！」

　そんな帰宅ムードの中、隣の席の珠美がスマホを握りしめて叫んだ。

「どうしたのタマちゃん」

　事件とは大げさだなと笑いながら、澄花は黒のアンゴラのコートを着ながら立ち上がる。

「お兄ちゃんの勤めてるホテルでケーキが食べられますっ！」

「食べられますって……いつだって食べられるでしょ？」

「あーん、そうじゃなくてぇ、今日ホテルでパーティーがあってっ、お兄ちゃんがメインのケーキをだいぶ手伝わせてもらったんですってっ……！　これは行かないわけにはいきませんね、行きましょう！」

「えっ？」

　澄花は目をパチパチさせながら首をかしげる。

「でも誰かのパーティーなんでしょう？」

　ホテルで開催されるパーティーなのだから、招待客がいてしかるべきだろう。そこに招待されていない自分たちが入れるはずがない。

　だが珠美は人差し指をピンと顔の前に立てて「チッチッチッ」と言いながら、左右に振る。

「それがですね、なんと、そのなんとかいうパーティー、うちの営業も招待されてるみたいですっ、だから私たちがいても大丈夫ですよっ！　ささっ、先輩準備してくださいっ！」

（なんとかいうパーティー……？）

　主催も目的もさっぱりわからない。大ざっぱなことこの上ないが、珠美は兄の晴れ舞台だからと行くことを決めたようだ。そこに澄花が同行することも決定事項になっているらしい。

（まぁ、いいか……）

　今日は水曜日で、週の真ん中ではあるが特に予定があるわけでもない。帰宅して、夕食を食べ、本を読み寝るだけだ。

「そうね。真琴くんのケーキなら絶対に食べに行かなくちゃね」

　澄花は笑ってうなずいた。




　パーティーは六時ちょうどに始まっていた。澄花と珠美が受付を済ませ、会場である『天てん空くうの間ま』に入った七時には挨拶はすべて終わり、スーツ姿で名刺交換をしていているビジネスマンや、ドレスアップした女性が歓談する姿で溢れ返っていた。

（これって KATSURAGI カツラギのイベントだったのね）

　会場の入り口に、生花と緑で縁どられた大きなパネルが飾られ、デコラティブな書体の英字で『KATSURAGI』と書いてあったのを澄花は見逃さなかった。

　KATSURAGI といえば関東を中心に、ありとあらゆる駅や商業施設にテナントが入っているフラワーショップの最大手で、タカミネコミュニケーションズの社内植物の世話も、確か KATSURAGI の提携店だったはずだ。今回のパーティーは、新規事業の立ち上げのマスコミプレスリリースを兼ねているらしかった。

「ずいぶん華やかね」

　澄花は思わず笑顔になって、料理やスイーツがブッフェスタイルで並んでいるフロアを見回す。

「ですねー！　結婚式みたい！」

　はしゃいだように珠美もうなずいた。

　彼女の言う通り、普段は披露宴やパーティーが行われている天空の間は、いつも以上に花と緑で飾られている。さすがフラワーショップ最大手と言うべきか、会場の壁回りや、テーブルの上は見たこともない量の花や植物で埋め尽くされ、さながら植物園といった雰囲気でもあった。

「先輩っ、あれですっ！」

　スマホを片手に持った珠美が、弾んだ様子で会場の前方にあるケーキののったテーブルへと向かい、目を輝かせた。

「わーっ、すっごい！」

　真琴が手伝ったというケーキは、色とりどりの薔ば薇らのつぼみや花をかたどった大きな円えん錐すいの形をしていた。ケースに入っているが、ケーキ自体は高さ一メートルはありそうだ。白い生クリームのケーキの上に、白、赤、黄色、薄いピンクや濃いピンク、ブルー、グリーンの花びらがデコレーションされている。大変な力作だ。

「本当……とてもきれい……お花のケーキなんて素敵ね」

「先輩っ、こっちの小さい方は食べられるみたいですよ～！」

　珠美が指さした先のテーブルには、紫陽花あじさいの花びらの形をしたケーキがシルバートレイの上に並べられていた。虹をイメージしているのか、全部で七色ある。

　テーブルの側に立つ給仕の前には、ケーキを取り分けてもらうために、ずらりと行列ができていた。見た目の華やかさと愛らしさで、ずいぶん人気があるらしい。女子がきゃあきゃあ言いながらトレイの側に集まっている。

「あ、そうだ！　お兄ちゃんのケーキと一緒に写真撮らなきゃ～！　ほら、先輩もっ！」

　珠美は花のケーキをじっと眺めている澄花の腕を取って引き寄せると、スマホでパシャリと自撮りをおさめる。

「先輩のスマホにも送っときますねっ」

「うん、ありがとう」

「はーっ、それにしてもいきなり不意打ちで撮っても先輩はきれいですねぇ～」

　珠美はスマホの画面を眺めながらニコニコと笑っている。

　どれどれと彼女の手元を覗き込むと、きょとんとした自分と笑顔の珠美、そして背後にケーキがきちんとフレームインしていた。

「そう？　相変わらず変な顔して写ってると思うけど……」

「それは先輩がカメラ目線に慣れてないだけで、変な顔ではないですっ。むしろ違った魅力で、キュンキュンですっ」

　珠美は真剣に言いつのる。

「目は外国人みたいにぱっちり平行二重だし、鼻はしゅっと高いし、唇は口角が自然に上がってるし、フェイスラインは卵型だし、首はすらっと細くて長いし！」

「もうそのへんでいいから……」

　彼女の褒め殺しはいつものことだが、さすがに人目が気になる。恥ずかしい。

　けれど珠美は「私、きれいで美しいものはみんなだーい好きですっ」と屈くっ託たくなく笑って、甘えるように澄花の腕にしがみついてきた。

「もう、タマちゃんったら……」

　珠美はいつもこんな感じなので、澄花は毎回びっくりしてしまうのだった。

　澄花には珠美以外、友人らしい友人はいない。もちろん学生時代の知り合いはいるが、意識して連絡を取らなくしているうちにすっかり疎そ遠えんになった。

　ではなぜ珠美と親しくしているのかというと、彼女はまったく噂話をしないからだ。入社してから一度だって、彼女の口から他人のことを悪く言うのを聞いたことがない。そのことに気が付いたのは、彼女が入社してすぐのことで、親しく話すようになっても、珠美は澄花が聞かれたくないことを一切詮索してこなかった。

　普段はおてんばな子供のような珠美だが、その中身はかなりクレバーなのだろう。そうでなければ、珠美だって澄花に踏み込んでくるはずだ。

『どうして栫さんは黒い服しか着ないの？』

『それ、おしゃれだって思ってる？』

『若いんだからもっと明るい服を着たらいいのに』

『〇×さん、振ったってホント？』

『カコイさん、ほかの会社の人からなんて言われてるか知ってる？　タカミネコミュニケーションズの魔女って言われてるんだよ』

『黒ずくめってのヤバいでしょ』

『あんまり笑わないよね』

『お高くとまってるって思われたら損だよ』

　高校、大学、社会人と真面目に七年過ごしてきて、言われ続けてきた言葉のバリエーションはそう多くない。要するにいつも黒ずくめで、他人の誘いに乗らない澄花は、〝お高くとまっている、感じの悪い人〟扱いなのだ。

　実際澄花は自分のルールにのっとって、そういう生活を送っているだけなのだが、その説明をしないので、どうしても悪意を持たれてしまう。

　かといって、澄花は興味本位で近づいてくる人々に、〝かつて失ったもの〟の説明をする気はまるでない。だからこういう状況も仕方ないと諦めていたのだが、珠美だけは、親しくなる前も、なった今でも、一切踏み込んでこなかった。

　たったそれだけで、澄花は楽な気持ちでいられる。そんなつもりではないと誤解をとくために努力したり、他人に自分を理解してもらおうとかいう無理をしなくていいのだと、思えるのだった。

「先輩っ、こっち見てください」

　言われて声のした方に目を向けると、シャッター音が響く。

　またスマホで写真を撮られた。彼女はこんなふうに撮りためた写真で、澄花専用のアルバムを作ってくれるのが常だった。

「この写真もアルバムに入れてくれるの？」

「もちろんですよぅ！」

　珠美が任せておけと言わんばかりに胸のあたりに手をのせる。

「そっか。いつもありがとうね」

「いえいえ。作るの楽しいからやってるんで！　楽しみにしててくださいねっ！」

「うん」

　澄花は笑ってうなずいた。

　別に自分の写真が欲しいわけではない。元気そうな自分を見たら喜んでくれる人がいるから、ありがたくアルバムをもらっているだけだ。

（私の楽しそうな写真を見せたら、おじさんもおばさんも喜んでくれるもん……）

　澄花のことを実の娘のように思ってくれる、あの善良な人たちのことを思うと胸が締めつけられる。彼らは息子を失ってからもずっと、澄花を気にかけてくれている。

（あの人たちが生きている間は、自分も頑張って生きよう……）

　澄花はいつもそう思い、日々をどうにかやり過ごしている。

「先輩、ケーキ、私たちも並びましょう」

「そうだね」

　一瞬物思いにふけっていた澄花だが、珠美に言われてふたりでケーキの列に並ぶ。作成者である真琴がこの会場のどこかにいるのではないかと、ふたりできょろきょろ探してみたが、姿は見えなかった。どんどん美しいケーキが運ばれてくる様子から、きっと厨房は戦場になっているに違いないと、珠美と納得した。




　天空の間には最終的には二、三百人規模の招待客がいたようだ。ステージの上では、KATSURAGI のＣＭのイメージキャラクターを務めている新進気鋭の美人女優や政治家などが、民放女子アナウンサーの司会で紹介され、トークを繰り広げていた。

「先輩、ちょっとお手洗いに行ってきます～」

「ひとりで大丈夫？」

　気が付けば一時間近く食べたり飲んだりしていたせいか、珠美の顔はアルコールで真っ赤に染まっていた。

「大丈夫ですぅ～てか、立ち飲みってアルコール回るんですよね～えへへ～」

　澄花の問いにビシッと敬礼をして応え、珠美は笑いながら、フラフラした足取りで出口へと向かう。

（本当に大丈夫かな……）

　澄花はいくら飲んでもまったく酔わないザルだが、珠美はお酒が好きな割にはしっかりと酔うタイプだ。粗相をするところは見たことがないがふらついていたので少し不安になってくる。

（トイレで倒れたりしたら大変だし……やっぱりついていこう！）

　澄花は持っていた皿とシャンパングラスを目の前のテーブルに置いて、ひと足先に天空の間を出ていった珠美の背中を追いかけることにしたのだが――次の瞬間、突然澄花の前を塞ふさぐように、紺色のスーツ姿の男性が立ちはだかった。

　澄花は慌てて立ち止まったのだが、向こうはよそ見をしていて、澄花が目に入らなかったのだろう。そのまま体がぶつかってしまった。

「あっ……！」

　澄花の悲鳴に、男がハッとしたように振り返った時にはもう遅かった。澄花の着ていた黒いシャツの上に、男が持っていたビールのグラスの中身が飛び散り、なんと澄花の髪、そして首から肩にかけて、ビールでぐっしょりと濡れてしまったのだ。

「ああーっ、すみません！」

　男が慌てたように大きな声をあげる。

　彼はさっぱりとした黒髪の青年だった。年は二十代半ばくらいだろうか。かなり体格がいい。身長は百九十センチ以上ありそうだし、体重は百キロ級だろう。どこからどう見ても、アメフトか柔道でもしていそうな雰囲気だ。学生時代のあだ名は〝クマ〟に違いない。

「大丈夫ですよ」

　その気持ちに嘘はなかった。悪気はなかったのだから仕方ない。澄花は首を振る。

　だが青年は納得しなかった。

「弁償させてください！」

　大丈夫と言っているのだがなかなか聞き入れてもらえない。それどころか大きな体をふたつに折って青年が頭を下げるので、騒ぎを聞きつけた周囲がザワザワしながらふたりを遠目に囲み始めた。

（どうしよう……！）

　澄花は相変わらず頭を下げ続ける青年の前で、硬直してしまった。

「いえ、もう大丈夫ですから……」

　本気で目の前が真っ白になりかけたところで、

「なんの騒ぎだ」

　よく通る声が耳に届いた。その声にざっと人垣が割れ、光沢のあるストライプのスーツを着た長身の男が大股でふたりの前に近づいてくる。

（誰か来た……？）

　おそるおそる、澄花は目の前にやってきた人物を見上げた。

「あ……」

　一瞬、息をのんだ。状況は大変だというのに言葉を失って見惚れてしまった。そのくらいその男には華があったのだ。

　年の頃は三十過ぎくらいだろうか。黒髪に、眼光鋭い切れ長の目尻は上品な猫のように吊り上がっている。通った鼻筋と、意志の強さを感じさせる一文字に結んだ唇には、人に命令することに慣れている、そんな雰囲気があった。

　ぶつかってきた青年ほどではないが、身長はかなり高い。百八十五センチ近くあるのではないだろうか。

　そして彼のスーツの胸元には一輪の花が――椿の花が飾られていた。今どきフラワーホールに花を飾るのは結婚式の新郎くらいだが、ここは KATSURAGI 主催のパーティーだ。おかしいどころか、その男の冷たい端整な美貌と相まって様になっていた。

「あっ、副社長、申し訳ありませんっ……。俺が、この人にビールをかけてしまって……！」

　クマに似た青年が、大きな体を丸くして澄花を振り返る。

「ビール？」

　副社長と呼ばれた男は怪け訝げんそうに眉根を寄せた後、青年の背後で固まっている澄花の存在に気づいたのか、歩み寄ってきた。

「申し訳ありません。弊社社員がご迷惑をおかけしまし――た」

　流りゅう暢ちょうな、どこかこなれたセリフのように聞こえる紋もん切きり型がたの口調を紡いでいた男は、そこで初めて澄花を見て、

「君は……」

　と、放心したような表情になった。










氷のような男




　正直言って、似合わない顔だった。

（さすがに派手に濡れてるから、驚いたのかな）

　まさかの上司の登場に澄花は困り果てながらも、バッグからハンカチを取り出した。

　とはいえ、ハンカチで押さえたくらいではどうにもならないくらい、髪もシャツも、ビールでべったりと肌に張りついている。公共の乗り物では帰るのも他人の目が気になるし、タクシーでも乗車拒否をされてしまうだろう。

（こういう場合はどうするのが正しいんだろう。とりあえずこの場を離れた方がいい……わよね）

　澄花はそう口にしようとしたのだが、その瞬間、澄花の体は、ふわりと浮いていた。

「え……？」

　なにが起こったのかわからなかった。だがすぐ目の前に椿の花があり、その上に、どこか人を寄せつけないような氷の美貌を見て、息が止まりそうになる。

（わ、わ、わ、私、抱き上げられてる !?）

　そう、澄花は男に横抱きにされていた。いわゆるお姫様抱っこだ。

　膝裏と腰を支えられた澄花は、そのままスタスタと会場の外へ運ばれていていく。

「えっ、あのっ、ちょっ……！」

　いつも他人からは落ち着いて見られる澄花も、さすがに焦って言葉が出ない。完全に気が動転していた。

「すぐに着替えを用意させる。だがまずシャワーを浴びた方がいいだろう」

　一方、澄花を抱いたままの男は真顔でそう言うと、ホールから廊下に出て、ホテルマンを呼び止める。

「君、私の部屋まで一緒についてきてくれ」

「あ、葛城様！　かしこまりました」

　声をかけられたのは制服姿の女性だった。彼女は一瞬驚いたが、すぐにうなずき、最寄りのエレベーターのドアを開け、先に乗り込んだ。

「あ、あの、私、立てますっ……」

「そうか。だが私にはずぶ濡れの女性を立たせる趣味はないのでね」

　降りようと足をばたつかせたが、彼は問答無用で澄花の提案を退け、それどころか抱く腕に力を込める。

　澄花は当然ムッとした。だが同時に、女性スタッフを連れてきたのは、たぶん自分を気遣ってのことだということに気が付いていた。

（あの場には男性のスタッフもいたけど、声をかけたのは女性だった。だから変なことにはならないと思うけど……でも……ちょっと待って……。この人……葛城様って呼ばれてたわよね……）

　小さい子供の頃ならまだしも、こんなふうに男性に抱き上げられたのは生まれて初めてだ。しかもその相手は副社長で、名前が葛城ということは KATSURAGI の御曹司ということになる。確か今日のパーティーの趣旨は、新規事業の立ち上げと、新しく就任した副社長のお披露目だったはずだ。

（この人は葛城グループの御曹司で副社長……パーティーの主役じゃないの！）

　澄花の顔から、サーッと血の気が引いた。

　いくらなんでも副社長自らパーティーを抜け出すのはやりすぎだろう。

（シャワーを借りられるだけで充分なのに……！）

　自分が頼んだわけでもないのだが、人目もあり、さすがに逃げ出したくなった。

「あの」

「話は後だ」

　また、澄花の言葉は遮られてしまった。

（少し横暴じゃない……？）

　内心ムッとしたが、結局このままで困るのは澄花の方だ。

（シャワーを浴びたらさっさと帰ればいいわ……）

　仕方ないと状況を受け入れることにした。

　それから目的の階で停まったエレベーターの扉がゆっくりと開く。ホテルマンの先導で廊下を歩き、突き当りのドアの前に立った葛城は、目線を澄花に向けた。

「キーはスーツの内ポケットの中にある」

「あ、はいっ……失礼……します」

　極力体に触れないように努力したが、かすかに葛城が身じろぎしたので緊張してしまった。震える指で彼のスーツの中に手を入れ、ミッドナイトブルーのカードキーを取り出す。それをホテルマンが受け取り、部屋のドアが開けられる。

（広い……！）

　部屋はスイートルームだった。目の前のガラス張りの窓は高層階ならではの美しい夜景が広がっていて、広い部屋の中央には赤と白のソファセットがふたつ並んでいた。右手にはバスルームがあり、左手にドアがあるので、あちらがベッドルームなのだろう。

　そこでようやく葛城は澄花を床に下ろし、一緒に部屋までついてきた女性ホテルマンに向き合った。

「彼女の着替えが必要だ」

「専門スタッフを連れてすぐにお持ちします」

　彼女はこくりとうなずいて、そのまま部屋を出ていった。

「――あの。いろいろお世話になって、すみません」

　緊張で声を絞り出した澄花に向かって、葛城は真正面から向き直った。

「いや……もとはといえば、うちの従業員がしたことだ……が」

　葛城はシャープな顎あごに手をやって、一瞬考え込むような仕草をしたが、ゆっくりと首を振った。

「――葛城龍一郎といいます」

　そして胸元から名刺入れを取り出し、一枚澄花に差し出してきた。

「わざわざありがとうございます」

　残念ながら澄花には差し出すような名刺はない。とりあえず名前を名乗ることにした。

「栫澄花です」

「知っている」

「え？」

（知ってるって、どういうこと？）

　目を丸くした澄花を、葛城は冷ややかに見下ろした。

　その眼差しに澄花はまた不安になった。

（もしかして怒ってる？　でも怒ってたらわざわざここに連れてこないわよね……。なんだかとても冷たい目……この人、いったいなにを考えているんだろう）

　だが結局なにを言うでもなく、そのまま彼は目を逸らし、「着替えが届けられる間にシャワーを浴びなさい」と言い、くるりと澄花に背中を向ける。それ以上の問いを拒む意思が感じられ、澄花はなにも問いかけることはできなかった。

　内側からバスルームのドアを閉め、澄花は「ふう……」とため息をついた。

（KATSURAGI の御曹司のためのスイートルームでシャワーを浴びる……？　どうしてこんなことになってしまったんだろう）

　澄花は今日、何度目かのため息をつきながら中を見回す。

　海外の高級ブランドのアメニティがずらりと並ぶバスルームは、かなり広かった。手前にドレッサー、そしてシャワーがあり、目隠しらしい幾き何か学がく模様が施されたガラスの衝つい立たての向こうにジャグジーがあった。

　澄花が住む部屋より広いのではないだろうか。乳白色のタイルの床はピカピカに磨き上げられ、髪の毛一本落ちていない。鏡も大きく見やすい。

「すごい……」

　あまりにも豪華なバスルームに、澄花は洋服を着たまま空のバスタブの中に足を踏み入れ、カーテンをほんの少しだけ開けて外を覗いた。そこには部屋と同じ美しい夜景が広がっていて、展望ジャグジーとして楽しめるようになっている。

（まぁ、私の部屋のお風呂だって、そう悪くはないけど……）

　少しだけ見栄を張りながらカーテンを閉め、脱衣所で服を脱ぎ裸になった。

　バスタブに湯を溜めながら、シャワーのノズルを開く。じわじわと温度を高くしながら、ぎゅっと目をつぶった。

（あの人……私のことを知ってるって言った……）

　もしかして仕事をしている中で、どこかで会ったことがあるのだろうか。

（でも、営業ならまだしも、私は総務だし）

　髪を洗い、お湯が溜まったバスタブに体を沈めると、意識がぼんやりし始める。

（疲れた……すでにいっぱいいっぱいかも……）

「はぁ……」

　気が付けばまたため息が漏れていた。

　澄花の世界は恐ろしく狭い。基本的には会社と家の往復で、他人と時間や経験を共有できるような趣味も持たず、現在友人と呼べるのは珠美くらいだ。その中で、KATSURAGI の御曹司である龍一郎と関わったことがあるのなら、きっと覚えているはずだ。なので少なくとも社会人になってから数年の間に出会ったのではないという結論になる。

（じゃあ、いつなの？　大学生の時……？）

　祖父母が残してくれた遺産と奨学金で、澄花は都内の女子大の文学部を卒業している。そしてゼミの教授の推薦でタカミネコミュニケーションズに入社したのだが、大学四年間も、サークルにも参加せずひたすら本ばかり読んでいたので、龍一郎との接点はなにも思いつかなかった。

　目を閉じると意識が曖昧になる。ふと、懐かしい気配が心を包んでいた。

　澄花は十歳よりも前の記憶があやふやだ。幼い頃、冬の夜。祖父母の家から帰宅途中、父の運転する車で事故にあった。トラックの居眠り運転に巻き込まれたのだ。生き残ったのは後部座席でうとうとと眠っていた澄花だけ。

　両親を一度に失ったショックで、澄花は記憶のほとんどを失った。

　澄花は祖父母のもとに引き取られたが、高齢の彼らにすべてをカバーできるわけもなく、実際澄花をなにかと気にかけ手助けしてくれたのは、隣町に住む両親の親友夫婦とその息子だった。

　澄花の十歳年上の彼は、春はる樹きといった。当時高校生で、優しく太陽のように温かい少年だった。

　澄花は彼をハルちゃんと呼び、実の兄のように慕い、成長するにつれて彼をひとりの男性として見るようになった。自分に声をかけてくるクラスメイトの男子など、まったく興味がなかった。そして高校生になった春、澄花は春樹に積年の思いをぶつけた。

　春樹にとって、澄花は特別な女の子ではあったけれど、恋愛対象として見ていたわけではなかった。当然断られたが、澄花は何度拒まれても、諦めなかった。一年間、春樹を追いかけ回し、結局彼を根負けさせて、晴れて恋人同士になったのだ。

『驚異の粘り腰に負けたんだよ』

　春樹はそう言って、よく笑ったものだった。

「ハルちゃん……」

　湯船の縁に頭をのせたまま、澄花はつぶやく。

　春樹の名前を口にすると、その時は幸せな気持ちに包まれる。

　柔らかいくせ毛に、笑うと下がる目尻。いつもニコニコしていて、彼が怒ったところなど一度も見たことがなかった。その名の通り、春のひだまりの中で輝く大樹のような人だった。

　澄花は不幸にも家族を失ったけれど、新しい家族を得た。優しいおじさんとおばさん、そして春樹と、ずっと一緒にいられると思っていた。

　けれど春樹は七年前の冬、インフルエンザをこじらせて一週間入院した後、亡くなってしまった。菌が脳にまわったのが死因と聞いたが、とても信じられなかった。なにもかもが突然で、あっけなく、澄花の幸せな人生は終わってしまった。

　十七歳になったばかりの澄花の、最初で最後の恋だった。

　周囲の人間は澄花が後を追うのではないかと心配していたが、死んで春樹に会えるならまだしも、その確証がないのならまだ彼が生きていたこの世界で生きていた方がずっとマシだった。

　少なくとも自分が春樹のことを思ってさえいれば、彼はこの世界に存在する。

（死ぬまでハルちゃんのことを思っていられたらいい……）

　澄花の喪服は、かつての幸せの影だった。

（あの、毎日が幸せで満たされていた、あの日々があったからこその、強い影……）

「栫様、お着替えをここに置いておきます」

　先ほどの女性ホテルマンの声がして、バスタブで考えごとをしていた澄花は、顔を上げる。

（ああ、こっちが現実だった）

　虚しい気分が胸に広がる。

「……はい。ありがとうございます」

　彼女が出ていった後、バスローブをのろのろした動作で裸の上にまとい、ドレッサーの前の椅子に座った。とりあえず髪を乾かさなければ着替えられない。

　ドライヤーを使っていると、しばらくしてドアがノックされた。

「はい」

　ドライヤーを止めて返事をする。

　てっきりさっきのホテルマンだと思ったのだが、ドアがガチャリと開いて姿を現したのは、なんと龍一郎だった。

「っ……」

　驚いて、澄花は息をのんだ。慌ててバスローブの前をかき合わせる。

「いっ、いくらなんでも非常識ではないですかっ？」

　思わず強い口調になったが、当然だろう。バスローブを着ているとはいえ男性には絶対に見せられない、裸同然の無防備さなのだから。

　けれど龍一郎は非難めいた目を向けられても特に動揺した様子もなく、澄花を見下ろす。

「ノックはしたが」

（そ、それは……さっきの女性だと思ったからで……！）

　澄花は心の中で言い訳をつぶやいたが、ノックをして返事があったから入ったと言われれば、もう強く言い返せない。

「水を飲んだ方がいい」

　龍一郎は持っていたミネラルウォーターを澄花の前に置く。

「あ……ありがとうございます……」

　確かに長湯をして喉が渇いていたので、水はありがたい。

　気まずい思いをしながらも、ペットボトルを手に取った。

（ん……あれ……？）

　おしゃれなブルーのペットボトルだったが、蓋ふたが開かない。

（どうして開かないの……っ……！）

　澄花が無言で手に力を込めると同時に、

「貸してみなさい」

　ペットボトルがひょいと奪われる。

「あ」

　目の前に立っていた龍一郎が軽々とペットボトルの蓋をひねると、いとも簡単に開いてしまった。

「――すみません」

　それを受け取ろうと立ち上がったら、ふらりと目眩めまいがした。

「……っ」

　ぐらりと視界が傾く。

（転ぶ……！）

　その場に崩れ落ちるよりも早く、龍一郎が動いた。素早くひざまずき、澄花の後頭部と背中を手のひらで支えたのだ。

「どこか具合でも悪いのか」

　澄花の顔を覗き込みながら、彼の美しい眉がひそめられる。場違いにも、なんてきれいな顔だろうと思ったが、今はそれどころではない。

　この目眩は長湯をしたせいで、よくあることだ。澄花は首をかすかに振った。

「いえ、ただの……立ちくらみで……あっ」

　なんともないと言うつもりだった澄花は、また龍一郎に抱き上げられていた。

「休みなさい」

　そして龍一郎はバスルームを出て、リビングのソファの上に澄花を横たわらせると、ベッドルームから毛布の山を持ってきて、澄花の体の上にかける。ドサドサとのせられたそれは、ずっしりと重く、澄花は毛布の中に埋まってしまった。

（また抱き上げられてしまった……）

「医者を呼ぶ」

　頭上から重々しい声がした。

「医者っ……？　いえ、すぐ治りますっ……」

　わざわざ医者を呼んでもらうほどのことではない。

　澄花は体の上の毛布をかき分け、顔を出して首を振った。すると、なんと床に片膝をついて、自分の顔を覗き込んでいる龍一郎と目が合った。

（近い……！）

　一瞬驚いたが、龍一郎は少し考え込むように目を細めた後、

「君がそう言うなら」

　とだけ言い、くるりと踵きびすを返し、部屋を出ていってしまった。

　バタンとドアが閉まって、澄花は目を丸くする。

「え……嘘……？」

　なんと澄花は、豪華なスイートルームにひとり取り残されてしまったのだ。

（どういうこと……？）

　しばらくして、目眩がおさまった澄花は、ゆっくりと体を起こす。

　部屋の中を見回し、リビングのテーブルの上に箱が置いてあることに気が付いた。近づいて蓋を開けると、中にはシンプルな長袖のワンピースと下着が重ねて入っていた。カラーはどちらも黒だ。

　だが果たしてサイズは合っているのだろうか。なにげなく下着の表示をチェックしたが、外国語表記でよくわからない。ただ、レースを使った下着はいかにも高級品といった感じだった。

「これを着ていいってこと？」

　不安になりながらも服を手に取り、周囲を見回す。これを持ってきてくれたらしい女性ホテルマンの姿はない。

　気になってバスルームに戻ると、自分が脱いだ服がすべて持ち去られていた。下着もだ。もしかしたらそれでサイズを確認して、新しいものを用意してくれたのかもしれない。

「私なんかが着てごめんなさい……」

　こっそり謝りながら、バスローブを脱ぎ、下着とワンピースに着替える。

　澄花はブランドにはまったく興味がないのでわからないが、その着心地のよさは圧倒的だった。まるで体に吸いつくようなラインとカットで、身に着けているだけで少しいい女になったような錯さっ覚かくを覚える。

「きっと自宅では洗えないわよね……」

　クリーニングもデラックス仕様に違いない。いったいいくらかかるのだろうかと気にしながら毛布を畳んで、ソファの端に腰を下ろす。

「とりあえずもう少し待ってみよう……」

　待てと言われたわけでもないし、このまま出ていっても問題ないのかもしれないが、せめてひと言礼くらいは言いたかった。

　だが結局、十分経っても二十分経っても、龍一郎が戻る気配はなかった。

「どうしよう……」

　ジレジレしていたところで、静かな部屋に、バイブレーションの音が響く。足元に置かれていた澄花のバッグの中で、スマホが鳴っているようだ。

「あっ……！」

　澄花は跳ねるようにバッグに飛びついて、震えているスマホを取り出し、電話に出る。

「もしもしっ……！」

《あーっ、もう先輩～っ！　今どこですかぁ？》

　案の定、電話の主は珠美だった。

（私ったらすっかり忘れてた……！）

　何度もかけたのかもしれない。スマホの向こうで、彼女が不服そうに唇を尖らせている姿が目に浮かぶ。一時間近く姿が見えなかったのだから、さぞかし心配させたに違いない。

「ごっ、ごめんなさい、すぐにそっちに行くから！　ごめんなさいっ！」

　澄花は珍しく大慌てしながら、平謝りする。

《えーっ、先輩、もしかして具合悪いとか？　大丈夫ですか？》

「うん、大丈夫だから！　とりあえず後で話すから、ロビーで待っていて！」

　改めて龍一郎に礼を言えなかったことが気になるが、これ以上いつ戻るかわからない彼を待っているわけにもいかない。

　澄花はバッグを掴むとそのまま部屋を飛び出していた。




　ホテルの一階ロビーに下りると、珠美が柱にもたれるようにして立っていた。

　やはりかなり膨れている。叱られるかもしれないが、ほっぺが餅のようだと思いながら彼女のもとに行き、ペコペコと頭を下げた。

「ごめん、ごめんなさいっ！」

　澄花は必死に謝罪し、珠美を連れてホテルを出る。そして乗り込んだタクシーの中で、珠美がトイレに行った後、事故でビールをかけられてしまったこと、ホテルの好意でシャワーを浴びさせてもらったことなどを、ざっくりと説明した。

　それを聞いて、珠美は驚いたように目を丸くする。

「あ、そういえばクマみたいに大きな男の人いました！　でもホテルも太っ腹ですよね～着替えまで用意してくれるなんてっ」

「正確には KATSURAGI が太っ腹なのよ」

「あ、そうでした、えへへ～」

　珠美が恥ずかしそうに頭の後ろを撫でる。

「まぁ、その上等な服はもらっておけばいいんですよ～。別に返せなんて言わないでしょ。それに私たちのことなんてどこの誰だか知らないんですから」

「――そう、ね」

　本当は、この服を用意してくれたのは KATSURAGI の御曹司である葛城龍一郎で、なおかつ彼は澄花のことを知っている様子だったが、澄花としてはやはり今日のことは忘れてしまいたいと思う出来事だ。

（あんな男の人、初めて見たわ……。太陽みたいだったハルちゃんとは全然違う）

　かなり強引なのに、一方で澄花を終始気遣っていた。華やかで美しいけれど陰がある、そんなアンバランスな内面を彼の中に感じた。

　不快というわけではない。胸がざわつくのだ。

　だが――確かに強烈ではあったが、葛城龍一郎と会うことは二度とないだろう。

（私のことを知っているというのも、なにかの勘違いだ。そうに決まってる）

　澄花は後部座席の隣で、「でもあのクマに似た人、ちょっとタイプでした～。天宮さんとは全然違うけど～」とはしゃぐ珠美に、「えっ、本当？」と相あい槌づちを打ちつつ、車窓の外に見えるビルの明かりをぼんやりと眺めていた。










私に値段は付きますか？




　翌週、澄花は仕事帰りにバスに乗って、春樹の両親の家へと向かった。バッグの中には、数日前に珠美がくれたミニアルバムが入っている。

「おばさん、こんばんは」

　玄関のチャイムを押して中に入ると、早速、春樹の母である尚なお美みが迎えてくれた。

「いらっしゃい」

　エプロン姿の彼女は、笑うと目尻が下がる。そこに春樹を感じて、澄花は懐かしさに胸が熱くなってしまう。

「おじさんは、今日はどうしたの？」

　思わず泣きそうになるのを必死にこらえて、澄花はリビングの中を見回した。そこに、尚美の夫である俊とし樹きの姿はない。

　月に一度、春樹の月命日に合わせてやってくる澄花の訪問を、ふたりはいつも楽しみにしてくれていて、少しやせ気味の澄花に向かって、あれを食べろ、これを食べろと、いつも過剰な接待をしてくれるのだ。

　来るとわかっている今日に限って姿がないのは少し違和感があった。

「おじさんはね、ちょっとお仕事に行ってるのよ。ほら、最近不景気でしょう。いろいろ大変なのよ。それで今日は帰りが遅いみたい」

　澄花の質問を受けて、尚美は少し困ったように笑い、「先にお夕食を食べましょうよ」と、キッチンへと向かった。

「そうなんだ……」

　春樹の実家は、電子機器の部品を作る小さな町工場を経営している。春樹は大学を卒業後、後を継ぐつもりだったのだが、この不況に下請けでしかない工場を継がせるには忍びないと、俊樹はそれを突っぱね、春樹は自動車メーカーの営業として働いていたのだった。

（おじさん、最近血圧が高いなんて言ってたのに、大丈夫かな）

　気にはなりながらもうまい言葉が出てこない澄花は、「お台所手伝うね」と、ごまかすように笑顔を作り、尚美の背中を追いかけた。




　尚美が用意してくれたのは、鯖さばの味噌煮、レンコンのきんぴら、ひじきの煮物、そして卵焼き。どれも澄花の好物だった。実に渋いメニューだが、自分では作れないのでつい尚美に頼ってしまう。

「美味しかった～」

「そう、よかったわ。持って帰る分も詰めてあげようね」

　ニコニコと笑う澄花を見て尚美もずいぶん嬉しそうだ。

「うん。じゃあ私がお茶を淹れるね。お菓子も持ってきてるから」

「ありがとう」

　そうやって、食事は和やかに終わったが結局俊樹は帰ってこなかった。

　お茶を淹れながら澄花は時計を見上げる。

「もう九時になるのに、おじさん遅いね」

「……そうねぇ」

　保存容器におかずを詰めながら、尚美はまた浮かない顔になった。

（やっぱりなにか変だ……）

　澄花はお茶を淹れた後、持参していた焼き菓子をテーブルの上に並べながら問いかける。

「ねぇ、おばさん。なにか困ってることがあるの？」

「えっ……？」

　澄花の言葉に尚美は驚いたように目を丸くした。

「――いやだ、澄花ちゃん、別になにもないわよ」

　だがそう言う尚美は浮かない表情で、なにもないようにはとても見えない。それに食事の間も、何度か壁の時計を気にしていたことに澄花は気づいていた。

（おじさんになにかあったのかもしれない……）

「おばさん、隠さないで」

　澄花はそっと手を伸ばし、尚美の手を取った。菜箸を置かせ、ふたりで並んでダイニングのテーブルに座る。

　親友夫婦の娘というだけで、澄花を実の子供同然に見守ってくれた彼らには大きな恩を感じている。それに春樹も常々両親の町工場や従業員のことを気にかけていたことを、澄花は忘れていない。

「不安なことがあるなら、話してほしい。私も……この家の家族でしょ……？」

　澄花の言葉に、尚美の顔が泣き出しそうに歪んだ。




　帰りのバスの中で、澄花はぼんやりと窓の外を眺めていた。

（家族だから……なにかできると思ったのに）

　尚美から聞いた話では、ここ数年の不況の影響で工場は常に自転車操業で、仮に銀行の融資が止まってしまえば、すぐに倒産してしまう恐れがあるのだとか。ここ連日、俊樹は追加融資のお願いに回っているということだった。

『こんな話を聞かせてごめんね。おじさんもね、澄花ちゃんにすごく会いたがってたんだけど』

　尚美は気丈にも微笑んで、そう言ってくれたが、澄花の胸は鋭いナイフでえぐられるような痛みを覚えた。

（融資さえあれば……銀行がお金さえ貸してくれれば……）

　だが融資がないと倒産してしまうような会社に、いったいどんな銀行がお金を貸してくれるのだろうか。返済の見通しがない会社に融資がされるはずがない。

　なにか力になりたいと常々思っているのに、自分にはなにもできない。

（なんて無力なの……）

　膝にのせたお惣そう菜ざいが入った紙袋がずっしりと重い。

　とっさにふたりの存在を重ねて、紙袋を抱きかかえて唇を噛みしめていた。

　バスの運転手が停留所の名前を告げる。澄花は、ハッとして「すみません、降ります！」と声をあげ、座席を立つ。

　運転手に会釈をしながらバスを降りたはいいが、しばらくの間、一歩も動けなかった。どうにも足が重く、なかなか最初の一歩を踏み出すことができない。

　ほんの十メートルほど歩いて横断歩道を渡った先が澄花の住むマンションなのだが、その距離が今は恐ろしく遠く感じる。

（おじさんもおばさんも、責任感が強い人だから……自分を犠牲にしても、従業員の生活を守る……）

　澄花には経営のことなどわからない。だが経営者の家や土地が抵当に入っていないわけがない。ということは、会社が倒産すれば、それらも手放すことになるだろう。そうなれば家は壊され、更地にされて、売りに出されるに違いない。そして俊樹も尚美も、あの場所を離れることを余儀なくされる。

　そのことに気が付いて、澄花は戦せん慄りつした。

（そんなの……いや……！）

　悲鳴をあげたくなるのをグッとこらえて、また唇に歯を立てる。

（おじさん、おばさん……一緒に生活した、ハルちゃんの思い出が消えてしまう。私が覚えていることは、あの場所、あの空気、あの季節なのに、全部、全部、なくなってしまうなんて耐えられない！）

　吐き気を飲み込みながら、朦もう朧ろうとする頭で、ゆらゆらと歩き始めた。

　澄花にとって春樹との思い出がすべてだった。

　彼と過ごした場所、彼と過ごした時間、季節。それらはしっかりと結びついていて、ほんの些細なきっかけさえあれば、自然に思い出すことができた。

　自分が覚えてさえいれば、春樹は澄花にとって永遠に生きているのと同じ。春樹はいつも側にいる。

　そう信じているからこそ、澄花はこの世に生きていけたのだ。

　なのに今、その大前提が崩れ去ろうとしている。彼との思い出の場所が消えようとし――彼を生み育てた両親が、まさに苦境に立たされている。

（おじさん、おばさん……助けたいのに……）

　頭の中には、自分の貯金を差し出すことも浮かんだが、たった数年働いているだけの澄花の貯金など、銀行の融資の前では吹けば飛ぶようなものだろう。

「……どうしたら」

　横断歩道の真ん中で、全身から力が抜け、足がもつれる。転ぶとわかっていたが、体が動かなかった。

「あっ……！」

　ガツンとアスファルトに膝を打ちつけてしまった。地面についた両手からは、火傷やけどをしたような痛みが走る。おまけに持っていた紙袋を落として、周囲に保存容器が飛び出してしまった。幸い中身はこぼれなかったが、青信号は点滅し始めた。このまま横断歩道にしゃがみ込んでいては危険だ。

（馬鹿ね、私……。私が悩んだところで、どうにもならないのに……）

　なんとか容器を集めて紙袋にしまい、立ち上がろうとした時、薄暗闇を切り裂くような眩しいライトに照らされ、反射的に思わず目をつぶってしまった。

（車だ……！）

　近づいてくる車に体が硬直する。

　だが車は徐行しながらすうっと澄花の体を避けて、横断歩道の上に停車した。

（どうしてそんなところに停まるの……？）

　意味がわからずぼうっと車を見上げると、ガチャリと後部座席のドアが開いた。よく磨き上げられた革靴が澄花の前に降りる。

「え……？」

　なんと地べたに座り込んだ澄花の前に立ったのは――葛城龍一郎だった。

　まるで心底嫌なものを見たと言わんばかりに、そしてどこか苦しそうに、冷たい眼差しで澄花を見下ろしている。

「――死にたいのか」

　初対面の時と同様、人を動かす力のある声だった。

「あ……いえ……」

　確かに横断歩道の上に座っていたら、そう言われても仕方ない。澄花は首を振り、それからなんとか自力で立ち上がった。

　どうしてこの男がここにいるのか。たまたまなのだろうか。こんなこともあるのだなと思いながら、小さく頭を下げる。

「えっと……あの、すみませんでした」

「なにがだ。身に覚えがない」

　相変わらずの無表情で、龍一郎は澄花を見つめている。

「ああ……その、ご挨拶もなく勝手に帰ってしまったのと……こんな形で車を止めさせてしまったことの、二点においての謝罪です」

「なるほど」

　納得したのかしていないのかよくわからないが、龍一郎はそのまま背後を振り返って、車の後部座席のドアを大きく開けた。

「ここは話す場所じゃない」

「え？」

　そこでどうやら車に乗るように誘われていると気づいた澄花は、開け放たれたドアと、龍一郎、そして横断歩道の向こうに見える、自宅マンションを見比べた。

「で、でも……」

（あとほんの少しで家に帰れるんだけど……）

「乗りなさい」

　一方的に、龍一郎は冷ややかな声で言い放つと、澄花の腕を掴み、車に押し込む。

「あっ、ちょっとっ……！」

　抵抗したが無駄だった。澄花の後に龍一郎が乗り込んできてドアを閉めると、すぐに車は動き出してしまった。

「ちょっと、なんですか、急にっ！　降ろしてくださいっ！」

　驚いた澄花はバッグを抱えたまま叫ぶ。

「適当にその辺りを流してくれ」

　龍一郎は澄花の不満の声を軽く聞き流して、黒いスーツを着た運転手に静かに告げる。

「かしこまりました」

　忠実そうな年配の運転手は小さく頭を下げ、まっすぐに前を向いた。それからどういう仕組みになっているのか、運転席と後部座席の間が濃いグレーに色を変える。

「これ、なんですか？」

　一瞬、降ろしてくれと言ったことも忘れて、驚き顔を近づける澄花に、龍一郎がさらりと説明した。

「間にガラス板があって、スイッチひとつで視界だけでなく声も遮断される。この車は商談用にも使っているから、こういう機能がついている」

「あ……そう、なんですか」

　まるで映画のようだと思いながらも、澄花は余計緊張してしまった。

（だけど別に私と商談したいってわけじゃないでしょうに……）

　澄花の思惑とは別に、走り出した車はすいすいとスピードを上げ始め、あっという間に、我が家から遠ざかってしまった。これでは帰れなくなってしまう。

「あのっ……」

　改めて抗議をしようと口を開きかけたところで、どこからか着信音が聞こえた。すると龍一郎が優雅な動作でスーツの胸元からスマホを取り出し耳に当てた。

「――葛城です」

（電話……だ）

　澄花はため息をつき、仕方なく窓の外に目をやった。とはいえ狭い車内なのでどうしても龍一郎の声は聞こえてしまう。どうやら仕事の話をしているらしい。こんな時間まで電話がかかってくるのか、責任のある立場というのは大変だな、と澄花は半分呆れながらも感心してしまった。

「――ああ。それで進めてもらって構わない」

　龍一郎は何度か言葉を交わしてすぐに通話を切る。

「あの！」

　そこで今度こそと思い、澄花は龍一郎の方に顔を向けたが、スマホはすぐにまた新しい着信音を響かせる。

（また電話 !?）

　結局電話は次から次にかかってきて、澄花は完全に発言のタイミングを失ってしまった。

　今話している相手は外国人なのか、龍一郎は流暢な英語で対応している。

　車の窓に映っている龍一郎の横顔は、どこからどう見ても切れるビジネスマンだ。返答に迷うこともためらうこともなく、かかってくる電話を淡々と処理している。決断することに慣れているのかもしれない。

　そうやって龍一郎の仕事が終わるのを待っているうちに、澄花は抗議する勢いを失ってしまっていた。

（本当に忙しい人なんだな……。当然よね。KATSURAGI の御曹司なんだもの。バリバリ仕事をして、寝る暇もなさそう……）

　そう思うと、今度はそんなに忙しい彼が、自分にいったいなんの用があるのか、澄花は不思議で仕方ない。

「君」

　そこで突然、龍一郎がスマホを耳に当てたまま、隣で窓の外を見ている澄花に目線を向ける。振り向いた澄花が無言で目をパチパチさせると、

「君の背中にある、バッグの中の書類ケースを取ってくれ」

「えっ、あ、はいっ、ごめんなさい……！」

　乗り込む時に気づかなかったが、後部座席のシートに立てかけるように、龍一郎の薄いビジネスバッグが置いてあった。

　龍一郎の眼力に思わず謝罪の言葉を口にしながら、バッグを膝の上にのせて、書類ケースを取り、彼に差し出した。

「ありがとう」

　龍一郎はケースを受け取ると書類を取り出して、それを見ながらまた英語で会話を続ける。そんなこんなで、気が付けば三十分以上が過ぎていた。

（なんでこんなことになっちゃったんだろう……）

　確かに横断歩道の上に座り込んでいたのは自分が悪いが、あの場で車に乗せられるとは思わなかった。

（本当、信じられないわ……）

　呆然とする澄花だが、いつまでもこうしているわけにもいかない。通話を終えた瞬間に、澄花は龍一郎に向かってはっきりと口にした。

「あの、葛城さん、私の家、すぐそこだったんです」

「知っている」

　前を向いたまま、書類をケースにしまいながら答える龍一郎の横顔は、やはり見惚れるほど美しかった。

　外国の血が入っているのだろうか。鼻び梁りょうは細く高く、唇と顎のバランスは、日本人離れしている。よくよく見れば、瞳は深い海の底のような群ぐん青じょう色だ。黒のストライプのスーツ姿は、長い足を組むだけで様になる。まるで海外のファッションブランドのポスターだ。

　だが彼は絵の中の人ではなく、今、現実に自分の隣に座っている。

「はい？」

（だからどうしてこの人の返事は『知っている』なの!?）

　若干憮ぶ然ぜんとしながら、澄花は大きな目をまん丸に見開く。

「あの、先日もそう言われてましたけど……どうし……いたっ」

「――どうした」

　途中で痛みに言葉を詰まらせた澄花に、龍一郎が視線を向けた。

「いえ……」

　澄花は目を伏せ、両手のひらを上に向ける。そこには擦り傷がたくさんできていて、赤く血が滲んでいた。

「さっき転んだ時に……ちょっと」

　うつむいたまま答えた澄花だが、

「ひゃっ……!?」

　次の瞬間、驚いて叫んでいた。

　なんと手のひらに触れるくらい近く、龍一郎が顔を近づけていた。

　背が高く、肩幅もある龍一郎にそんなことをされると、圧迫感を感じて澄花はビクッとしてしまう。

「な、なにを……あっ……」

　温かい吐息と、それから柔らかい唇がそっと手のひらに触れる。

「なっ……えっ？」

（手のひらにキスした!?）

　頭が真っ白になるが、なおも龍一郎は澄花の手をうやうやしく両手で包み込むと、自らの口元に引き寄せ、囁いたのだ。

「Pain,pain,go away」

　それはまるで敬けい虔けんな祈りのようで……尊く、美しかった。

　澄花は自分がされていることも忘れて、目を伏せたままの龍一郎を見つめてしまった。

（まつ毛長いんだ……それにぺいん、ぺいん……？って）

「あっ」

　澄花は軽く声をあげた。

「もしかして、今のって〝痛いの痛いの飛んでいけ〟ってことですか？」

　手のひらに口づけられた時は驚いたが、無表情でなにを考えているのかわからないこの男が、そんな子供のようなことを言うとは想像もしなかった。

（こんなこと言ったら怒られるかもしれないけど……少し、ホッとした……かも）

　肩の力が抜けた澄花はクスクスと笑いながら、じっと龍一郎を見つめた。

「びっくりしましたけど、おかげで痛みを忘れられた気がします。ありがとう」

　すると龍一郎はハッとしたように目を開けたかと思ったら、どこか困ったように微笑んだのだ。

「そんなふうに笑うんだな」

「え……？」

「もっと……見たい」

　熱い視線を澄花に注いだまま、龍一郎は澄花に顔を近づける。

「君はなにをされたら嬉しいんだ」

「なにをされたら嬉しいって……」

　澄花はその瞬間、すうっと体から熱が引き、全身が冷たくなっていく気がした。

　春樹が死んでからずっと、嬉しいとか楽しいとか、そんなことを全身で感じることはほとんどなくなっていた。もちろん澄花だって日々生活をしている上で、それなりに笑ったり落ち込んだりすることもあるが、ただそれだけで……通り過ぎるだけの感情はすぐに消えてなくなってしまう。

　春樹が側にいた時のように、世界がキラキラと輝いて見えた日々はもう二度と戻らない、遠い過去だ。

「そんなの……ないです」

　澄花はかすかに震えながら、首を振った。

「――ない？」

　怪訝そうに龍一郎が眉根を寄せる。

「ないです……嬉しいことなんか、なにも」

　口に出すといっそう空々しい気がするが、それが澄花の本音だ。

　だがそれを聞いて龍一郎は切れ長の目を細める。

「では君の望みはなんだ」

　少し苛いらついたような声色の、龍一郎の目は鋭かった。その眼差しに心の奥底まで、嫌なところまですべて見透かされそうな気がした。

（嬉しいことがないなんてつまらない人間だと思われるわよね。どうして正直に言ってしまったんだろう……でも、これは本当のことだ）

　澄花は龍一郎に包み込まれていた手を引いて胸の前で握りしめる。

「望みも……ないです」

　自分の人生に、ああしたいだとか、こうなりたいだとか、そんなものはないのだ。そんなものはとうに忘れてしまった。

「本当に？」

「はい」

　だがふと――澄花の脳裏に、刹せつ那な的な考えがよぎる。

「そういう葛城さんにはあるんですか？」

「なに？」

　澄花の言葉に龍一郎が一瞬眉をひそめる。

「嬉しいこととか……楽しいこととか。こうなりたいとか、夢とか、希望とか」

　この時の澄花は、少し気分が落ちていたのかもしれない。目の前の、美しいけれど無表情極まりないこの男を、少し困らせてやりたいと思ってしまったのだ。

「――」

　すると龍一郎は一瞬、呆けたように目を見開いた後、どこか悲しそうに――澄花にはそう見えた――囁いたのだ。

「君が欲しい」

「――え？」

　それは思ってもみない答えだった。

「わた、し？」

（君って、私のこと？　私が欲しいって、どういう意味？）

　ポカンと口を開け、目を丸くする。

　澄花は自分に誰かに望まれるような価値があるとは思っていなかった。

　確かに思春期を迎えたあたりから、異性に告白されることは多々あったが、それは思春期のはしかのようなものだとわかっていた。彼らは断ってもすぐにほかの誰かを好きになるし、澄花のことは忘れてしまう。だから本気にしたことなど一度もない。

　唯一の例外は春樹だが、彼が自分を愛してくれたのは、幼い頃から側にいて、なおかつ自分の熱烈アプローチに〝ほだされて〟くれたからだ。

（ハルちゃんは優しい人だったから私を受け入れてくれた……。今思えばひとりの女性として熱烈に求め、愛してくれたわけではないけれど、ハルちゃんを好きでいたいと願う私の気持ちを大事にして、最大限に尊重してくれた）

　澄花はそれでもよかった。生まれて初めて好きになった男の人が春樹で、どういうふうに愛されれば正解なのかなどわからなかったが、ただ彼の側にいたいと願い、それを叶えてもらった。それだけで幸せだった。

（でも……欲しいなんて、初めて言われた）

　胸がドキドキと鼓動を刻む。

　ときめいているわけではない。戸惑っているのだ。

（私が欲しいなんて、意味がわからない――けれど）

　澄花はじっと龍一郎を見つめ返した後、

「だったら、私をいくらで買ってくれますか？」

　思わずそんな言葉を口走っていた。

　彼は KATSURAGI の御曹司だ。先ほどの仕事ぶりを見る限り、クールで冷徹で意志が強い男だとわかる。

　自分に望みなどない。夢も未来もない。愛したいとも、愛されたいとも思わない。だが澄花の心には、春樹と、春樹の両親がいる。

　自分にそんな価値があると思っているわけではないが、この男が自分を欲しいと望んでくれているのなら、最大限利用しない手はないのではないだろうか。

「お金がいるんです」

　震える声でそう告げると同時に、じんわりと澄花の目が潤む。

（軽蔑されたっていい。お金が必要なのは本当なんだから）

　お金で自分を売るなど、最低だ。そんなことしかできないのかと情けなく思う。

　だが澄花は自分以外なにも持たない。唯一自由になるのが自分なら、それを担保にするしかない。

　澄花は必死に涙をのみ込むと、それから黙って自分を見つめている龍一郎を見つめる。

（お願い……なにか言って）

　なんならこのまま車から降ろされても構わなかった。いやいっそ頭のおかしい女だと、馬鹿にされた方が案外マシかもしれない。

　長い沈黙が流れる。

（ああ……やっぱり冗談だと言って車から降ろしてもらおうか……）

　やはり自分は馬鹿なことを言ってしまったのだと、自己嫌悪でそう口にしかけた瞬間、

「いくらでも出そう」

「え……」

「君を言い値で買おう」

　龍一郎は、至極真面目な表情で、そう言い放った。

　聞き間違いかと思った。夢を見ているのかもしれない。

　だが相変わらず龍一郎は目の前にいて、何度瞬きをしても、消えたりはしなかった。

「言い値って……」

「知っている」

「え？」

「育ての親のような彼ら――丸まる山やま夫妻を助けたいのだろう」

「あっ……」

　丸山は、春樹の名字だ。だがなぜ彼がそのことを知っているのか。これで三度目の〝知っている〟だが、澄花はそんなことは頭から吹っ飛んでしまった。

「とりあえず銀行の融資の件は任せなさい。悪いようにはしない」

「……どうやって？」

「仕事の内容は悪くないのに、どうも資金繰りがうまくないのが問題だ。そのあたりを解消しなければ、たとえ今回の資金難を乗り越えたところでまた同じことの繰り返しだ。だからうちの系列会社から財務部門の人間をやる。健全な経営になるまで指導させよう」

　淡々と、けれど心地よい低い声が車内に響く。

　具体的な提案を聞かされ、どうやら葛城龍一郎は本気で助けてくれるつもりらしいと感じた。

（健全な経営になるまで見守ってくれる……？　本当に？）

　それこそ願ったり叶ったりだ。まるで夢のような申し出だが――自分とその申し出が果たして釣り合うのか、今度はそんなことが不安になった。

　黙り込んだ澄花の不安を感じ取ったのか、龍一郎の指がそっと澄花の頬を撫でる。そこには色っぽい気配はなく、どちらかというと澄花の存在を確かめるような、まるで猫でも撫でているようなそんな仕草だった。

「あの……でも、私にそこまでの価値が……あるのでしょうか」

（自分で申し出ておいて、今さらなにを言っているのかと笑われるかもしれないけれど……）

「ある……君にはその価値がある」

　龍一郎は低い声で囁きながら、頬を撫でる指をそのまま滑らせて、なんと今度は、澄花の唇の上を親指でなぞり始めた。

「あっ……」

　澄花の全身がぶるっと震えた。

　さっきまでは猫でも撫でているような仕草だったのに、これは違う。

　澄花のふっくらとした唇に触れる龍一郎の目は、次第に色っぽく濡れ始め、澄花のどんな反応も見逃すまいと、まるで炎のように燃えている。

「ま、待って……」

　まさか車の後部座席でそんな雰囲気になるとは思わなかった。

　一瞬身を固くした澄花だが、龍一郎が待ってくれる気配はない。それどころかいつの間にか澄花の体は後部座席のシートに押しつけられ、隣に座っている龍一郎が覆いかぶさるように体を寄せた。

　龍一郎の手が、唇と腰を撫でて、澄花の反応を引き出そうとしている。

「あっ……」

　ただ体のラインと、唇をなぞられているだけだ。けれど龍一郎の指先は実に官能的で、澄花は羞しゅう恥ちで顔を赤く染める。

（恥ずかしい……！）

　だが、売ると言ったのは自分で、買うと言ったのは龍一郎だ。だったらこれは売買契約のもと、丸山夫妻を助けるために、彼に支払われる対価なのだ。

（いったいなにをされるんだろう……。怖い……けど、まさか命までは取られないはず……。なにをされたって、我慢するんだ……我慢……我慢を――）

　必死でそう自分に言い聞かせた澄花だが――。

「目を閉じなさい」

　龍一郎の声は低く、落ち着いていて、やはり彼は人に命令することに慣れているのだと澄花は思った。言われた通り目を閉じると、

「そう……それでいい」

　龍一郎の吐息に近い小さな声が、澄花の唇に触れた。

　最初は触れるだけのキスだった。

　けれど澄花は、本当に――春樹以外の男性とキスをしたことがなかったので、細い肩をびくりと震わせて、シートの上で跳ねてしまった。

「大丈夫だ……私は君を傷つけたりしない」

　澄花の反応を見て、一度離れた龍一郎はゆっくりと上半身を丸め、前かがみになると、再び澄花の唇に口づけを落とす。そして重ねた唇が開き、柔らかい舌がそろりと澄花の口の中に入ってきた。

（甘い……味がする……）

　なにかフルーツでも食べた後だったのだろうか。果実のような甘さに澄花は驚いたが、龍一郎の舌は澄花の口の中をゆったりと動き回る。まるでなにか美味しいものでも探しているような、そんな雰囲気だ。

「んっ……んん……ぅ」

　澄花の唇から思わず吐息が漏れるが、そんな吐息すら龍一郎は飲み込んでしまう。両腕を澄花の腰に回し、引き寄せ、貪むさぼるように澄花を味わう。舌は歯並びを確認したと思ったら今度は口こう蓋がいをなぞり、舌を丹念に含む。

　次第に唇から体全体にふわふわと、快感が広がっていく。

　そうやってどれくらい長い時間、キスしていたのか――。

「大丈夫か」

　ほんの少し気遣うような声色に、澄花は目の前の龍一郎を上目遣いで見上げる。

「あ……は、はい……っ……」

　はいと答えはしたが、どうやらかなり息が上がっている。心臓は胸の中で壊れたように跳ね回っているし、耳の下でドクドクと全身に血が流れる音がした。

「……ご、ごめんなさい……」

　澄花は息を整えながら、無我夢中で手を伸ばし、龍一郎のスーツのジャケットの腕を掴んだ。そうでもしないと、このまま倒れそうだった。

　その仕草にふと龍一郎は目を細め、澄花の肩を抱き寄せ、胸の中にすっぽりと抱いてしまった。もう一方の手はのんびりと、澄花の背中を愛おしげに撫でている。

（落ち着かせようとしてくれている……？）

　先ほどの〝痛いの痛いの飛んでいけ〟といい、このハグといい、龍一郎は見た目とはどこかちぐはぐなところがある。

（いったいどんなふうに育ってきたんだろう――って、そんなふうに他人を観察するような立場にないのに……私ったら）

　そもそも好きでもない相手とキスをして、甘い口づけに快感を覚えてしまった自分だ。体が先行して心が追いついていないことに澄花は恐ろしくなったが、彼はなんとも思わないのだろうか。

　そんなことを考えてしまったが、自分から持ち出したギブ＆テイクの関係で、心がどうのなどと考える方がおかしい。

（そうよ……約束を守ってくれればそれでいいんだから）

「ごめんなさい……ようやく落ち着きました……好きにしてください」

　ようやく息を整えた澄花がそう告げると――。

「そうか」

　龍一郎はそっと澄花の肩に手を置いて、体を離して顔をまっすぐに見つめ、少し困ったように首をかしげた。

「残念だが、ここで君を抱くつもりはない」

「あ……そ、そうですか……」

　てっきり車の中でこのまま抱かれてしまうのかと思った澄花だが、冷静になって考えれば、いくら外からも運転席からも見えないとはいえ、さすがに車内でどうこうというのは常識外れだ。

（恥ずかしい……）

　思わず澄花は赤面し、うつむいてしまった。

「君との初夜は、結婚式が終わった後にする」

　澄花の頭上で、衝撃的な言葉が出た。

（え……？）

　初夜だの、結婚式だの、と聞こえた気がしたが、この状況でその単語はありえない。おそらく聞き間違いだろうと、澄花はおそるおそる顔を上げた。

「あの」

「来月……そうだな。とりあえず四月に身内向けの結婚式を挙げることにしよう。仕事の関係は後日やればいい」

　けれど龍一郎は、先ほどのビジネスモードと変わらない様子で、そんなことを口にしている。

「ちょっ……ちょっと待ってくださいっ！」

　澄花は慌てて首を振った。

　龍一郎がなにを言っているのか、さっぱりわからなかった。

「結婚って……!?」

「言っただろう。君が欲しいと」

「それは確かに聞きましたけど」

「欲しいというのは、そういうことだ」

　龍一郎は不敵に笑った。

「君が約束を守れば、私も約束を守る」

　ということは、突然ここで申し込まれた結婚を承諾しなければ、丸山夫妻は助けてもらえないということになる。

（でも……結婚……って）

　一度抱かれて終わりだと思った自分が世間知らずなのは仕方ない。だが結婚は親類縁者、家族も巻き込む。そうなれば失うものが大きすぎるのはどう考えても龍一郎のはずだ。

「なにを言っているの……？　そんなの変よ、おかしいわ……」

　信じられない気持ちで、澄花は唇を震わせたが――。

　龍一郎は至極冷静な眼差しをしていた。そして言い聞かせるように囁いたのだ。

「おかしい？　そうだな……。だがそもそも君は、私を愛する必要などない。ただ結婚さえしてくれたらいい」と――。










溺れるほど愛される新婚生活の始まり




　二時間の披露宴を終え、ホテルの最高級スイートルームに戻り、ぼんやりと応接間のソファに座っていた澄花は、軽く目を閉じていた。

　窓の外はすっかり日が落ちて東京の華麗な夜景が広がっていたが、このひと月近くずっとこのために忙しかった澄花はひどく疲れていて、景色を楽しむ余裕もなかった。

（私、本当に結婚したんだ……）

　都内の由緒正しき神社での挙式から、ホテルに移動しての披露宴――。

　あくまでも身内向けのお披露目だと聞いていたが、招待客は百人もいた。今後催される会社関係の披露宴は六百人出席するらしいので、想像しただけで澄花はまたどっと気分が落ちる。

「はぁ……」

　ソファの上に積んであった、柔らかいゴブラン織りのクッションを抱え込んで、顔を埋める。

　花嫁としての自分は、かろうじて及第点をもらえたのだろうか。

　披露宴の出席者は葛城の親類縁者ばかりだったが、ひどく緊張していた澄花はほとんどなにも覚えていない。基本的に龍一郎がその場を取り仕切り、澄花は隣で笑顔を浮かべていただけだ。ちなみにその笑顔も介添人に言われて必死に作っていたもので、頭の中は空っぽだった。

（本当に私、社会性がないんだなぁ……。こんなことで大丈夫かしら）

　このまま一生、ひとりで生きると思っていた澄花は、このひと月の環境の変化に戸惑うことばかりだ。

　――トントン。

　ドアがノックされて、ガチャリと開く。

　顔を上げると、「澄花ちゃん！」と顔を真っ赤にした丸山夫妻が姿を現した。

「あ、おじさん、おばさん」

　澄花はソファから立ち上がって、ふたりを応接間まで招き入れる。

「いやぁ、すっかり酔ってしまったよ」

　花嫁の父として出席した俊樹は、すでにかなり泥酔していた。きちんとフォーマルスーツを着てはいるが、留め袖姿の尚美に、「足がふらついてるわよ」と笑われている。

「お茶を淹れようか？」

　澄花の言葉に、ソファに並んで座るふたりは首を振った。

「いいのよ、すぐに戻るから」

「そうだそうだ。すごいなぁ、葛城さんは。俺たちにもスイートルームってのを取ってくれたよ。すっごくいい部屋でなぁ……」

「急に結婚するって言い出した時は驚いたけど、素敵な人でよかったわ」

　俊樹と尚美は顔を見合わせ、本当に嬉しそうに微笑んだ。

　あの結婚の申し出の翌日、澄花は龍一郎を伴って、丸山夫妻の家へと向かった。

『急だけれど、この人と結婚しようと思っている』

　そう告げると、彼らは驚いたが、澄花が幸せになることは嬉しいと喜んでくれた。当然、澄花と龍一郎の契約を知らない。知っていたら絶対に、彼の援助を受け入れるはずがない。

　名刺を差し出しながら、龍一郎が『澄花さんのご両親同然の方々なので、お手伝いできることがあれば』と申し出たからこそ、遠慮しながらもそれを受け入れたのだ。

　その後、龍一郎はすぐに取引先の銀行へ融資の口利きをしてくれた。一朝一夕に業績がよくなるわけでないことはわかっているが、最大の危機を乗り越えた夫妻の工場は、なんとかやっていけそうになったと聞いている。

（今後は、経営が安定するようにサポートしてくれる……それが葛城さん……の約束だ）

　その代わりに、澄花は彼の妻になったというわけだ。

「さて、そろそろ戻ろうか」

　俊樹がよっこいしょとソファから立ち上がる。

「幸せになるんだよ」

「そうだよ、おじさんもおばさんも、それが一番嬉しいんだからね」

「うん、ありがとう……」

（おじさんもおばさんも、本気で私の幸せを祈ってくれている……）

　涙目になりながら何度も澄花の手を握り、それから強く抱きしめるふたりをドアを開けて見送っていると、

「お義父さん、お義母さん」

　グレーのタキシード姿の龍一郎が姿を現した。

「ああ、龍一郎くん！」

　俊樹はまた笑顔になって、背の高い龍一郎を見上げた。

「澄花のことを本当に頼むよ、とても優しくていい子なんだ」

「もう、あなたったら。それ何度目のセリフ？」

　尚美がいさめるが、龍一郎はにっこりと笑って首を横に振った。

「当然です。私には過ぎた女性です。世界で一番、大事にします」

（どうしてそんなことを言うの……）

　隣に立っていた澄花は、ドキッとしながら龍一郎を見上げる。

　タキシード姿はまるでモデルのように美しかったし、その笑顔も礼儀正しく、誰が見ても品行方正な御曹司だ。

「そうかそうか！」

　返事が気に入ったのか、俊樹は「ありがとう！」と朗らかに笑い、尚美に肩を支えられながら、エレベーターへと向かっていった。

「私はお客様をお見送りしなくてよかったんでしょうか」

　披露宴が終わった後、最後まで見送る必要があると思っていたのだが、龍一郎は澄花を部屋に戻してしまった。彼ひとりで今まで、一時間ほど対応していたことになる。

（すごく疲れていたから助かったといえば助かったんだけど……）

　妻として最初の仕事だったのではと、思ったのだった。

「構わない」

　真顔に戻った龍一郎はあっさりと澄花の問いを却下すると、応接間に戻り、澄花の腰に腕を回して引き寄せる。

「親戚付き合いなど適当でいい」

　そして澄花の額に、唇を寄せた。

「君の仕事は、私の側にいること。ただそれだけだ」

（側にいること……それだけ？　別になにもしなくていい。ただ側にいるだけでいいというのなら、人形とどう違うのだろう）

　澄花はそんなことを考えたが、実際龍一郎はそんな自分を求めているのかもしれない。栫澄花という人形が、欲しかったのかもしれない。

　だが彼が支払ったものを考えれば、自分ひとりが我慢することなどたいした問題ではない。

（私の気持ちなんか、どうでもいいこと……）

　丸山夫妻の晴れやかな笑顔を思い出して、澄花はぎゅっと拳を握った。

「ドレスは脱いでしまったんだな」

　彼が話すと吐息が触れる。

（くすぐったい……）

　澄花は抱き寄せられた体をどう動かしていいのかわからず、直立不動のまま、ぎこちなくうなずいた。

「はい。この部屋に戻ってすぐに」

　今の澄花は、龍一郎が用意したベージュのノースリーブタイプのワンピース姿だ。シンプルで上品なひざ丈で、このままどこにでも出かけられる。

　ちなみに龍一郎が言っている、お色直しで着たローズピンクのドレスは、ふわふわとしたシフォンが何段にも重ねられたオーガンジーにビーズが縫いつけられており、胸元はハートカットのプリンセスラインという愛らしいデザインだった。

（久しぶりにあんな明るい色の服を着たわ）

　もはや自分は春樹のために黒い服を着ることはできない。そう思うと胸が苦しくなるが、これも自分で選んだことだ。

「私のための花嫁だというのに、残念だ。もっと堪能したかった」

　龍一郎はそんなことをつぶやき、それからゆっくりと、唇を額に押しつける。チュッと音がして、龍一郎の唇が耳元へと移動したかと思ったら、耳たぶをはむ。

　彼の大胆な行動に心臓が跳ねた。

「きゃっ……！」

　まさかそんなところを噛まれると思わなかった澄花は悲鳴をあげ、龍一郎の胸をどんっとついて距離を取った。

「なにするんですかっ……って、あ……」

　龍一郎はかすかに目を見開いて、少し驚いているようにも見える。

「いや、あの……ごめんなさい……びっくりして……」

　彼が口づけた耳が熱い。澄花は顔を真っ赤にし、手のひらで耳を押さえた。

「ごめんなさい」

　もう一度謝罪の言葉を口にすると、

「いや、私こそすまなかった。驚かせるつもりはなかった。私は君を決して傷つけたりしないから、その一点だけは安心してほしい」

　龍一郎は至極真面目な表情でそう言い放ち、腕時計に目を落とす。

「私も着替えてくる。食事にしよう」

「あ……はい。わかりました」

　澄花はぎくしゃくしながらリビングルームのソファへと移動し、腰を下ろす。

　問題はこの後だ。

（食事はいいとして……夜はどうしよう……。私、本当にハルちゃんしか知らないから、この年で経験値が低すぎるわ。今日、その……初夜……なのよね）

　想像しただけで気が遠くなった。

　春樹との恋は一年未満だ。しかも女子高生だった澄花を春樹はとても大事にしてくれて、キスはしたが、それ以上のスキンシップはハグ程度だった。

　そう、体の関係はなかったのだ。

　時が経てばいずれそうなったに違いないが、高校生の澄花にとって、それは遠い先のことだった。そして結局、その〝遠い先〟は澄花には訪れなかった。

（二十五にもなって経験がないなんて、さすがに気づいてないわよね……。どうしよう。だけど今さら言えない……！）

　両手で顔を覆い、打ちひしがれる。

「待たせた」

　これから食事をする店のＴＰＯに合わせたのだろう。少し光沢のある生地を使ったドレッシーなスーツ姿の龍一郎が姿を現した。

　両手で顔を覆っている澄花を見て、「具合が悪いのか」と眉をひそめる。

「あっ、いえ、大丈夫です。元気です」

　さすがに食事の後のことを考えて緊張しているとは言えない。澄花は慌てて首を振り、ソファから立ち上がった。

「そうか」

　龍一郎はかすかにホッとしたようにうなずき、澄花の腰に手を回し、ともに部屋を出る。

　エスコートされて向かった先は、ホテルの上層階にある高級フレンチレストランだった。店内の大理石の床に大量の薔薇の花びらが敷き詰められている。

（花……？）

　ずいぶん凝った演出だなと思いながらその花びらを眺めていると、

「葛城様、お待ちしておりました」

　黒服のスタッフに丁寧に出迎えられて、奥へと通される。そこで澄花はなにげなく顔を上げて、

「えっ!?」

　思わず驚きの声をあげてしまった。

　なんとテーブルはすべて撤去され、フロア自体が色とりどりの花とキャンドルでいっぱいだった。キラキラと輝くバルーンやリボンが部屋のあちこちに飾られており、まるでおとぎの国の不思議な庭をまるごと持ってきたような、メルヘンな情景に澄花は息をのんだ。

「あ、あの、これは？　とってもかわいいですけど……、あ、もしかして貸し切りなのですか!?」

「ああ」

　龍一郎は静かにうなずく。

「疲れているだろうからルームサービスでもよかったんだが、それでは少し味気ないだろう。今日は君が私の妻になった記念すべき日だ」

　そして澄花の左手をうやうやしく持ち上げると、なんと指輪の上にキスをした。

　澄花はビクッと飛び上がらんばかりに驚いた。

「妻……」

　かなり大胆な動作だが、この見栄えのいい男が堂々とやるとなんでも様になる。された澄花の方が激しく照れてしまい、顔が真っ赤になってしまった。

（そうだ……私、この人の奥さんになるんだよね……。ああ、どうしよう……）

　澄花は春樹を喪ってから、自分の人生にそれほどの意味はないと思っていたし、ただ残りの人生が終わるのを、じっと膝を抱えて待っているだけだった。

　だが丸山夫妻の窮地に際して出会ったこの男――葛城龍一郎が、澄花の人生を大きく変えた。彼は澄花にとって救いの主だった。澄花が約束を守って妻になれば、澄花の恩人の人生は救われる。

　この一カ月はなにもかもがいきなりで、まるで嵐の中に放り込まれたようだったが、自分と龍一郎は契約し、納得の上でこうなっているのだから、これでいいはずだ。

　だが同時に、澄花はずっと思い悩み、気にかけていることがあった。

（葛城さんが、なにを考えているのか、私にはまったくわからない……）




　龍一郎との食事は正直言って、食べた気がしなかった。

（舌平目のリソレ……なんとかのコンディマンテ……だったっけ）

　決して料理が美味しくないはずはないのだが、緊張が先にきて、せっかくの高級食材の味もよくわからない。

「奥様は辛口のワインがお好みのようですね」

「あ、はい。とても美味しいです」

　奥様と呼ばれた澄花は一瞬、ドキリとしたが、微笑んで、グラスにワインを注いでもらう。

　ソムリエが勧めてくれるワインは本当に美味しかった。それは嘘ではない。なので次から次にすいすいと飲んでしまった。

（今日こそザルでよかったわ……。話すことがなくて手持ち無沙汰ってことはないし、とりあえずあれこれ飲んでいたら間はもつもの）

　龍一郎は基本的に寡か黙もくな人だが、まったく話さないわけではない。

「あの……今日から、葛城さんのことを、名前で呼んでもいいでしょうか」

　結婚式まで彼と過ごした日は、両手で足りる。そのほとんどは結婚や丸山夫妻の工場のための事務仕事であって、こんなふうに一緒に食事をするのも初めてのことだった。

　その昔、親が決めた相手と結婚していたような時代なら、結婚式の日に初めて顔を合わせるというのも不思議なことではなかっただろうが、今は現代だ。さすがに圧倒的情報不足なのは否めない。

（私の不安は、全部ここから来るんだわ）

　澄花はそう確信していた。

「ああ……そうだな。君も葛城になったわけだし、その方がいいだろう」

　澄花の提案に龍一郎はうなずいた。

「はい、では、龍一郎さんとお呼びします」

　第一関門を突破した澄花はホッと胸を撫で下ろし、よく磨かれたスプーンを手にとって、生姜のソルベを口に運んだ。ジンジャーの爽やかな風味が口いっぱいに広がり、初めて味がはっきりとわかった気がした。

「龍一郎さん。まだよろしいでしょうか」

　スプーンを置いて、手を膝の上にのせる。

「なんだ」

　その改まった様子に、龍一郎がかすかに目を細める。

　目尻の吊り上がった猫のような目に見つめられ、澄花は一瞬気圧されたが、必死に自分を励まして口を開く。

「あの――」

　君が欲しいと言われた。

　妻にと望まれた。

　だが彼は言ったのだ。

『君が約束を守れば、私も約束を守る』

『そもそも君は私を愛する必要などない。ただ結婚さえしてくれたらいい』

『お気の毒としか言いようがないが、契約は契約だ』

『君の仕事は、私の側にいること。ただそれだけだ』

　と――。

（もしかして私、多額の保険金でもかけられているのかしら）

　まさかの発想だが、そのくらいしか澄花には彼が自分を妻にと望む理由がわからなかった。この一カ月、そんなことばかり考えていた。

　だが保険金をいくらかけたところで、彼はそもそも大企業の御曹司で、澄花の願いを叶えるために、かなりの金額を動かしている。金目当てだとしたら本末転倒だ。

　それになにより龍一郎は『私は君を決して傷つけたりはしない』と、何度か口にしている。その言葉は信じられる気がした。

（葛城さん――龍一郎さんは、とりあえず約束は守ってくれる人だと思う……）

　だから澄花は、彼が自分に望んでいることが仮に〝人形の妻〟だとしても、もう少し龍一郎に踏み込んでみたいと思ったのだ。

「あの、私、龍一郎さんのことを、これから少しずつ知りたいと思うのですが、迷惑でしょうか」

「私のことを？」

　しっかりと背筋を伸ばした澄花の、龍一郎に向けての発言に、龍一郎は不思議そうな顔をした。

「私の来歴なら、身上書を渡しただろう」

「それは確かにいただきましたが、そういうことではなくて……」

　結納の前に龍一郎からは身上書が提出された。表向きは恋愛結婚ということになっているので本当は必要ないのだが、龍一郎が丸山夫妻のためにわざわざ用意したのだ。そこには龍一郎のキズひとつない立派な経歴が記されていた。

「通っていた大学とか、その後の留学とか、KATSURAGI のパリ店で働いていらっしゃったこととか、そういうのはわかりました。あと、年齢とか……」

（ハルちゃんと同い年だった……）

　そう、龍一郎は澄花の十歳上、三十五歳だった。そして三十五歳の男性といえば、澄花が働いているタカミネコミュニケーションズの社長、副社長コンビもそのくらいだったはずだ。社会に出て十年以上、揺るぎない自信が眩しい。二十代の青さが抜け、三十代の男の色気が一番花開く時なのかもしれない。

　とにかく女性が放っておくはずがない、葛城龍一郎はなにからなにまで、極上の男だった。さぞかし女性経験も豊富なのだろう。となると自分などあっという間に飽きられてしまうに違いない。

「それで充分なのでは？」

「いいえ、それじゃあまり知りたいことはわかりません」

　澄花はふるふると首を横に振った。

「ではなにが知りたい」

「あなた自身のことです」

「私自身？」

「なにが好きで、苦手で、どんなことが許せなくて、なにを大事にしているかとか……もっと、あなたがどんな人かを知りたいんです」

「俺のことなど、知ってどうする」

　その声はあまりにも冷ややかで、明確な拒絶の意志を感じた。だがここで引き下がってはもう二度と聞けない気がした。聞くなら夫婦になった今日なのだ。

（それに今、俺って言ったわ……）

　いつも〝私〟と自称する彼が、俺と言うのは少し特別な時だ。自分の言葉が彼のなにかを揺さぶったのかもしれない。だったらもっと揺さぶりたい。大きく。力強く。彼の本音を引き出してみたかった。

「知りたいと思うことは変ですか？　私たち、夫婦になったんでしょう？」

　たとえ契約結婚でも、龍一郎がなにを望んでいるのかわからなくても、これから先夫婦であるのなら――知りたかった。

　――ガタン。

　その次の瞬間。龍一郎は持っていたワイングラスをテーブルの上に置いて、椅子からいきなり立ち上がった。

　驚いた澄花は龍一郎を見上げる。照明が逆光になって、彼がどんな表情をしているのかわからない。

　だが龍一郎が、無言で澄花の腕を掴んで立たせた時点で、もしかしたら自分は、なにか失敗してしまったのではないかということは、わかった。

「あのっ……」

　腕を掴まれた澄花はよろめき、龍一郎の胸の中に飛び込むような形になった。

「君は俺を煽あおる天才だな」

「えっ？」

「今のは効いた」

「だからなにが……」

　いったいなにを言われたのかわからなかった澄花は、目をパチパチさせながら顔を上げる。するとすぐに覆いかぶさるようにして龍一郎が澄花に口づけてくる。

「んっ……」

　それは突然のキスだった。いくら貸し切りとはいえここはレストランだ。いつ給仕が姿を現すかわからない。

　澄花は慌ててやめさせようと口を開いたが、その口に龍一郎が舌をねじ込んできて、言葉は封じられてしまった。

「んっ、んんっ……！」

　なんとか身じろぎして龍一郎の手を振りほどき、胸を押し返して睨みつける。

「こっ、こんなところでっ……！」

「そうだな……早くベッドに行こう。君を抱きたくてたまらない」

　熱っぽく囁いた龍一郎は、きつく澄花の体を抱きしめる。

（ベッド!?）

「あ、あの……」

　心臓がドキドキと跳ねて口から飛び出しそうになる。全身の血が沸騰して体の中で煮えたぎっている。まるで濃厚な蜜みつの中に突き落とされて、身動きが取れなくなった虫のような気分で、澄花は息すらまともにできない。

「拒否権はない。火をつけたのは君だ」

　龍一郎は体をかがめ、すくうようにして澄花の膝裏に手を入れ抱き上げると、そのままスタスタと店を出ていく。

「きゃっ……！　ちょっと待ってください、龍一郎さんっ？」

　だが悲鳴をあげる澄花をよそに、レストランのスタッフはさすがプロというべきか、顔色ひとつ変えず、ふたりを見送った。

　部屋に戻った龍一郎は、澄花を抱いたまま寝室へと向かう。

　自動で部屋に明かりが灯る中、龍一郎は澄花をベッドの上に横たわらせると、またがる形で膝立ちになり澄花を見下ろした。

　下から見上げる龍一郎は、壮絶に色っぽかった。

　彼は無言で、澄花を見下ろしながらスーツの上着を脱ぎ、床に捨てる。ばさりと広がる上着は彼の翼のようだ。さらに重ねてベストを脱ぎ捨て、今度は首元に手をやり、ネクタイを左右に引いて緩める。ネクタイを取った後は袖口のカフスを外し、それから体にぴったりとあつらえたシャツのボタンをひとつ、ふたつと外していく。

　着ているものを軽やかに脱ぎ去る龍一郎を、澄花はぼーっと、熱に浮かされたように見上げていた。

（きれい……）

　いや、実際見惚れていたのだ。今から自分がどうなるかとか、そんなことは頭から吹っ飛んで、ただ龍一郎がなにかに追われるように脱ぐ姿を眺めていた。

（なんてきれいなの……）

　彼自身は上品で美しいのに、まるで野生の獣けもののような優雅さと荒々しさが同居している。そんな強くて圧倒的なものに、征服されたくなるような――大きな波にのまれて問答無用に流されてしまいたくなるような――澄花は自分にそんな感情が眠っていたことなど気づきもしなかったが、葛城龍一郎にはそんな魅力があった。

「澄花……」

　上半身裸になった龍一郎は、ようやくそこで深く息を吐き、澄花の名前を呼んだ。ゆっくりと呼吸で肩を上下させながら、熱っぽく澄花を見下ろす。そして思い切ったように澄花の細い肩を掴んで上半身を起こすと、一転、慎重な手つきで後頭部に指を差し込んだ。

　龍一郎の細く長い指が澄花の髪の中をまさぐり、ピンを次々外してベッドの上に落とす。澄花の長い黒髪が彼の手によって、ゆっくりとほどかれてゆく。

　きつく編み込んでいたせいか、ふわふわと波打つ髪を見て、

「美しい髪だ。まるで絵本の姫君のようだな」

　龍一郎はどこか懐かしそうに目を細めた。

「姫君……？」

（たまに彼は、こういうことを言うからびっくりする……）

　澄花が目をパチパチさせると、龍一郎は大きな手で澄花の頬を包み込み、顔を近づけた。

「ああ、そうだ。君は私の姫君だ」

「じゃああなたは――」

　どこかの王様なの、と口にしかけたところで、そっと唇の上に軽いキスが落ちる。

「私は君に仕つかえる騎き士しだ。君のためならなんでもする」

　その言葉にはどこか真しん摯しな響きがあって。

「なんでもって」

　冗談だとわかってはいるが、彼の言葉には本当に澄花のためになんでもしてくれそうな気配があって、澄花は少し戸惑ってしまった。

（そんなこと、望んでない……。私はただ、もう少し、あなたのことが知りたいだけなのに……）

「――君の体を見たい」

　戸惑う澄花をよそに、龍一郎はワンピースの左脇のジッパーを下ろし、裾を上へと引っ張り上げる。まるで子供が服を脱がされるような仕草になってしまったが、澄花はあっけなく真珠色のロングキャミソール一枚の姿になった。

　ラメ糸を使ったチュールレースのキャミソールは、明かりの角度によって玉虫色に色を変えて、色の白い澄花に驚くほど似合っていた。

「美しい」

　龍一郎は率直な賛辞の言葉を口にしたが、澄花はどうしても照れと恥じらいが先に来る。彼の熱っぽい視線を感じて、思わず自分の体を両腕で抱きしめてしまった。

「あの、あんまり見ないで……」

　龍一郎の見目麗しい体に比べて、あまりにも自分の体は平凡すぎると思ったのだが、

「澄花……なにを言ってるんだ」

　龍一郎は熱っぽく囁いて、澄花の体を抱きしめる。

「君は本当に素晴らしい。なにからなにまで、完璧だ……」

　逃がさないと言わんばかりに腕に力を込めた。

　澄花の希望で、寝室の明かりはフットライトだけになった。龍一郎は薄明かりの中で澄花の体の隅々に口づけ、舐め、吸いつき、噛み、歯を立てた。

　気が付けば澄花はキャミソールどころか、下着もすべてはぎ取られていた。その事実に気が付いた時はさすがに一瞬我に返りかけたが、龍一郎も澄花と同じように生まれたばかりの姿になっていたので、自分ひとりではないと思うと、ホッとした。

「ここが好きなのか？」

　指や唇で澄花を愛撫しながら、龍一郎は澄花の反応を探っていく。

「あ……」

　問いに応えるように澄花の体がビクンと震えた。とっさに自分の足の間にある、龍一郎の髪を掴んでしまったが、彼は文句ひとつ言わなかった。

「あ、ああっ……」

　最初のうちは必死に我慢していたが、次第にそれもできなくなり、押し出されるように歓喜の声があがる。快楽のツボを押され、目の前で何度もチカチカと星が飛んだ。

　ずいぶんと早い段階で、澄花の男性経験が乏しいことは伝わっていたようだ。かなりの慎重さで、龍一郎は澄花の体の緊張を解きほぐし、初夜への恐怖心を消し去る努力をしてくれていた。

「澄花……」

　そうやって長い時間をかけた龍一郎は、シーツの上で散々乱れ、息をあげる澄花の手を取り、自分の心臓の上に手のひらをのせる。それから手を離し、今度は澄花の上半身に覆いかぶさるようにして、体を重ねた。

「俺に、触れてくれ……」

　下半身に押しつけられる熱に、澄花は引き寄せられるように手を伸ばす。

　それは大きく、熱かった。ずっと冷静で乱れない、氷のような龍一郎の体の一部だと思うと、不思議な気がした。

（なんだか現実味がない……けど）

　澄花が指先を滑らせると、それまでずっと落ち着いていた龍一郎が初めて苦しげに眉根を寄せ、息を漏らした。

「澄花……これが君の中に入る……」

　その言葉に澄花の心臓は大きく跳ねた。

「――少しばかり大きくて、苦しいかもしれないが、我慢してほしい」

（ああ、いよいよなんだ……）

　澄花はごくりと息をのむ。

　これで自分は、龍一郎の正式な妻になるのだ。

　初夜は想像よりもずっとつらくなかった。惨めな気持ちにもならなかった。嫌な思いはひとつもしなかった。彼のおかげだろう。

　男性を受け入れることは受け身なことかもしれないが、心構えをする時間は充分、龍一郎が作ってくれた。

「はい……」

　うなずくと同時に、澄花の中に文字通り、龍一郎が侵入を始め、体が引き裂かれるような痛みが走る。

「ああっ……」

　思わず声をあげたが、すぐにグッと唇を噛みしめてそれを飲み込んだ。

「んっ……」

　まるで熱い鉄の塊かたまりに全身を貫かれているようだ。

（これが少しばかり大きい、なの……？）

　比べる相手がいないのでよくわからないが、どう考えても、少しじゃない。

　澄花の目にうっすらと涙が浮かんだ。

（心臓が壊れそう……）

　無我夢中で龍一郎の首に腕を回ししがみつくと同時に、一気にふたりの距離がゼロになった。

　ぴったりとふたりの体が隙間なく重なって――龍一郎は澄花の髪を撫でたり、頬にキスをした後、耳元に囁いた。

「全部、入った」

　そこで澄花はぎゅっと閉じていた目を開けて、目の前の龍一郎を見上げた。

「……これで終わったの？」

　体の奥がピリピリと痛い。ひりつくような痛みがある。

　できればこのまま終わりということにしてほしい。終わったと言ってほしかった。

　だがそんな澄花の本音丸出しな問いかけに、龍一郎は、ふっと笑う。

「いいや、申し訳ないが、これからだ……」

「え、こ、これから？」

「そう、これから」

　龍一郎はそのまま澄花の唇の上に、チュッと音を立ててキスをした後、ゆっくりと律動し始める。

「俺を知りたいと言ったな……では覚えておいてくれ」

　ギラギラと龍一郎の目が輝き始める。

「これから毎晩、俺は君を抱く……。とろとろに甘やかして、気持ちよくして、愛して……俺なしじゃ眠れない体に作り変える。それが俺の望みだ」

　龍一郎の誘惑の言葉と一緒に、足元からじわじわと、なにかが駆け上がってくる。

「えっ、あっ、う、うそっ……」

「嘘じゃない。お気の毒としか言いようがないが……君はもう俺の妻になったんだ。こういう男だと潔く諦めてくれ」

　そして龍一郎はゆっくりと、かつリズミカルに澄花の腰を掴み、突き上げ始める。

「ああっ……」

　澄花は強く押し寄せてくる波に、悲鳴をあげた。目の前が真っ暗になったかと思ったら、自分の意志とは違う震えが、全身を襲う。

「ま、まって、りゅ、いちろ、さんっ……」

　こんなことを毎晩されたら、体がいくつあってももたない。もつ自信がない。

　どうにかして抑えてもらいたいと、龍一郎に手を伸ばすと、その手に彼の指が絡み、ぎゅっと握りしめられた。

　シーツに縫い留めるように押しつけられた手から、龍一郎の燃えるような熱が伝わってくる。

「なにを待てと言うんだ。大丈夫だ。怖がらなくていい。君は俺を愛する必要はないんだ。愛さなくていい……ただ側にいてくれたらいい……」

（そんな……）

　何度も繰り返し、繰り返し。龍一郎は戸惑う澄花に「愛さなくていい」と囁いた。「こうやって、愛するのは俺だけでいいんだ」と――言い含めるように、口にし続けたのだった。




　龍一郎に抱かれた後、何度もうとうととしては目を覚まし、澄花はいまだ体に残る快感の波に戸惑っていた。

　龍一郎は澄花を背後から抱いて、静かに眠っている。

　お互い裸だが、裸でくっついているのはずいぶんと心地よく、人肌とはこんなに落ち着くものなのかと、不思議な気持ちになった。

『これから毎晩、俺は君を抱く……。とろとろに甘やかして、気持ちよくして、愛して……俺なしじゃ眠れない体に作り変える。それが俺の望みだ』

　抱いている最中、龍一郎は澄花にそう宣言した。

　毎晩抱いて、愛すると。

（じゃあ、この行為は、龍一郎さんにとって、愛するということなんだろうか……）

　愛――。

　重い言葉に、澄花の胸は靄もやがかかったように重くなる。

　今日、初めてのふたりの夜が終わり、澄花は龍一郎の妻になった。

　龍一郎とは出会ってひと月。彼のことはほとんどなにも知らない。なのに自分は彼に抱かれて、あまつさえ快楽を知ってしまった。

　彼をきちんとひとりの人間として愛さないまま、抱かれて、気持ちいいと思ってしまった自分が、とても悪い人間のような気がした。

（……私、自分が思うよりずっと、ダメな女だったんだ）

　春樹が死んでから七年。ただぼんやりと日々をやり過ごす自分には人として価値がないから、どうなっても構わない。だから自分を担保にして、恩人を助けられるならと思っていたら、こんなことになってしまった。

（私は葛城澄花になった）

　つまり、澄花は龍一郎の人生に、責任を持たなければならなくなったことになる。この結婚によって、自分ひとりの人生ではなくなったとようやく気が付いて、澄花は今さらながらいろんなことが怖くなった。

（いっそ彼が手ひどく自分を扱ってくれたら、こんなふうに申し訳ない気分にならなくて済むのに……）

　だが残念ながら今のところ、龍一郎にその気配はない。むしろ必要以上に気遣われて、大事にされている。

（そんなの、困る……）

　自分にそんな価値はない。かわいがられたり、愛されたり、そういうのはきちんとした女性が受けるべき愛情だ。自分にはもったいなさすぎる。

　ではどうしたらいいのか。わからない。

「――はぁ」

　なんだか気持ちが塞いでしまう。思わずため息を漏らすと、

「澄花？」

　頭の上から、龍一郎の声が聞こえた。

　澄花を背後から抱く彼は、一方の腕を澄花の頭の上に投げ出し、もう一方を腰に回している。澄花の背中と龍一郎の胸やお腹がぴったりと重なっているので、まるで自分の中から彼の声が聞こえた気がした。

「ごめんなさい。起こしてしまいましたか？」

　遮光カーテンを閉めているので、外が今どうなっているかは見えない。ただ夜明けには、まだだいぶ時間があるのは感覚的にわかっていた。

「いや」

　龍一郎は軽く体を起こして片手で頭を支えると、澄花の腰に回していた手を肩にのせて撫でる。

「もともと睡眠時間は短くていいんだ」

「短くって……五時間くらい……？」

　ちなみに澄花は最低でも六時間は寝るようにしているので、五時間だと完全に寝不足だ。だが龍一郎の答えは、想像をはるかに超えていた。

「いや、三時間ぐらいでいいな」

「えっ？」

　澄花は驚いたように体を起こし、背後を振り返った。

「三時間はいくらなんでも短すぎなのでは」

「そうか？」

　龍一郎は不思議そうに目を細めて、今度は振り返った澄花の頬を撫でる。

「まぁ、君を妻にしたのだから、今後はもう少し長くベッドに入ることにはなると思うが」

　そういう彼の瞳が妖あやしくしっとりと輝く。

「そ、それは……」

「君を抱く時間が必要だろう。ご所望なら八時間たっぷりとベッドにいてもいい」

　そして龍一郎は澄花の肩を押してベッドに仰向けにすると、上にのしかかってきた。なんだか嫌な予感がする。

「えっ、あの、ちょっと待って……」

　三時間寝れば充分だと言う人が、八時間ベッドにいるということは、残りの五時間はいったいなんの時間になるのだろう。龍一郎の言いたいことはわかるが、さすがに受け入れがたい。

「それはいくらなんでも……死んでしまいます」

　澄花はうろたえながら、龍一郎の目から逃れるように、ぎゅっと目をつぶった。

　死ぬというのは比ひ喩ゆではない。今晩、たった一度抱かれただけだが、自分がそういう目にあいそうなことくらいはなんとなくわかる。

「抱いている最中に、妻に、『死ぬ』と言われるのは本望だな。興奮する」

　なのに龍一郎はどこか楽しそうにそんなことを口にした。

「い、いやそういう意味ではなくて！」

「じゃあどういう意味だ」

「いや、そう遠くない意味かもしれないですけど……死ぬって言わせないでほしいというか、ああっ、変なこと言ってごまかそうとしないでくださいっ……」

　澄花は頬を朱に染めながら、目を開けると、龍一郎の胸に両手を置いた。

「――あの」

「ん、キスが欲しいのか。いいだろう。してあげよう」

　からかうように言って、チュッと唇の上にキスが落とされる。

「そんなこと言ってな――んんっ……もうっ！」

　澄花が言いかけたタイミングでまた唇が塞がれる。

「怒る君もかわいい」

　クックッと肩を揺らして龍一郎が笑う。

「だが私が君にキスをしたいのは本当だ……君を味わいたい」

　龍一郎の指が、優しく澄花の唇の上をなぞる。

「本当にかわいい……こうやって見て触れるだけで、抑えが効かなくなりそうだ」

　そうやって何度も淡いキスが繰り返された後――次第に唇が触れ合う時間が長くなり、龍一郎の舌が唇を割って入ってきて、完全に澄花は抵抗する言葉を奪われてしまった。

（ねぇ、龍一郎さん……『愛さなくていい』ってどういう意味？）

　本当はずっと、そう尋ねたかったのだ。気になってどうしても眠れなかった。

　けれどこの状況で『君の心が欲しいわけじゃない。体だけでいい』と言われると、傷つくような気がして澄花は躊ちゅう躇ちょしてしまった。

（それが彼の望みなら叶えるべき……なんだけど……）










御曹司の秘密




「ああーっ、先輩やっぱりもう会社に来てるっ！」

　タカミネコミュニケーションズの総務部で、誰よりも早く出勤して掃除をしている澄花を見つけたのは、珠美だった。

「タマちゃん、おはよう」

　澄花はモップを片付けながら、アワアワしながら近づいてくる珠美に微笑みかけた。

　季節は四月に変わり、すっかり装いは春である。澄花は相変わらず黒のシフォンブラウスとパンツで統一しているが、珠美はネイビーのプルオーバーの七分丈のトップスに、レモンイエローのシフォンスカートを合わせ、軽やかでかわいらしい。

「おはよう、じゃないですよぅ～！」

　珠美は持っていたバッグを自分のデスクの椅子にドスンと置いて、腰に手を当てて澄花を見上げる。完全に〝怒ってますよ〟というポーズだ。

「もうっ、いきなり結婚しますって休み取るのどういうことですかぁ～！　そもそもそんな男がいたんですかぁ～！」

「ごめんなさい、その……あれこれと忙しくって……」

　休暇を申請するにあたり、とりあえず総務部長には結婚することを話していたのだが、そのほかの人には黙っていたのである。珠美にもだ。彼女にしたら青天の霹へき靂れきだろう。そして自分だって、同じことを彼女にされたら、やはり寂しい思いをしたに違いない。だから彼女の怒りは当然だ。

「本当にごめん」

「反省してますっ!?」

「してる。してます……ごめんなさい」

　結婚式があったのは四日前だ。澄花は慶けい弔ちょう休暇で五日間の休みをもらっていた。

「ちょっといろいろあって……急いで結婚しなくちゃいけなくなって」

　澄花はさらに真面目に頭を下げる。

「タマちゃん、いつも私に聞きたいことあっても、聞かなかったよね。今回のことも、黙ってていいかなって、甘えてしまってた。でも……結婚だもんね。せめてたったひとりの友達の、タマちゃんには言わないといけなかったと思う。私自身、自分のことでいっぱいいっぱいだったとはいえ……本当にごめんなさい」

　その瞬間、珠美の顔が今にも泣き出しそうに歪む。

「先輩ったらぁ～！」

　そして急に抱きついてきたと思ったら、ベソベソと泣き声になってしまった。

「なんですか、そのわけわからない言い訳！　そんな言い訳で私が許すと思ったんですか～っ！　いや許すけど、許しちゃうんですけどぉ～！　てかそのいろいろあって急いで結婚って、ツッコミどころ多すぎないです？　もしかしてあれですか、入院していたおじいちゃんが急に容体が危うくなって、かわいい孫の花嫁姿を見せてあげないといけなくなったからとか、そんな系ですかっ！」

　畳みかけるような言葉の連続に、『なるほど、そういうの、感動系のテレビ番組でありそうだなぁ』と思いながら、澄花はふんふん、と感心する。

　まさにテレビっ子の珠美ならではの発想だ。

「違うけど……よく思いつくわね、タマちゃんすごいわ」

「そんなことで感心しないでくださいよ～先輩っ」

　珠美は頬を膨らませた後、悔しそうに地じ団だん駄だを踏んだが、澄花の手からモップをもぎ取って、唇を尖らせた。

「とりあえず掃除を済ませてしまいましょう。話はまた後ですよっ！　ちゃっちゃと手を動かしてくださいねっ！」

「わかりました……」

　珠美の剣幕に若干のまれながら、澄花はこっくりとうなずいた。




　ふたりで手分けをして掃除を済ませ、休憩室へと向かった。

　タカミネコミュニケーションズはどの階にも休憩室があり、いつでも利用可能だ。ちなみに総務部がある十五階の休憩室は、土足厳禁、大きなクッションやハンモック、それにゴロゴロできるような仮眠スペースまである。飲み物の自販機も無料で利用できるのでお茶を淹れる必要もない。そして早い時間のせいか、見渡す限りどこにも人影はなかった。

「さ、ここにどうぞ」

「うん……」

　珠美と澄花は自販機でコーヒーとココアを手に取って、窓の外を一望できるカウンター席に並んで座った。ここなら休憩室の入り口からも遠いので、人がいない今なら、話を聞かれることもないだろう。

「えっとね、タマちゃん。相手のあることだし、私ひとりの問題ではないからあまり詳しくは言えないのだけれど」

「それは当然です。先輩の言える範囲でいいですよ」

　珠美はうなずきながらココアの入った紙コップを口に運ぶ。

「じゃあ」

　澄花は姿勢を正し、珠美の方を見つめた。

「実はね、私にはどうすることもできないことがあって困ってたら、目の前に助けてくれそうな人がいて」

「ふむふむ。なるほど」

「助けてもらうのになにかしら交換条件が必要だと思って」

「ふむ――ふ？」

「とりあえず自分を売ろうとしたら、じゃあ結婚って話になって」

「ちょーっ!!」

　珠美はのけぞるように叫んで、ブルブルと頭を振ると、

「先輩っ、それって人身御供的な!?　借金のカタ的なっ!?」

　怯えた様子で頭を抱え、悶もだえ始めた。

　彼女の脳内では、澄花の姿が貧しい農村の村娘に重なっていそうだ。

「待って、タマちゃん。私、別に借金のカタに売られたわけではないし、誰かに無理やりそうされたわけじゃないの。自分で選んでそうしたの」

「えーっ……」

　目をまん丸にして呆然とする珠美に、澄花は落ち着いた声でそう説明した。

「本当におかしな話だと思うだろうし、私も変だなって思ったし、今でも思ってるけど……それでも私、とりあえずきちんと結婚生活を頑張ろうと思ってるのよ」

「先輩……」

　そう。龍一郎は変だ。

　確かに出会いは偶然だったかもしれないが――彼が〝栫澄花〟を知っていたこと、その後、彼が澄花の前に姿を現し、丸山夫妻の窮地を知っていたことも、なにかあるのだと思う。

　だが何度も『知っている』という言葉を口にしたくせに、澄花にはそれ以上踏み込ませなかったのは、龍一郎が澄花に説明する気がないということだろう。もちろん、澄花がしつこく聞けば話してくれるのかもしれないが、そもそも本人が話したくないと思っていることを無理に言わせたくはない。なぜなら澄花自身がそうやって生きてきたからだ。

（私だって、龍一郎さんにハルちゃんのこと、自分のこと、なにも話してない……）

　それに澄花は龍一郎と契約を結び、妻になったのだから、そこをつついて結婚生活を危うくするのは、フェアではないような気がしている。

（それに私が知りたいのは……もっと違うことだ）

　ふと、今朝の龍一郎のことを思い出していた――。




「本当に、行くのか」

「はい。休みは昨日までなので」

　ベッドの中で聞く龍一郎の声は、低く落ち着いていて、聞いているだけで眠くなってしまう。

（とりあえずベッドから出ないと……）

　夜が明ける直前だった。まだ部屋は間接照明がついているだけで薄暗い。

　澄花はシーツを裸の胸元に引き寄せながら上半身を起こし、隣で横になったままの龍一郎を見下ろした。彼も当然裸で、逞たくましい胸や首の筋肉が淡くオレンジの光に照らされて実にセクシーだ。

　なんだかいけないものを見てしまったような気がして、澄花は目を伏せる。

「今日から普通に仕事に行きます」

「――そうか」

　どこか不満そうに聞こえないでもないが、さすがに毎日寝て暮らすわけにはいかない。

「そろそろちゃんとしないと、人として……まずいかと」

　澄花は大げさに言っているのではない。

　実際、結婚式が終わってからずっと、澄花は龍一郎と一緒にホテルのスイートルームで、とても贅沢で怠たい惰だな日々を過ごしたのだ。

　お腹が空けば、卵の焼き方まで好みの通りの食事がルームサービスで運ばれてくるし、昼間からジャグジーの中でシャンパンを飲んでいる間に、部屋がびっくりするくらいきれいになっている。

（ここ何日か、どこの王侯貴族かって感じだったし……このままでは堕だ落らくしてしまいそう……ううん、ダメ人間になってしまう！）

「ちゃんとしないと、か」

　澄花の言葉を聞いて、龍一郎はかすかに唇の端を持ち上げるようにして笑う。

「龍一郎さんはお仕事をされていたでしょうけど、私はなにもしていませんから」

　龍一郎のスマホにはしょっちゅう電話がかかってきて、数時間姿を消すことがあった。しかも昼夜問わずだ。龍一郎がいかに忙しい身分なのか、澄花はここ数日で思い知ったのだった。

「なにもしていないことはないだろう。私に抱かれていた。どんなふうに乱れたか、覚えてないのか」

「そっ、それは……！」

「最高に充実した時間だったはずだ」

　少し意地悪そうな口調を楽しんでいるような雰囲気で、龍一郎は澄花の頬を指でそっと撫でる。

「――じゅう、じつ」

　彼の言葉にあれやこれやを思い出して、頬に熱が集まった。

　実際、この数日、龍一郎が澄花を求めるのに、昼も夜も朝も関係なかった。龍一郎は澄花を中から作り変えようと言わんばかりに、熱愛した。今だって彼にひとたび触れられたら、またとろけるような甘美な時間に落ちてしまう気がして、怖いくらいだ。

　だがそんな時間を今迎えてしまったら、仕事どころの話ではない。

（そうだ、話を変えよう！）

　澄花はとりあえず必死に次の話題を探し、口を開く。

「えっと、お住まいの改装が終わるのが、あと数日後ですよね？」

「ああ。ようやく工事が終わりそうだ」

　龍一郎は長いまつ毛を伏せ、苦労を思い出したのか、ため息をついた。

　結婚を進める上で、龍一郎はまず澄花に生活をどうしたいか尋ねてきた。澄花は、タカミネコミュニケーションズの仕事をもう少し続けたい、そして住まいに関して特に大きな希望はないが、小さな庭があれば嬉しいと言うと、龍一郎は少し考えて、『善処しよう』とうなずいた。

　その結果が、葛城家の別邸の改装だった。

「あの、今さらですが、ご両親は改装にご了承いただけたんでしょうか。由緒正しい古いお屋敷だったんでしょう？」

「もちろんだ。そもそもあの屋敷は両親が本家に移るにあたって私が相続したものだから、好きにしていいということになっている。それに澄花とふたりで住むと話したら、使ってもらえるなら嬉しいと、喜んでいたよ」

「そうですか……よかったです。ご両親にお会いしたのもまだたったの三回だし……ちゃんとお話しできてなかったので」

　それを聞いて澄花はホッと胸を撫で下ろした。ちなみに龍一郎の両親と会った三回というのは、挨拶、結納、結婚式の時だけだ。

　たったひと月で息子の結婚を許す親がいるのだろうかと澄花は不思議で仕方なかったが、最初の挨拶で鎌かま倉くらの本家に行った時は下にも置かない歓迎ぶりで、ひどく驚いたものだった。

　都内の高級住宅地にある別宅は、現在の葛城家当主である龍一郎の両親が長らく住んでいたのだが、当主が代替わりした五年前、両親は鎌倉の本家に移り、それ以降は龍一郎ひとりで住んでいたらしい。

　とはいえ、敷地面積八百平方メートル、一階、二階、合わせて四百平方メートルもある木造の二階建ての洋館は、ひとりで住むには広すぎて、必然的にホテル住まいになっていたという。そこで澄花の希望を聞いた龍一郎は、庭木も含め、邸宅内の全面改装に踏み切ったのだった。

「とりあえず庭も、屋敷の中の改装も、古い付き合いのある業者に頼んだから心配はないと思うが。なにかまた気づくことがあったら言ってくれればいい」

「あの……いろいろご面倒をかけて申し訳ないです」

　小さな庭があれば、庭木の世話ができて楽しそうだと思ったのが始まりだ。ここまで大事になるとは思わなかった澄花は、横たわったまま澄花を見上げる龍一郎に頭を下げる。

「面倒？」

　澄花の謝罪を聞いて龍一郎は一瞬無言になり、それから上半身を起こすと、そっと手を伸ばして、指先で軽く澄花の頬を撫でる。

「そんなことあるはずがないだろう。あの人たちも本当に喜んでいるんだ」

「あの人たち……って」

「ああ……もちろん鎌倉の両親だ」

　龍一郎は真面目にうなずく。

「そもそも彼らからしたら、生涯独身と公言していた私が結婚するだけで澄花には感謝の気持ちしかないんだ。改装なんてまったく問題じゃない」

　龍一郎はそう言うが、澄花は彼が独身主義だったこと、そして両親を〝あの人たち〟という他人行儀な単語で表現したことに、少しドキッとしていた。

（もしかして本当はご両親と不仲だったとか？）

　だが数少ない対面を思い出してみても、彼らは大企業である KATSURAGI の社長とその妻とは思えないフレンドリーさだったし、澄花をひと目で気に入ってくれたらしく、初対面の日から『いつでもいいから遊びに来てね、約束よ』と指切りまでさせられた。

　ちなみにふたりとも六十代半ばだったが、龍一郎との血の繋がりを感じさせる、実に華やかな容姿をしていた。そして明るく朗らかな彼らから、どうやったら龍一郎のようなひんやりとした雰囲気の男が生まれ、育ったのだろうと不思議で仕方なかったのだが――。

「ご両親とは、悪い関係ではないんですね？」

　確かめるように尋ねると、龍一郎は、澄花が義理の両親とうまくいくかどうか不安に思ったと感じたらしい。澄花の顎先をすくうように持ち上げ、軽く唇を重ねる。

「ああ。大丈夫だ。本当にとてもいい人たちだから……私も好き勝手やらせてもらっているし、なにも心配することはない」

　そして深く、口づけた。

「ん……」

　唇は何度も重なり、離れたかと思ったら、また重なる。寸すん暇かを惜しむようなキスは、次第に熱を帯びていく。

「龍一郎さ……ん」

　このままではいけないと思いながら、龍一郎の少し吊り上がった瞳を見つめる。

　夜が明ける直前の、薄暗闇のようなネイビーブルー。ほんの少しの明かりでも反射して輝く、美しい眼差し。

「澄花……君が欲しい」

　熱いなにかを秘めた、吐息交じりのかすれた声。

「そんな……もう、準備をしないと」

　少しずつ心臓の鼓動が早まって、息をするのも忘れそうになる。

「……澄花」

　なのにまた名前を呼ばれて、耳たぶが噛まれる。歯を立てられ、吐息が注ぎ込まれる。

「も、もう、ダメですったら……」

　彼の大きな手が澄花の胸を隠していたシーツをはぎ取ろうと動き始めて、慌てて厚い胸板に手をのせ、押しやろうとするが、

「かわいい君がいけない」

　と、龍一郎は引いてくれない。

　なにかと『かわいい』と口にする龍一郎だが、澄花はたまったものではない。異性から言われ慣れていないので、どうしても緊張してしまう。

「かわいいとか、そういうこと言わないでください」

「なぜ」

「なぜって……」

（――なぜだろう？）

　と思ったが、よくよく考えるまでもない。

「恥ずかしくてどう反応していいかわからなくなるからです」

　そうきっぱりと言い返すと、龍一郎がほんの少しだけ空気を緩めるようにして目を細めた。

「だから……そういうところがかわいいんだ」

「えっ？」

「かわいい。たまらない。君の素直な言葉を聞いていると、ますます愛しさが増して……困る。君を私で全部染めてしまいたい……君のすべてを愛したい……」

　龍一郎はそのまま澄花の肩に手を置いて、首筋に軽くキスを落とした。かすかに触れる甘い吐息に心臓が跳ねる。

「あ、あの…」

　ゆっくりと押し倒されていることに気が付いたのは、龍一郎の唇が、首筋からどんどん下がっていってからで――。

「あの、仕事にっ……しご、あっ……」

「大丈夫だ。職場まで車で送らせよう……」

　なにが大丈夫なのか。遅刻しなければいいというわけではないのに――。

　だが結局、澄花は龍一郎の甘い誘惑に流されて、またシーツの海に溺れることになったのだった。




（龍一郎さん、なかなか離してくれないから……）

　そんなこんなで――今朝のやりとりを思い出すと、澄花は顔から火が出そうになる。神妙な顔をしてココアを飲む珠美の横で、手のひらで自分の顔をあおいだ。

　だが、ホテルで数日過ごして、ようやくはっきりしたことがある。龍一郎は確かにいろんなことを隠しているようだが、それが一番の問題なのではない。

　彼は愛している、愛したいと言うが、愛してほしいとは言わない。

　熱烈に澄花を求めるのに、同じ熱量で自分を求めてほしいとは言わない。ただ側にいてくれるだけでいいと念押しする。

　求婚された時も、その後も、繰り返し『愛さなくていい』と言った彼の言葉を体だけ欲しいということなのかと疑いもしたが、そうであればふたりの関係は、もっとドライだったはずだ。

　龍一郎はあれこれと求めているようで、結局なにも求めていない。

　愛することだけを望み、愛されることを拒む龍一郎。

　澄花が知りたいのは、〝それを選択する龍一郎の気持ち〟だった。

（なぜなの？　どうしてそんなことを私に望むの？）

　本気で知りたいと思うし、気になって仕方ない。

（だけど……私だってまだどうしたらいいのかって手探りなのに、自分のことを棚に上げて、龍一郎さんをせっついて、無理に答えを聞き出すのは違うわよね。つい目の前のことばかり気になってしまうのが、私の悪い癖だけど。まずは少しずつ龍一郎さんとの生活を大事にして、私も気持ちの整理をしながら、歩み寄れたらいい……）

　まだ心が通っているとはとても言えないが、澄花は龍一郎の妻になったのだ。結婚したから、はい契約完了、あとは知らぬ顔とはいかない。

　なぜならこれは自分の人生でもあるし、なおかつ龍一郎の両親や、丸山夫婦など、純粋にふたりの結婚を祝福してくれている人たちがいるのだ。龍一郎という謎だらけな男と向き合うのは、なかなか骨が折れるに違いないが、七年間、きちんと人と向き合い、他人の気持ちを考えて生きることを放棄していた澄花にとって、この契約結婚は、新しく生きるきっかけになったことは間違いない。

　澄花が珠美に向かって『きちんと結婚生活を頑張ろうと思っている』と言ったのは、そういう思いからだった。

「…………」

　澄花の話を聞いてしばらく無言で考え込んでいた珠美は、思い切ったように顔を上げた。

「わかりました。契約結婚のこと、ちゃんとおかしな話だって思ってるし、変だなって思ってるんですね。それでも先輩が納得して、結婚した以上努力してみようって思ってるんだったら、私、応援します」

「タマちゃん……」

「先輩のこと信じてますから。だから大丈夫だろうって見守ることにします……っていうか、そもそも先輩も負けず劣らず変ですもんね、ふふっ！」

　珠美はわざとらしくテヘペロと舌を出し、それからこてんと隣の澄花の肩に頭をのせた。

「ってゆうかぁ、私も結婚式行きたかったです～！」

「あ、そのことなんだけど。身内向けの結婚式は終わったけど、彼の会社関係のお客様を招待する披露宴はこれからなの。よかったらタマちゃん、来てくれない？」

　澄花が招待する客といったら、正直言って丸山夫妻と珠美くらいしかいないのだ。無理に来てもらうのも申し訳ないと思っていたのだが、珠美本人が行きたいと言ってくれたのは渡りに船で嬉しかった。

「えっ、いいんですかぁ!?　行きます、行きます、ぜぇったい、行きますっ！」

　珠美は目をキラキラ輝かせながら、ぶんぶんと首を振ってうなずいた。

「これから準備だからたぶん夏ぐらいになるとは思うんだけど」

「大丈夫ですよ～う！　ぜええったいスケジュール空けておきますからっ！　二次会でイケメンゲットしないと！」

　グッと親指を立てる珠美を見て、同時に涙るい腺せんが緩む。彼女から向けられる信頼や愛情が嬉しかった。

（やっぱりタマちゃんはすごいな……）

　自分が同じ立場になったら、こんなふうに笑えるだろうか。

　出会って約一年だが、彼女と友達になれたことは自分にとって間違いなく財産だった。そう思う澄花だったのだが――。

「話は終わったのか」

　すぐ側から男性の低い声がして。

「えっ!?」

「誰ですかぁっ！」

　乱入者の声に、澄花と珠美は驚いて跳ねるようにカウンター席から飛び上がった。

「――ここだ、ここ」

　周囲を見回すと、カウンターの奥のリラクゼーションゾーンのハンモックの下から、のそりと男が起き上がる姿が見えた。

　白いシャツにデニムというカジュアルな装いだが、いったいどういう寝方をしたらそうなるのか、髪はあちこちに向かって跳ねている。腕や肩を回しながら立ち上がると、かなり背が高くスタイルがいい。キリッと凛々しい顔立ちと、誰が見ても一瞬臆してしまうような強い意志を秘めた眼差しは、幕末の志士のような雰囲気がある。

　そしてその顔は――ふたりともよく知る人物だった。

「しゃ……社長っ!?」

　澄花は慌てて社長に向かって頭を下げた。

「えっと……おはようございます」

「おはようございますぅ～。でもどうしてわが社の社長がハンモックの下で寝てるんですかぁ～！　せめて上で寝てくださいよぅ～！」

　珠美はぶーぶーと唇を尖らせながらも、仕方なさそうにぺこりと頭を下げた。

　そう、彼はタカミネコミュニケーションズの社長、高嶺正智その人だった。大学院生の時に当時サラリーマンだった天宮を誘い、現在の会社の前身となる企業を立ち上げ、今では売上高一千億円の大企業にした。実に優秀な男である。

　ハンモックの下で寝ているところを見ると、ただの変人でしかないのだが――。

「どうしてって、気が付いたらここで寝てたんだよな……もう朝だな……」

　高嶺は不思議そうに顎のあたりを撫でている。

　そういえば噂で社長の奥様が出産のために実家に帰っていると聞いたので、職場に泊まり込んでいたのかもしれない。

「あー、よく寝た」

　高嶺はまたふわわと大きなあくびをすると、澄花と珠美の顔を交互に見比べ、それから壁の時計を見上げた。

「なんだまだ八時半じゃないか。お前ら早く来すぎだ。もっとゆっくりにしろ。そもそも俺は、それぞれ個人の裁量に任せることにしてる。昼から出勤しても構わん」

「いや……そんなこと言われましても……困ります」

　さすがの珠美も社長が相手だと若干いつもより真面目なトーンになってしまうようだ。澄花はクスッと笑って、社長を見上げた。その視線を受けて、高嶺はかすかに眉を寄せる。

「そういえば先ほどの話だが」

「あっ、社長が立ち聞きならぬ寝聞きしてた件ですねっ」

　珠美がすかさずツッコむ。

「聞こうと思って聞いていたわけじゃない。俺が寝てるところにお前たちが来て、勝手に話し始めたんだ」

　高嶺は憮然とした表情になりながら、体の前で腕を組み、澄花を見下ろした。

「あの……」

（いったいどこまで聞いたんだろう……）

　契約結婚だのなんだの、かなり際どいことを口にしたことを思い出して、澄花は少しばかり不安になった。

　だが今さら隠しても仕方ない。思い切って自分から口にした。

「社長、私仕事は続ける気でいるのですが……ダメでしょうか」

「ダメとは？」

「だから、その……社長がお聞きになったように、ちょっと変わった形で結婚しまして……」

　今のところなにか問題を起こしたわけではないし、タカミネコミュニケーションズ自体は先進的な会社だとは思うが、やはり気になってしまう。

「別にいいんじゃないのか？」

「えっ」

「どのような形で結婚したのかなんてたいした問題じゃないだろう。これから残りの人生の方がずっと長い。それに俺だって似たようなもんだ」

（似たようなもの？）

　自分も契約結婚だと言いたいのだろうか。だが彼は大変な愛妻家として社内でも有名だ。不思議に思いながらも澄花が首をかしげると、

「あーっ、ここにいた！」

　バタンとドアが開いて、きっちりと三つ揃えのスーツに身を包んだ天宮が姿を現した。どうやら高嶺を探して社内のあちこちを歩き回っていたらしい。

「マサ～！　ったく、今日は十時からインタビュー仕事があるって言っただろ？」

　天宮ははぁ、とため息をつきながら澄花、珠美、高嶺の側までやってきて、三人の顔を見回した。

「また珍しい組み合わせだね」

　確かに彼の言う通り、総務の女子ふたりと社長というのは、変わった組み合わせだ。そもそも高嶺はめったに社長室から出てこない。大抵のことはすべて副社長の天宮に頼り、秘書すら使っていないのである。

「天宮さん、社長、ハンモックの下で寝てたんです。私たちびっくりしちゃって」

　即座に天宮の隣に立ってヒソヒソ顔で耳打ちするポーズをとる珠美に、

「こら、翔平に言いつけるな」

　高嶺はクスッと笑って、天宮の肩に手をのせた。

「シャワーを浴びてすぐに用意する」

「はいはい。頼むよ」

　それを聞いて高嶺は、足早に休憩室を出ていってしまった。

「社長って起き抜けからしてパワフルですよね～。常にエネルギーがばーっと出てる感じ！」

　珠美の言葉に、天宮はふっと笑ってうなずいた。

「あの悪魔的に回転の速い頭脳は相当なエネルギーを必要とするからね」

　そして天宮は、いつものにこやかな表情で澄花に視線を向ける。

「――大丈夫？」

「え……？」

　一瞬なにが大丈夫なのかと考えたが、おそらく天宮は澄花が休んだことを知っているのだろう。実際、天宮は全従業員のプライベートや社内での働きを把握しているとまことしやかに噂されているくらいなのだ。

（本社だけで従業員は数百人いるんだけど……天宮さんならありそう）

「はい。仕事は続けるつもりですから、大丈夫です」

「そう。ならよかった。なにかあったらいつでも相談して。遠慮しなくていいからね」

　天宮はパチンとウインクして、軽やかに踵を返し休憩室を出ていく。

「ありがとうございます」

（一社員を気遣ってくれる……相変わらず立派な人だな）

　さすが副社長だと澄花は感心しながら、深々と頭を下げたのだが、

「きゃ～んっ！　今の見ましたかっ、先輩っ！　天宮さんの貴重なショットでしたよっ！　心の目にしっかりと焼きつけましたぁ～！」

　珠美が目をハートにしてピョンピョン跳ねるのでつい笑ってしまった。

「タマちゃんったら……さっき結婚式の二次会でイケメンゲットですって言ってたのに」

「天宮さんは特別なんですよ～！　だって私の理想の王子様なんですもんっ！」

「理想の王子様？」

「そうでーす」

　珠美はウフフと笑って、そして腕時計に目を落とした。

「そろそろ戻りましょうか、先輩」

「あ、そうね……うん」

　澄花は促されるがまま、休憩室を出ることにした。










王子様の思い出と




（理想の王子様かぁ……）

　パソコンで入力作業をしながら、澄花はぼんやりと珠美の言葉を反はん芻すうしていた。

　十歳で両親を亡くし、手を差し伸べてくれた優しい丸山夫妻と、その息子である春樹。澄花にとって、春樹はまさに王子様だった。

（いつも優しくて、大きくて……私を痛いことや悲しいことから守ってくれる、お兄ちゃんで……）




　事故の後、病院で目を覚ました澄花が、後遺症で記憶の大半を失ったとわかった時、祖父母は泣いて悲しんだ。「親を忘れるなんて……」と、澄花の前で泣いた。

　もちろん祖父母は澄花を叱ったわけではなかったが、その様子を見て、幼い澄花は自分が責められたような気がした。

「わすれたわたしがわるいんだ……」

　何度も何度も、ひとりで生き残った自分を憎み、食事が喉を通らなくなった。

　昼でも夜でも、時間は関係なく、目を閉じると瞼の裏に両親の形をしたぼんやりしたお化けが映った。お化けが自分を冷たくて暗いところに連れていこうとしているのだと思い込んだ澄花は、恐ろしさのあまりトイレにも行けず、おねしょをするようになり、退院が日に日に遠のいた。

　カウンセラーや心療内科にもかかったが、状態はあまりよくはならなかった。

　そんなふうに、心を衰弱させていた澄花の側にいてくれたのが、それまではほとんど面識がなかった――春樹だった。

　学校帰りにブレザーの制服姿で見舞いに来た彼は、小学生の澄花からは充分お兄ちゃんで、大人に見えた。けれどふわふわの茶色い髪に、同じ色をした少したれ気味の瞳は人懐っこさがあった。背は高くもなく低くもなく、人の好さが前面に出ている優しい雰囲気に、ほかの大人のような恐怖は覚えなかったのだ。

　彼は緊張して布団をかぶったままの澄花に向かって、「澄花ちゃんが生まれた時に、何度か会ってるんだよ。でも赤ちゃんだったから、覚えてなくて当然だよね」と笑った。

〝赤ちゃんだったから、覚えてなくて当然〟

　それは幼い澄花にとって、許しの言葉だったのかもしれない。

　それから毎日、春樹は学校が終わってから病室に顔を出すようになった。

　彼はなにか特別なことをするわけでもなく、優しい声で澄花が好きだった児童文学を読んだり、学校でこんなことがあったのだと、話をするだけだった。穏やかな声で話をする春樹を、澄花は布団の中から、こっそり見つめるだけだったけれど、悪い気分はしなかった。

　そして通い続けて十日ほど経ったある日、春樹は澄花のベッドの横に置いてあるパイプ椅子に座るや否や、膝にのせた通学バッグに手を突っ込んで、バナナを取り出した。

「ごめん、ちょっとバナナ食べていい？」

（――え？）

「お腹空いちゃってさ。あはは」

　呆然とする澄花の前で、春樹はバナナの皮をむき、そのままぱくりと頬張って――むしゃむしゃと咀そ嚼しゃくし始めたのだ。

（バナナ……）

「今日、昼飯食べ損ねてさ」

　春樹はぼんやりと窓の外を眺めながら、ひと口ずつバナナを口に入れる。

　ふわーんとバナナの甘い香りが漂ってきて、澄花は病院にいて初めて、なにかの香りを嗅いだような気がした。

「あー、そろそろ冬が終わるね。空の色が違ってきた気がするよ。あ、っていうかバナナ臭いね。ごめん」

　春樹はモグモグとバナナを食べながらパイプ椅子から立ち上がると、ほんの少しだけ窓を開けた。すると、そよそよと風が吹き込んできて、春樹の柔らかそうなくせ毛が風にふわふわと煽られて――。

（なんだかこの人、あったかいな……）

　本当は、風は少し冷たかったはずなのに、澄花はゆっくりと布団の中から顔を出していた。

「――おにいちゃん」

「ん？」

「わたしもバナナたべたい……」

　おそるおそるそう言うと、春樹は澄花を見て、本当に嬉しそうに笑ったのだ。

「そっか。じゃあ一緒に食べよう。美味しいよ」

　美味しいよ、と彼が微笑んだ時、光の中に忘れたはずの両親の姿が見えたような気がした。

（パパ、ママ……！）

　その瞬間、澄花の目からなにか熱いものが溢れた。

　いや目だけではない。喉の奥から熱い塊がグッと込み上げてきて、澄花はおいおいと泣き出して、ベッドから春樹に飛びついた。当然春樹は慌てたが、泣いてしゃくり上げる澄花を抱き上げて、背中を撫でてくれた。

「大丈夫だよ。きっとこれからはなんだって美味しく食べられるようになるよ」

　澄花が自分にかけた呪いを解いてくれたのは、春樹だった。

　春樹が澄花の世界に色を与え、匂いを教えてくれ、風のそよぎを感じさせてくれた。一度死んだ澄花を生き返らせてくれたのは春樹だった。

　白雪姫のようにキスをしてくれたわけではないけれど、眠り続ける澄花の心を目覚めさせてくれたのは春樹だったのだ――。




（ハルちゃん……！　どうして……死んじゃったの！）

　突然、全身が震え、視界が滲み、パソコンのディスプレイが見えなくなった。

　澄花はハッと我に返って、バッグからハンカチを取り出して目元を押さえる。それから何事もなかったかのようにデスクの引き出しから目薬を取り出して両目に差し、またそっと涙を拭った。

（誰にも気づかれなかったわよね……）

　澄花はドキドキしながらデスクの周りを視線だけでぐるりと見回したが、誰も澄花の異変に気づいてはいないようだ。それぞれ真剣に、キーボードを叩いたり、電話をかけたりしている。

「ふぅ……」

　泣いていたことを知られないようにするカモフラージュは慣れたものだが、職場では久しぶりだったので、一瞬慌ててしまった。

　おそらく珠美の『理想の王子様』という言葉に触発されてしまったのだろう。澄花は春樹のことを考える時は、極力楽しいことしか思い出さないようにしていたので、久しぶりに子供の頃を振り返ると、胸に刺さるものがあった。

（どうして死んじゃったの、なんて……ごめんね、ハルちゃん）

　なぜ死んだのかなんて責められても、春樹だって困るだろう。

（それにハルちゃんは私の心の中にいる……。肉体はなくなってしまったけれど、私が思ってさえいればずっと、彼は私の世界に生きている……）

　この七年間、何度も自分に言い聞かせてきたこの思いで、澄花はどうにか生きてきた。そして同時に、春樹に救われた命を、簡単に投げ出せないと思うのもまた真実だった。澄花にとって春樹はすべてだったから――。

（きっとハルちゃんは天国で呆れているだろうな……）

　彼が困ったように笑う姿が目に浮かぶ。

　だが優しい彼は、夢枕に立っても澄花の行いを責めたりはしないだろう。幼い頃から、こうと決めたら頑固なまでに意思を変えない、かたくなな少女だった澄花をたしなめることはあっても、怒られたことなど一度もない。春樹は怒りという感情と一番縁遠い場所にいる人だった。

（ハルちゃん……）

　また、じわっと涙が浮かんだ。

　いけない、今は仕事中だ。

　これ以上涙がこぼれないよう、澄花はグッと唇を噛みしめた。




　それから迎えた土曜日の午前中。澄花は龍一郎と共に、葛城の別宅へと引っ越しを終えた。そもそも驚くほど澄花の私物は少なかったので、改装が終われば引っ越しはあっという間だ。

　今日から澄花は龍一郎とふたりでここで暮らすことになるのだが――。

「わぁ……」

　龍一郎に伴われて車を降りた澄花は、目の前に広がる景色と屋敷を呆然と見上げた。開いた口が塞がらないとはまさにこのことだ。

　葛城邸は想像以上にかわいらしかった。周囲は木々で囲われているが威圧的な建物ではなく、壁は白く、煙突が三本突き出している。どちらかというと昔の古きよき洋館といった雰囲気だ。一階の居間からは庭園が一望できるようで、さらに裏庭と温室設備もあるという。庭に手を入れたと言っていた通り、玄関周りには黄色いモッコウバラが咲き乱れていた。

「あっ、モッコウバラ」

　澄花はこの花が好きだ。葉の形も花も、とてもかわいいと思う。

　思わずほんのりと笑顔になった澄花を見て、龍一郎は少し眩しそうに目を細める。

「庭もいいが、まず中に入ろう」

「あ、はいっ……」

　龍一郎に肩を抱かれて石畳のアプローチを数メートル歩いて玄関のドアを開けると、まっすぐに廊下が伸びており、左右にいくつもの扉があった。

「屋敷の中は基本土足だ。まず手前から厨房、配膳室、食堂、応接間、書斎があって、応接間と食堂はホールで繋がっている」

「へぇ……」

　龍一郎の説明をひとつひとつ聞きながら、澄花は辺りをきょろきょろと見回す。視界に入るどの空間も、清潔で調度品のセンスがいい。古い映画に出てくる富裕層の家、そのままだ。

「素敵です……本当に」

　澄花がそう言うと、龍一郎は少し目を細めて満足げにうなずく。

「二階はそれぞれの私室と、夫婦の寝室、子供部屋、あと客室がふたつあって、正面に面した形でサンルームがある」

「二階に？」

　澄花は玄関前の階段を首を伸ばして見上げた。

（サンルームがあると洗濯物がよく乾きそうだなぁ……。それに子供部屋……って、龍一郎さんが昔使ってた部屋なのかな？）

　漠然とそんなことを思いながら、ふと考える。

（私、いつか彼との間に子供を持つんだろうか。全然想像がつかないけれど……）

　出会ってから結婚まで一カ月強。いくら濃密な時間を過ごしたとしても、そもそも顔を合わせた回数の方がずっと少ないのだ。

　澄花はまるで夢を見ているような、不思議な気持ちになりながら、隣に立って、屋敷の説明をする龍一郎を見上げた。

「ハウスキーパーを頼んでいるので、基本的に掃除の必要はない。洗濯も出入りの業者がいて、三日に一度取りに来る。そもそも家事は外注でいいんだが……本当にいいのか」

「はい。ふたりで住む家なので、なにもかも人にお任せするだけじゃない方がいいかなって」

　洗濯だって、家で洗えないドレスを毎日着るわけでもないだろう。掃除だってマメにしておけばいい。それでも手が足りないと思ったら外注すればいいのであって、当分の間は龍一郎と自分のふたり分くらいは、とりあえず自分の手でなんとかしたいと思っていた。

「私の仕事、ほぼ残業ゼロですし、きちんとお休みもいただけますし……。最初は戸惑うかもしれませんが、コツコツやっていけば慣れるかと思います」

　澄花は階段の手すりに手を置いて、ゆっくりと階段を上っていく。

　その後ろから龍一郎がついてきて、

「――澄花」

　手すりの上で、澄花の手を握った。

「はい？」

　振り返ると、階段の下にいる龍一郎と目が合った。

　二十センチ以上の差がある彼だが、階段の下にいるせいで、視線が近い。黒いコットンのシャツとデニム姿の龍一郎は、いつものスーツ姿と違ってラフでカジュアルだ。だが似合わないということはなく、まるで海外の広告モデルのように洗練されて美しかった。

「龍一郎さん？」

　自分をじっと見つめて動かない龍一郎の目を覗き込むと、

「君は美しいな」

　と、龍一郎が囁いた。

「えっ……？」

　いったい急になにを言い出すのだろう。美しい人に、面と向かって美しいと言われて、澄花の頬に熱が集まった。

（あんまり見ないでほしいんだけど……）

　困った澄花は視線を逸らそうとするが、龍一郎はそんな澄花を熱をはらんだような目で見据えながら、澄花の手の甲をなぞり、それからぎゅっと指を絡ませて、自分に注意を向けさせる。

「あ……」

　それは、大きな幾何学模様の格子窓から降り注ぐぽかぽか陽気には不似合いな、官能的な指先だった。

「私のように、十も年が離れた男の妻になって……一方的に欲望をぶつけられて……。戸惑うことばかりだろうに、それでも君は自分の足で立とうとするし、ふたりの生活をきちんとしようと考えてくれる。その心映えが本当に美しい」

「龍一郎さん」

「私が君なら、私の財産を食い潰すつもりで、暴君になるよ」

「暴君？」

　澄花は真面目な顔で考えて、首を振り、笑った。

「そんなことを言われても、暴君ってどうやったらなれるんですか？」

　お金を好きに使っていいと言われても、あまり物欲がない。そもそも、わざわざ龍一郎を困らせたいとも思わない。

　だがなぜか龍一郎は、澄花にはその権利があると言わんばかりの態度をとるのだ。その意味が澄花にはわからない。

「本当に……かわいいな」

　龍一郎はふっと笑って、もう一方の手で澄花の腰を引き寄せた。そしてぴったりと体を寄せると、澄花の肩に額をのせて囁く。

「それにしたって君は『白無垢を着たい』とか『小さな庭があれば』とか、些細なことしか望まないだろう。欲がなくて不安になる」

　白無垢も庭も、澄花にとっては些細なことではないのだが、龍一郎は唇をそっと首筋に押しつける。

「もしかしたら天使なんじゃないのか。じゃないとおかしいだろう。私はこんなにも欲深いというのに」

　首に触れる龍一郎の囁き声が、次第に低くなっていく。さらに触れる吐息がくすぐったくて、身悶えしてしまう。

「あ、ちょっとっ……」

「ん……？　澄花、感じてるのか」

「ちっ、違いますっ……」

　慌てて否定したが、おそらく龍一郎は一ミリも信じていないに違いない。

　それにしても姫君と言ったり、天使と言ったり、龍一郎の目はおかしいのではないだろうか。

　澄花はどう反応していいかわからないながらも、不安定な階段の上ということもあって、龍一郎の肩に手をのせてバランスを保つしかない。

「澄花……」

　龍一郎の唇が再び名前を呼び、首元に移動する。唇が柔らかく澄花の耳たぶをはみ、軽く歯を立てる。驚いて澄花がビクッと体を震わせると、今度はそのままふうっと、澄花の耳の中に息を吹き込んだ。

「ひゃっ……」

　龍一郎の甘いいたずらに、体を震わせた澄花は、思わずその場に崩れ落ちそうになった。

「おっと……大丈夫か」

　龍一郎は笑って澄花の体をしっかりと抱き直すと、頬に手を添えて、顔を近づける。ほんの少しだが笑われている気がして澄花はムキになってしまった。

「なっ、なんでこんな子供みたいな意地悪をするんですか……！　ふーって、するなんて！」

　驚きすぎた自分が恥ずかしくて、龍一郎を見上げる。真剣に、キリッとした表情で睨みつけたのだが、龍一郎はそれを受けて一瞬真顔になった後、またついばむように何度も澄花の唇にキスを繰り返した。

　チュ、チュッと顔中にキスが降り注ぐ。そして「かわいいからいけないんだ」と、甘い囁きを繰り返す。

　いったいなにがスイッチになっているのだろう。澄花はキスの雨を受けながら、どうしていいかわからず固まってしまう。

　これが恋人同士ならうまく受け止めたりできるのだろうが、経験値の差もあるのか、基本的にされるがままだ。そして普段は冷たい雰囲気すらあるのに、一度タガが外れると、それまでのとっつきにくさが信じられないくらい甘々になる龍一郎に、どう対応していいかわからない。

　まさか階段の途中でこんなことになると思わなかった澄花は、キスの途中で、アワアワしながら龍一郎を見上げた。

「あ、あのですね、ここ、階段ですけど」

「なにか問題があるのか」

　それから何度か口づけした後、龍一郎が熱に潤んだ瞳で澄花を見つめる。

「問題って……だって、危ないですし……」

　転げ落ちたりしたら大変だと、澄花は思ったのだが。

「なるほど……では場所を変えてじっくり……ということだな」

　龍一郎は低く、柔らかい声で囁いた。

（じっくり？）

「新しいベッドの寝心地を確かめておきたい。そういうことだろう。ちなみに寝具はすべて KOTAKA コタカの最高級ブランドだ。素晴らしい寝心地だぞ」

「えっ、ああっ……」

　澄花はきょとんとしたが、数秒遅れて、ハッとした。

（これはなんだか私から寝室に誘ったみたいなことになっているのでは！）

「いやそういうわけではなくて……！」

　澄花の顔に、カーッと熱が集まった。

　すると龍一郎が怪訝そうに眉根を寄せる。

「違うのか？」

「いや、その」

「では私に抱かれるのが嫌なのか」

　龍一郎が直球で尋ねてきた。

　どうしていいかわからない。そう顔に書いてある。

「え……いや、そんな、嫌とかでは」

　澄花は完全に困り果ててしまった。

　何度か体を重ね、濃密な時間を過ごしはしたが、龍一郎とする行為のことを考えるだけで澄花は『きゃー』と叫んで逃げ出したくなるのだ。なによりこんなに明るい時間から抱き合えるほど、心臓が強くない。

（全部見られてしまう……）

　龍一郎は大理石でできた彫刻のように素晴らしい体をしているが、自分は特別スタイルがいいわけでもなんでもないのだから。

「だって、明るいから恥ずかしくて……」

　そう絞り出すように答えて、うつむいた澄花はハッとした。

「でも、こういうの、しらけますよね……ごめんなさい」

　勝手な妄想ではあるが、龍一郎ほど地位も財産もあって、なおかつ誰もが見惚れるような美男子なら、引く手数あま多たであったはずで、当然過去の女性経験も多いだろう。そんな龍一郎の前で、やたら恥ずかしい恥ずかしいと連呼して、逃げ回りたくなるのは、さぞかし子供っぽく見えるだろうし、二十五歳という大人の女性としてどうなのだろうかと思ってしまう。

　いろいろあったが、誰に強制されたわけでもなく自分は納得してこの男の妻になったのだ。契約結婚ではあるが彼は澄花の願いを叶えてくれて、なおかつ大事にしようとしてくれているのだから、澄花だって彼を大事にしなければならない。

（愛さなくていいって龍一郎さんは言うけれど……それでも私は……）

　澄花は迷いながらもゆっくりと顔を上げた。

「あの……」

　窓の外から燦さん々さんと太陽の光が降り注いでいる。龍一郎の黒髪が日に透けて、キラキラと輝いて、とても美しい。

（きれい……）

　彼の目を見ていると、まるで体全体が心臓になったかのようにドキドキしてしまう。

「あ、あの……」

　龍一郎の手が柔らかくウエストを掴んで、撫でる。

「大丈夫だ。未来永えい劫ごう、君にしらけることなどないと誓おう」

（未来永劫……？）

「愛しているから、君を笑うことなどしない。しらけることもない。君が私の側にいてくれる僥ぎょう倖こうを神に感謝して、君を幸せにすると誓う」

　立て続けに囁かれる熱烈な愛の言葉に、澄花は思い切って問いかけていた。

「どうしてですか？　どうしてそんなに私のことを……」

「だから……愛しているからだ」

　龍一郎は澄花の目を覗き込んで、はっきりとそう言った。

「っ……」

　龍一郎の言葉に、澄花は息をのんだ。

　これまでのように、その体を愛するのだという意味ではなく、心を、澄花自身を愛していると言われたような気がした。

「なぜ……？」

　とっさに出た澄花の問いを受けて、龍一郎は一瞬、考えるように言葉を選んでいる様子だったが、その後軽く首を横に振った。

「すまない」

「それって」

「もう少し時間が欲しい……頼む」

　龍一郎は、片手でやすやすと澄花の両手をまとめて掴み、口元に引き寄せると手の甲にキスをした。

（時間……時間の問題ってことなの？）

　澄花は龍一郎を知らなかったのに、彼は澄花を知っていたこと。さらに丸山夫妻の工場のこと。愛さなくてもいいと口にすること――。

　もしかしたらずっと話すつもりがないのかもしれないと思っていた。だとしても、無理に聞き出すことはしたくなかった。だが、龍一郎は、時がくれば話してくれると言う。だとしたら、これはかなりの進歩だ。今はそれで充分なのではないだろうか。

　ずっとあれこれ考えていたが、少しだけ先が見えたことで、体から力が抜けた。

　彼から与えられる、うやうやしい、騎士が姫君にするようなキスに、澄花は甘い陶酔のような感情を覚えながら、うなずいた。

（嘘はつかれていない。それだけは間違いない）

「――はい。わかりました」

　澄花はゆっくりと息を吐いて呼吸を整えると、両手で龍一郎の手を包むようにして握り返した。そしてそっと、彼がしてくれたように、ほんの少しだが、龍一郎の長い指の背に口づけた。

「ふつつか者ですが、努力します。どうぞよろしくお願いします」

　それからペコッと頭を下げると同時に、ぐるんと視界が傾いた。

「きゃあっ！」

　思わず悲鳴をあげてしまった。龍一郎が澄花をひょいと抱き上げたのだ。しかもまるで荷物でものせるかのように軽々と、肩に抱えてしまう。

「龍一郎さんっ!?」

　焦ったが、龍一郎はそのまま無言で階段を駆け上がる。

「ひゃあああ～！」

　階段から落ちたらちょっとした怪我では済まされない。澄花はガタガタと揺らされながら、必死に落ちまいと龍一郎の背中のシャツを掴む。

「お、お、落ちる！」

「なにを言っている、落とすわけないだろう」

　龍一郎はそうあっさりと答えると、ガチャリとドアを開けて寝室に飛び込み、澄花を背中からベッドに降ろして上にのしかかった。両手首が頭の上に縫いつけられ、あっという間に身動きがとれなくなる。

　澄花はとっさに叫んでいた。

「どうしてそうあなたは、いきなりなんですかっ!?」

　いきなり担ぎ上げられて、階段から落ちるかと真剣に恐怖を覚えた。

　龍一郎には毎回驚かされてばかりで、場所や状況は違うとはいえこの流れには見覚えがある。

「それはこっちのセリフだ」

「はいっ？」

　面食らう澄花に、龍一郎はためらうことなく顔を近づけて、額に口づけると、

「毎回煽られて、火をつけられるこっちの身にもなりなさい……体がいくらあっても足りない」

　熱っぽく囁いた。




　結局、澄花は昼日中から抱かれて――うとうととベッドでまどろみながら、自分を抱いて目を閉じている龍一郎を見つめていた。

　出会いから結婚まですべてが超特急だったが、こうやってホテルから葛城邸に住むことになって、ようやく結婚生活のスタート地点に立った実感が湧いてきた。

（いよいよ今日からふたりで暮らすのよね……。この人が私の夫……なんだ）

　結婚がどういったものか、澄花はまったくわからない。

　春樹を追いかけ回していた十代の頃は、澄花にとって結婚はいつか迎えるハッピーエンドだった。だが春樹を失ってから澄花の人生は止まってしまい、気が付けば二十五歳の大人になり、半ば勢いでなにも知らない葛城龍一郎という男と契約結婚をして、激しく求められ、愛され、抱き合って眠っている。

（なんだか不思議……）

　澄花はしばらくそうやって龍一郎の寝顔を見つめていたが、そっと、彼を起こさないように身じろぎして時間を確認する。

　部屋の隅に飾り時計が置いてある。時計の針は午後の二時を指していた。確かベッドで抱き合い始めたのが十時くらいだったから、なんと四時間も経っている。

　四時間ぶっ通しで抱かれ続けていたわけではなかったが、激しかったり、緩やかだったり、吐息だけが漏れ続ける時間だったり、声が枯れそうになったり、とにかく完全に龍一郎のペースだったので、あっという間に時間が過ぎていた。

（お腹も空くはずだわ……）

　朝食はハーブティーを飲んだだけだ。お腹に触れるとぺったんこだった。

（なにか食べるものはあるかなぁ……）

　澄花はそっとベッドから抜け出して床に散らばっている下着やワンピースを身につけると、寝室を出て階下へと降りた。

　厨房、配膳室は続き部屋で、食堂は別になっている。

　厨房を覗くと、かつて使用人が主人やその家族のために使っていたのであろう、歴史の面影が残っていた。

「素敵なキッチン……」

　澄花は感動しながら、一枚板のカウンターや配膳テーブルの上を手のひらで撫でる。アンティーク風というのだろうか。昔ながらのデコラティブな花柄のプリントタイルが貼られている。世間ではわざわざアンティーク風のタイルが売られているが、これは古い時代の本物なのかもしれない。

　キッチンの隅にはドライハーブを作るラックが吊るされている。庭でハーブを育てているのだろう。

　さらになんとなく冷蔵庫を開けると、中にはぎっしりと食材が詰まっていた。肉、加工品、卵、乳製品、野菜と、これだけあれば当分は食べるのに困らなさそうだ。さらに戸棚の中には、調味料や乾物、缶詰やパスタも入っている。

「わ……！」

　一気に澄花のテンションが上がった。

　ワクワクしながら、刻んだ野菜のコンソメスープと、オイルベースのパスタを作り、パスタの上には生ハムをちぎってのせる。

「いい匂い」

　ほっこりと澄花は微笑み、それらをトレイにのせて階段を上って寝室に戻った。

　龍一郎は相変わらず眠っていた。窓のカーテンから差し込む光が柔らかい。ゆっくりと上下する龍一郎の肩を温かく包み込んでいる。

　寝室には小さなふたり掛けの丸テーブルが置いてある。その上にトレイを置いて、「龍一郎さん」と呼びかけた。

「ん」

　応えるように龍一郎が身じろぎする。だが目は開いてない。

　龍一郎はショートスリーパーというのは本当だ。連続して眠るのは本当に三時間程度なのだろう。ベッドに入っていても、合間合間で起きては、仕事をしているようだ。彼はそれで問題ないと言うが、できればもう少し眠ってもらいたいし、やはり健康面など気になってしまう。

（まず、睡眠に食事よね）

　そういう基本的なことの積み重ねが、日々の生活というものだろう。

「お昼ご飯作りました。召し上がりませんか」

　枕元に立って顔を覗き込む。

「お昼……ご飯？」

　澄花の呼びかけにゆっくりと長いまつ毛が持ち上がって、ネイビーブルーの目が澄花をとらえた。

「はい。簡単なものですけど」

「――食べる」

　むくりと龍一郎は体を起こしたが、そのままなぜか唇が奪われていた。

「や、私を食べるのではなくてっ……食事ですっ」

　思わず両手で龍一郎の肩を押し返すと、彼はテーブルの上に視線を移動させた。

「本当だ……」

「本当ですよ」

　龍一郎は裸のままベッドから降りてきたので、慌てて澄花はくるりと背中を向ける。

「なぜ背中を向けるんだ」

　背後で龍一郎がデニムを履き、シャツを羽織る気配がする。

「なぜって……当たり前じゃないですか。もうっ……」

　龍一郎はわかってて言っているし、からかわれているのだ。

　澄花は激しく照れながら、テーブルに着いた。

　トレイにふたり分のお皿をのせられなかったので、パスタは一枚のお皿に山盛りにしている。スープはマグカップふたつに入れて持ってきた。

　向かい合って椅子に座る龍一郎にフォークを渡しながら、澄花は苦笑した。

「ごめんなさい、ちょっとお行儀悪いですよね」

　澄花と違って、本物の御曹司である龍一郎は、一枚の皿を分け合ったことなどないに違いない。

「いや……そんなことはない。少しワクワクしてる。いただきます」

　龍一郎はかすかに笑って、フォークでパスタをくるくると巻いて口に運び、目を見開く。

「うまい」

「普通ですよ……。いつも龍一郎さんが食べているものからしたら、全然……」

　まさか美味しいと言ってもらえると思っていなかった澄花は、かすかに頬を染めながら自分もパスタを口に運ぶ。

　自分にとっては作り慣れた味だが、龍一郎にはどうだろうか。本当に口に合っているのだろうか。お世辞ではないかと気になった。

「そういえば初めてです」

「なにがだ」

「手料理……っていうほどではないですけど……男の人に食べさせたの、初めてだったなって」

　未熟なくせにやる気だけは一人前だ。そう思うとなんだか無性に恥ずかしくなってきてしまった。

「澄花」

「さ、あったかいうちに食べましょう！」

「そうだな……」

　なにか言いたそうな龍一郎の顔がまともに見られず、自然とフォークを動かす手が早くなっていた。そうやってふたりで黙々とパスタを巻きつけたフォークを口に運ぶ途中で――双方の手が止まった。

「あ……」

　澄花は目を丸くする。ふたりのフォークの間にパスタの麺が伸びていた。どうやら同じパスタを取ってしまったらしい。

（えっ、どうしたら……!?）

　慌てていると、

「スパゲッティ・ウィズ・ミートボール」

　と、龍一郎が囁いた。

「え？」

　今食べているのは生ハムのパスタであって、ミートボールではない。

　いったいどういうことだろうと澄花は首をかしげる。

「こういうシーンを、小さい頃テレビで見たことがある」

「あ」

　そう言われて、ハッとした。

　澄花もタイトルを思い出せなかったが、龍一郎がなにを言っているかはすぐにわかった。外国の古いアニメ映画で、上流家庭の飼い犬と、野良犬の恋の話だった。

　彼らが一皿のミートボールのスパゲッティを食べている背後で、シェフがバンドネオンを弾き歌を歌っている。そしてスパゲッティを端から食べていったら、それは実は同じ一本のパスタで、そのまま顔が近づき最後にキスをする。ロマンチックで美しい名シーンだ。

「というわけで――ここはやはりキスするべきでは？」

「えっ」

　龍一郎がかすかに笑う。

「愛する妻にキスをしたいと言うのは、別におかしなことじゃない」

　彼は椅子から立ち上がると、フォークを持ったまま澄花にキスをした。










夫の嫉妬と不穏な空気




　時間というのは偉大だ。最初は戸惑うことばかりだった龍一郎との暮らしも、ひと月もすればだいぶペースが掴めるようになった。

「じゃあすまないが、先に行く」

「はい。龍一郎さんもお気をつけて」

　自室のドレッサーでメイクをする澄花のこめかみにキスをすると、スーツ姿の龍一郎は急いで部屋を出て、階段を駆け下りていく。そんな彼を、澄花は立ち上がって、窓から見送る。

　屋敷の前には車が停まっており、運転手が開けたドアから乗り込む寸前、龍一郎は必ず振り返って、二階の澄花を見つめるのだ。

「行ってらっしゃい」

　聞こえるはずはないのだが、そう言って手を振ると、龍一郎はかすかに微笑んで、車に乗り込む。

「大丈夫かな……」

　思わずそうつぶやいてしまうくらい、最近の龍一郎は忙しかった。

　KATSURAGI の副社長はかなりハードらしい。出張もあるし、深夜に帰ってくることもザラだ。

　おまけに結婚式は完全に暑くなる前に、と七月の上旬に決まった。

　結婚式は会社のためにするもので完全に丸投げとはいえ、チェックが必要な部分もあり、目が回る忙しさだ。

（昨晩も深夜に電話がかかってきて、龍一郎さん、飛び出していったっけ……。私もなにか手伝えたらいいのに）

　だが自分にできることといったら、些細なことばかり。とても龍一郎の負担を減らせるような働きができるとは思えない。

「役に立たないわ、私……」

　どうしたら彼の力になれるのだろう。

　そんなことを漠然と考えながら、いつものように職場で掃除をしていると、これまた早朝出勤にすっかり慣れたらしい珠美が、軽やかにスキップをしながらやってきた。

　今日もひらひらとひらめく、ピンク色のシフォンスカートが愛らしい。

「おっはようございま～すっ」

「おはよう、タマちゃん」

　機嫌がよさそうでなによりだと思いながら、澄花も挨拶を返すと、珠美はウフフと笑って近づいてきた。

「せんぱーいっ、招待状のお返事出しておきましたからねっ！」

「ありがとう」

「ギリギリになってごめんなさいっ」

「ううん、来てもらえるの本当に嬉しいわ」

　それは澄花の本心だった。珠美は今やたったひとりの友人なのだから、彼女が来てくれるだけで充分だ。

「どんなウエディングドレスなのか気になります～」

「それが私もよくわからないのよね。全部お任せしてるから」

「ええーっ、お任せって先輩っ、それでいいんですかっ？」

　珠美のキラキラした乙女モードが『えっ』という驚きょう愕がくの表情に変わる。

「うん……」

　澄花はこっくりとうなずいた。

　これから行われるのは、あくまでも龍一郎が社外に向けてやる披露宴なので、半分彼の仕事のようなものなのだ。その仕事を手伝っていると思えば、自分が披露宴でああしたいこうしたい、などという気持ちはまったく湧いてこない。

　実際、着るものなんて身内向けの披露宴で着たのと同じでいいと澄花は思う。けれど、龍一郎の両親、特に母親が張り切っていて、なにをどう選んでいいかわからない澄花のために、あれやこれやと取り仕切ってくれている。それを見て、『本当は澄花さんが自分で決めたいんじゃないのか』と義父は心配してくれるのだが、澄花としては、優しい義母が次から次に勧めてくれる方がずっと助かるのだ。

（挙式は最初の神社でやった白無垢でもう充分だし）

　澄花は、白無垢姿の自分を思い出していた。

　四月に入ったばかりでちょうど桜が咲き始め、神社の境内は薄桃色の花びらが舞っていた。静粛な雰囲気の中で粛々と式は進んでいても、澄花の頭の中は、緊張で真っ白だった。

　とにかく龍一郎と結婚して、丸山夫妻を助けてもらわなければならない。春樹との思い出を失うわけにはいかない。そのことしか頭になかった。なにかミスを犯して龍一郎の気持ちが変わったらどうしようと、そんなことばかり思っていた。

　なので隣で龍一郎がどんな顔をしていたのか、ほとんど記憶にない。

　少し余裕が出てきたのは、ホテルでの披露宴が終わってからだ。

（龍一郎さんがどんな和装をしていたのかも覚えてないわ……）

　そのことを思うと少し残念な気持ちがあるが、今となっては、早く半分仕事のための結婚式が終わって、龍一郎が休めるようになってほしいと思うばかりだ。

「でも先輩っ、もう普通に新婚さんですもんね～。どうですかっ、甘々ラブラブしてますかっ？」

　珠美がおもしろそうに箒ほうきにもたれながら、首をかしげ、顔を覗き込んでくる。

「甘々ラブラブ……って」

　新婚と言われればそうなのだが、やはり少し恥ずかしい。

　照れ隠しもあって、首を振った。

「普通だよ」

「ええーっ、普通ってわかんなぁいっ！」

「だから普通は普通なの。ほらタマちゃん、もうすぐ部長も来るわよ、手を動かしましょう、掃除掃除っ！」

　澄花はあれこれと聞きたがる珠美の背中を押して、わざとらしくモップを動かし、床を拭いて回る。

　澄花はこの一カ月の間、何事もなく毎日出勤し、帰宅後は龍一郎のために料理を作り、一緒のベッドで眠り、休みが合えば少しの時間でもふたりで過ごしたりと、忙しくはあるが、びっくりするほど穏やかな日々を送っている。

　あえて不安を口にするなら、龍一郎の仕事が忙しすぎて、昼も夜も関係ないことくらいだ。

　龍一郎はスマホの電源を落とさない。いつでも手元に置いていて、たとえベッドの中に入っていても、よっぽどのことがなければ起きて電話を取る。

　彼の二十四時間の大半は、仕事にあてられているのだ。たまの休みでも書斎で仕事をしている。もう少し公私の区別はつけた方がよいのではないかと澄花は思うのだが、KATSURAGI の御曹司で副社長でもある龍一郎くらいの立場になれば、もはやプライベートの時間を持つというのも難しいのかもしれない。

（十日にいっぺんは、夜中に電話がかかってきて出ていってしまうもんね……。せめて彼が家で居心地よく過ごせるように考えてみよう）

　結婚する直前も直後も、自分は彼の妻として釣り合わない、彼の投資のリターンとして価値があるとは思えない、などという不安要素ばかり考えて悩んでいたことは杞き憂ゆうだったが、当分悩みは尽きそうにない。

（それにしても私、このところ龍一郎さんのことばかり頭に思い描いてる……）

　この気持ちの変化を、どう捉えていいのか、自分でもまだ決着がついていない。龍一郎がなにも求めないのをいいことに、ただひたすら一方的に与えられる、甘やかな溺愛に浸っている。

（よくないわよね、こういうの……）

　だがはっきりと定まらない、ぐるぐると振り子のように揺れる気持ちを澄花は認めながらも、まだ答えは出せそうになかった。




　仕事を終え、急いで帰宅した澄花は、軽くシャワーを浴びた。

　今晩は龍一郎に誘われて、恵え比び寿すで食事をすることになっている。今もっとも人気があり、なかなか予約が取れないフレンチの名店で、三ツ星なのだとか。レストランの予約は九時なので、彼が迎えに来るまでに支度をしておかなければならない。

（龍一郎さんはどんな装いが好きなんだろう？）

　黒のノースリーブのワンピースに着替えて、ふと考える。

　龍一郎は澄花がなにを着ても、『きれいだ、美しい』と絶賛するばかりで、彼の趣味はよくわからない。もしかしたらファッションには無頓着で、ただ単に澄花を褒めてあげたいと思ってくれているだけなのかもしれない。なにしろ澄花の黒一色のクローゼットを見ても、彼はなにも言わないくらいなのだから。

「シンプルでいいか……」

　ブローしてサラサラになった長い髪を後ろでひとつにまとめる。アクセサリーをどうしようか迷ったが、なにひとつ着けないのもそっけないので、母の形見であるパールのピアスを着けることにした。

　部屋のドレッサーの上に置いてある、昔から使っている古い宝石箱を開ける。それは木目の二段仕様で、かつては澄花の祖母のものだった。祖母、母、澄花と三代にわたって受け継いでいる。表面には光沢があり、手触りも滑らかで美しい、澄花の大事なジュエリーボックスだった。

　蓋を開けてパールのピアスを手に取り、両方の耳に着ける。鏡を見てほんの少し、にっこりと笑うと、ピアスが黒いワンピースに映えて美しかった。

（龍一郎さん、嫌いじゃないかな？）

　アクセサリーを選ぶのは久しぶりだったが、誰かのために装うというのは、なかなかに楽しい作業だ。

　さて、時計はどうしようかと、ウキウキしながらドレッサーの引き出しを開ける。そこでふと、奥にひっそりとしまわれていた、写真立ての存在に気が付いた。

「あ……」

　澄花は息をのむ。頭から冷水をかけられたような気がした。

　それは長い間、澄花の部屋に飾られていた春樹の写真だった。引っ越しに際して持ってきたのはいいが、どこかに飾るわけにもいかず、ここに隠していたのだ。

「ハルちゃん」

　澄花は写真を手に取って、じっと春樹の顔を見つめた。

　写真の中の春樹は相変わらず笑っていた。

　澄花はこの七年近く、この写真の春樹に向かって、おはよう、行ってきます、ただいま、おやすみと声をかけ続けていたのだ。友達も必要としておらず、なにかあれば相談するのも、この写真の中の春樹だった。

　そうやって澄花の日常の中に春樹は生きていた。これから先もずっと、そうして生きていくつもりだった。

「私……」

　澄花はかすかに唇を噛む。

　自分を買ってくれと龍一郎に言った時から、春樹に対して申し訳ないという気持ちを極力抱かないようにしてきた。他人からすれば矛盾している考えかもしれないが、春樹を失いたくないから、澄花は自分を売ったつもりでいた。

　だがどうだろう。

　あれほど毎日春樹を思っていたはずなのに、龍一郎と出会って結婚してから、なにかと彼のことばかり考えている。春樹との思い出を守るために選んだ結婚だったはずなのに、気が付けば春樹のことをないがしろにしている。

　ということは、彼の存在を消しているのは、ほかでもない自分なのではないか。

　そのことに気が付いた時、ハンマーで頭を殴られたような気がした。

「――っ」

　澄花の喉がひゅっと細くなり、息が漏れる。ドキンドキン、と心臓が体の中で暴れ回っている。

　息の仕方を忘れ、凍りつく澄花の手から、持っていた写真立てが滑り落ちる。

　ゴトン、と音がして、澄花はハッと我に返り、写真立てを手に取った。

「ハルちゃん、ごめんね……」

（私はなんて、薄情なんだろう……）

　写真立ての枠を指で撫でた後、胸に抱きしめる。澄花の目に涙が浮かんだ。

（私はハルちゃんに命を救われたも同然なのに……ずっと思っていると誓ったのに……本当に、そうできると思っていたのに……）

　ふと、契約を持ちかけた時の龍一郎の顔が脳裏によぎる。澄花を無理やり車に乗せた後、『君を言い値で買おう』と言ったあの顔。最初からこうすると心に決めていたと言わんばかりの、ある種の信念に満ちたような不思議な表情。

　それを思い出すと、ズキッと胸が痛む。

　彼には彼のルールがあるように、澄花だって守らなければいけない、自分に課したルールがあるのだ。

　澄花は唇をきつく噛みしめた後、写真立てをそっと宝石箱の下の段にしまった。さすがにもう引き出しの奥に押し込めておくことはできなかった。せめて母や祖母から譲り受けた、大事なものと一緒にしておきたかった。

（龍一郎さんが私に自分を愛さなくてもいいと言ったこと……どんなつもりかはわからないけれど、それは私にとって正しいことなのかもしれない。でも……でも……）

　鏡の中の自分は今にも泣きそうな顔をしていた。

（だけど私に泣く権利なんてない）

　目を逸らして澄花は美しいピンヒールのパンプスを履き、すっくと立ち上がった。




　ドレスアップした澄花を見て、迎えに来た龍一郎は目を輝かせた。階段の途中で立ち止まり、下りてくる澄花を見てため息を漏らす。

「お待たせしました」

　澄花は笑顔を作って龍一郎の前に立つ。

　ほんの少し前までウキウキワクワクしていたのに、そんな気持ちは吹き飛んでしまった。だが龍一郎を嫌な気分にしたくないので、澄花はできるだけ笑顔でいようと心に決めた。

（そうよ。これは私の問題なんだから、龍一郎さんに気を使わせないようにしなきゃ）

「どうですか？　変じゃないですか？」

　少し恥ずかしいなと思いながら問いかけると、

「澄花」

　龍一郎は澄花の腰に手を当てて、軽く引き寄せ額に唇を寄せる。

「なんてきれいなんだろう……。目が眩みそうだ」

　そういう龍一郎の声は少し弾んでいて、喜んでくれているのが伝わってくる。

「いつもの私なら、君をここで抱き上げてすぐさま寝室に向かうところだが、我慢しておこう」

「美味しい食事が待ってますからね」

「ああ、そうだ」

　龍一郎は機嫌よくうなずいて、澄花の腕を自分の腕にかけて微笑んだ。




　レストラン『Bastienバスチアン』は、澄花が生まれて初めて見るような空間だった。

「龍一郎さん、川があるわ！」

　澄花は驚きながら周囲を見回す。恵比寿にこんなレストランがあることすら知らなかった。敷地内はとにかく緑が多く、よく手入れされた庭と周囲の視界を遮るための樹木が茂しげっている。それだけでなく川もあり、石橋を渡らなければ店には入れない。

　入り口のドアには黒服の男性がふたり立っており、中に案内されるがまま進んでいくとホールに出て、十ほどのテーブル席はすべて満席だった。

　頭上には大きなシャンデリアが、目が眩みそうなくらいキラキラと輝いている。フロアにはグランドピアノが置いてあるので、時と場合によっては演奏されるのかもしれない。

（眩しい……きれい……お城の中みたい）

　披露宴会場だった老舗ホテルのレストランも相当に美しかったが、ここはまた別格の華やかさだった。

　澄花がほわーっと天井を見上げていると、初老の黒服の男性が近づいてくる。

「葛城様、いらっしゃいませ」

「黒くろ田ださん、お久しぶりです。今日は妻と一緒です」

　そこで澄花は自分が紹介されたことに気づいて、ハッとして黒田と呼ばれた男性に顔を向ける。

「あっ……初めまして。澄花と申します」

（恥ずかしい……。シャンデリアに見惚れてたのきっとばれてるよね）

　澄花は照れながら頭を下げるが、黒田はそんな澄花を見て微笑んだ。

「奥様、お会いできて嬉しく思います。支配人の黒田と申します。本日はどうぞお楽しみくださいませ」

「はい……ありがとうございます。楽しみにしています」

　澄花も丁寧に頭を下げて、それから龍一郎と二階へエレベーターで上がり、個室に通された。




　美しい、まるでビーズでできた細工のようなアミューズからデザートまで、食事はどれも美味しかった。相変わらずメニューの内容を聞いてもすぐには理解できなかったが、尋ねれば龍一郎がひとつひとつ丁寧に教えてくれるので話も弾んだ。

「ご馳走さまでした」

　澄花はスプーンを置いて、うっとりと目を閉じる。

　季節のフルーツにかかっていたブランデーは最高級の年代物だ。小さな赤いマカロンとハーブティーはよく合った。

「龍一郎さん、よくここに来るんですか？」

「いや……よく、ではないな。たまにだ。フランスで働いていた時の方がよく通ったと思う」

　この店のオーナーであるバスチアンはもともとパリの有名シェフで、世界中に店を持っている。バスチアン自身は最近料理人を引退して、経営者として辣らつ腕わんを振るっているらしく、どの店も三ツ星という徹底ぶりだった。

「そういえば龍一郎さんはフランスで働いていたんですよね」

「ああ。こっちの大学を辞めて、パリに留学して、そのまま向こうの花屋で働いていた」

「へぇ……どんなふうに働いていたんですか？」

　澄花の問いかけに、龍一郎はふとハーブティーを飲む手を止め、少し遠い目をした。

「パリは文字通り花の都だ。私が働いていたフラワーショップは三区で、美術館の裏にあった。顧客にはギャラリーやブティックが多い環境だったから、その縁でパリコレの装飾も手掛けた。一流のアーティストと出会い、いい経験はたくさんできたが、私が目指すところはそこではないと思い、帰国することにした」

「目指すところって？」

　思わず問いかける。

「そうだな……。パリではごく普通のアパルトマンの窓にも、必ずといっていいほど花が植えられているし、男もプランターに水をやる光景が普通に見られる。夕方にでもなれば、老若男女がふらりと花を買い、その花をどこかに持っていく。妻がいる家なのか、恋人のもとへか、ちょっとしたパーティーのお供としてか、なんにしても生活に花が根付いているんだ。フローリストでなくても、自分がいいと思った花を飾って、自然の中に花と共に生きる……そんな日々が当たり前になればと……」

　澄花は訥とつ々とつと語る龍一郎から目が離せなかった。こんなふうに龍一郎の話を聞くのは初めてのことだった。

　なにが好きで、なにが苦手で、どんなことが許せなくて、なにを大事にしているか――。澄花が結婚式の夜に問いかけたことだ。

　あの時の龍一郎には、『俺のことなど、知ってどうする』と拒否されてしまったが、今目の前にいる彼は、自分の夢を語ってくれている。

（これって……ものすごい進歩なのでは……？）

　澄花の胸はドキドキと鼓動を打つ。頬に熱が集まるのが自分でもわかった。

「龍一郎さん、あの……今のお話ですけど、もっと聞きたいです」

　思わず澄花は感動して、いらないことを口走っていた。すると龍一郎はごまかすようにカップを口に運んで唇を引き結んだ。

「――いや、いらない話だった」

「どうしてですか、素敵な話なのに。もっと聞きたいです」

「どうしてもこうしても……今、俺が口にしたのは、KATSURAGI の副社長として意味のある言葉じゃない。ただの夢物語だ」

「そんな……夢物語のなにが悪いんですか」

　思わず責めるような口調になってしまったが、龍一郎は真面目な顔で首を横に振る。

「澄花、私の話はおしまいだ」

　そうきっぱり言われてしまうと、もうとりつくしまもない。

（もっと自然に聞き出せたらよかったのかな……。つい食い気味になってしまったのがいけなかったのかも）

　反省したが後の祭りだ。澄花はしょぼんと気落ちしてしまった。

　そんな澄花を見て、龍一郎は少し困ったように目を細める。

「――すまない。私はあまり、自分の話をするのが得意ではないんだ」

　その声はいつもより少し柔らかい。彼は彼なりに、悪いと思っているのが伝わってくる。

　澄花はすぐに反省して、顔を上げた。

「ううん、いいんです。私こそごめんなさい」

「謝ることはない。君が悪いことなどなにひとつないんだ。悪いのは私だ」

「龍一郎さん……」

　自分はただ、龍一郎の内面を垣間見れた一瞬を惜しんだだけだ。

（なぜ自分が悪いなんて言うの？）

　澄花は少し悲しい気分になりながらも、そんな素ぶりを見せないように必死に表情を作る。だがそれまで和やかだったふたりの間の空気が、じわりと変わったのを感じていた――。




　結局、ほんの少しだけ暗くなってしまった雰囲気をどうにかごまかそうと、澄花はその後、ワインのグラスを重ねてしまった。

　アルコールには強いので酩めい酊ていしたというほどではないが、少し頬が熱い。頭の芯が少しぼうっとしている。

　澄花は自分の手のひらで頬を押さえ、ふうっと息を吐いた。

（少し飲みすぎたかも……）

「――すみません、龍一郎さん。お化粧室に行ってきますね」

　あとは帰るだけとはいえ、さすがにリップくらい塗っておきたい。

「ああ」

　龍一郎はうなずき、テーブルから立ち上がる澄花を見上げた。

「ひとりで大丈夫か？」

　いつもより澄花が飲みすぎていること、そして普段履かない高いヒールのパンプスなのもあって、ひとりで歩けるか気になったようだ。

「はい、大丈夫ですよ。まだまだスキップできるくらいですから」

　こっくりとうなずいた後、澄花はその場で軽く跳ねるような仕草をした。

　少しおどけすぎたかと思ったが、龍一郎はホッとしたように目を細めたので、澄花はポーチを持ってそのまま部屋を出る。

　廊下の少しだけひんやりした空気が冷たくて気持ちがいい。

　廊下の奥にあるパウダールームは無人だった。軽くメイクを直して廊下に出ると、

「栫さん？」

　と、名前を呼ばれた。

　声のした方を振り返ると、

「あっ、天宮さんっ！」

　なんとそこにはタカミネコミュニケーションズ副社長の、天宮が立っていたのだ。

　どうやら隣の個室にいたらしい。濃いネイビーのストライプのスーツ姿で、実に華やかだった。彼の周りには同世代に見える外国人が数人いて、英語で会話をしている。澄花が軽く会釈すると、彼はその外国人たちにひと言ふた言告げて、その場で別れた後、澄花の前にやってきた。

「あちらの方たちはいいんですか？」

「ああ。もうここで別れようって話になってたから、問題ないよ。気の置けない友人たちだから」

　そしていつもとは装いが違う澄花を見て、天宮はにっこりと笑う。

「思わず栫さんって呼んだけど、結婚したんだったよね。今日はご主人とかな？」

「はい、そうです。あの、名前に関しては職場では旧姓を通していますからお気遣いなく」

「残念だな。俺が君をここに誘いたかったのに」

「ふふっ、それは確かに残念でした」

　冗談めかして肩を竦める天宮に、澄花も笑ってうなずいた。

　ちなみに澄花が旧姓を通すのは、あれこれと他人から詮索されるのが純粋に面倒だからで、他意はない。職場でも総務部以外では澄花の結婚のことはほとんど知られていないはずだ。それなのに天宮は把握しているので、さすがとしか言いようがない。

「天宮さん、お友達って言われてますけど、スーツですし、お仕事ですか？」

「まぁ、半分はそうだね。弊社社長はこういうことを一切やらないから、俺が代わりにね」

　天宮はいたずらっぽく笑う。

　確かに彼の言う通り、高嶺正智は天才的なひらめきで会社をどんどん大きくしていったが、この手の渉しょう外がい的なことはすべて副社長の天宮に丸投げである。

「大変ですね……」

　自分が人付き合いやコミュニケーションを取るのが下手な自覚がある澄花は、天宮に同情してしまうが、それを聞いて天宮はクスッと笑って首を横に振る。

「適材適所っていうだろう？　俺はこういうの、得意分野なんだよ」

「苦じゃないんですか？」

「まったく。まぁ、外食続きでちょっと健康面に気を配らないといけないけど」

　彼はわざとらしくお腹のあたりを撫でた。

　とはいえ、天宮は優美な王子様タイプで、すらりと背が高くほっそりしている。無駄なぜい肉などひとかけらもついているように見えないので、実際はきちんと管理しているのだろう。

「そういえば、社長はゆで卵とシリアルしか召し上がらないって」

　あくまでも噂だが、社長の偏食ぶりは社内でも有名だった。

「ああ……それは改善されてるよ。奥方様がよくできた人でね。ちゃんと食べさせてる。まぁ、俺たちとしてもあの人の身になにかあったら困るから、健康で長生きしてもらわないと」

　ふふっと冗談ぽく笑う天宮に、澄花も笑って同意する。

「そうですね」

　そこではらりと、頬に髪がひとふさ落ちる。後ろでまとめていた髪が緩んだようだ。右手で耳に髪をかけると同時に、触れた耳たぶに違和感を覚えた。

「あっ……」

「どうしたの？」

　それまでニコニコしていた天宮が、首をかしげる。

「ピアスが……ないですっ！」

　澄花は慌てて自分の耳たぶを掴んでいた。

「ピアス？」

　天宮はそこで、左耳に輝くピアスに気が付いたようだ。

「右耳にも同じピアスつけてたの？」

「はい。同じパールです！」

　顔から血の気がサーッと引いていくのがわかる。

　ピアスは数少ない母の形見だ。絶対になくしてはいけない、大事なものだった。

「どうしよう、下に落ちてるかな……！」

　澄花は真っ青になって、床にしゃがみ込んだ。

　床はフロアタイルが敷き詰められていて、しかも柄が幾何学模様で派手だ。ピアスがその上に落ちたとしたら、見つけるのは難しいだろう。手のひらであちこちを撫でながら捜したが、美しく磨かれた床にはゴミひとつ落ちていなかった。

「どうしようっ……。大事なピアスなんですっ……。亡くなった母のっ……！」

　白無垢もそうだが、母の遺品はそれほど多くない。しかもピアスという身に着けられるものはかなり特別だ。

　澄花は完全にパニックになっていた。美しいワンピースを着ていることも忘れて、床に膝をついたまま叫んでいた。

「栫さん」

　天宮もその場にしゃがみ込んで床に片膝をつき、澄花の肩に手をのせて顔を覗き込んできた。

「そのピアス、いつまで確実にあったか覚えてる？」

「えっと……食事をしている時は、あったと思います……！」

「じゃあ大丈夫だ。この辺り、どこかにあるよ。一緒に探そう。人も呼ぶからね。大丈夫だよ。必ず見つかるから心配しないで」

　天宮はそう言ってにっこりと微笑むと、すっと立ち上がって階段を下りていき、ものの数分で黒服の男性と女性をひとりずつ連れて戻ってきた。

「彼女のピアス……左と同じ、パールのピアスがどこかにあると思うので、一緒に探してもらえますか」

「かしこまりました」

　レストランのスタッフはしっかりとうなずき、タイルの上に手のひらを滑らせながら、ひざまずいて捜し始めた。

　こんなことをさせるなんて、と申し訳ない気持ちでいっぱいになった。だが普段は物わかりのいい、諦めることに慣れている澄花でも母の遺品は別だ。

「ごめんなさいっ……」

　謝りながらも、必死でピアスの行方を捜した。

「――澄花？」

　低い声に名前を呼ばれて、ハッとして振り返ると、個室のドアから龍一郎が姿を現す。

「龍一郎さんっ……」

　澄花は涙目になりながら立ち上がる。酔いもいっぺんに冷め、足元はショックでふらついていた。

「いったいどうしたんだ。なにがあった」

　龍一郎は慌てたように駆け寄って澄花を抱きとめ、すぐ側でしゃがみ込んでいた天宮を見て、怪訝そうに眉をひそめた。

「私の妻になにか」

　その声はひんやりと冷たく、完全に天宮を敵視しているのが伝わってくる。

　澄花は一瞬なぜ？と思ったが、澄花がなにかを答えるよりも先に、天宮がにっこりと笑って立ち上がった。

「彼女の捜し物を手伝っていただけですよ」

「捜し物？」

「ピアスなの。どこかで落としたみたいで……」

　澄花はオロオロしながら、肩に置かれていた龍一郎の手を振り切って、周囲を見回した。

「さっきまで確かにあったの、でもここでおしゃべりしてる時に落としたことに気が付いて……」

「おしゃべり？」

　龍一郎の視線が天宮に向けられる。

「ええ」

　それを受けて、天宮がまたにこりと微笑む。

　澄花は気が付かない。龍一郎の機嫌が、どんどん悪くなっていることに。彼のネイビーブルーの瞳が、嫉妬に燃えながら天宮にまっすぐに注がれていることに。

　そして目の前の龍一郎が自分をどんな目で見ているのか、わからない天宮でもない。タカミネコミュニケーションズをここまで大きくした立役者のひとりである副社長は、当然一筋縄ではいかない男だ。優男に見えて、その中身は社長の高嶺に負けず劣らず熱い。

　だが天宮は、一瞬で目に宿した熱を消し、澄花を気遣うように首を振った。

「ご主人、少し落ち着いてください」

「私は落ち着いているが」

「そうですか？　なにか誤解されているような気がしますが」

　天宮はふんわりと笑う。だがもちろん目の奥は笑っていない。

　そして彼の発言を挑発と取ったのか、

「誤解されるようなことをした自覚があるのか」

　龍一郎の低い声に力がこもった。

　一触即発の空気になるがピアスをなくしたことで完全に混乱していた澄花は、目の前の男ふたりの微妙な空気の変化に気が付かなかった。

（龍一郎さん、もしかしたら私が絡まれてると思ったの？）

　こんなことで揉めているよりも、ピアスを探す一分一秒が惜しい澄花は、少し焦れたように龍一郎に詰め寄った。

「ピアスを一緒に捜してもらっていただけよ」

「ピアス……そんなもの、買えばいいじゃないか」

　龍一郎は低い声でそう言い放つ。

「え……」

　澄花は息をのむ。その言葉はあまりにも冷たく、刃のように鋭く、澄花の呼吸を止める威力があった。

「買えばいいって……」

　思わず唇がわなないた。

　そんな澄花の左手首を掴むや否や、龍一郎は強引にこの場から引き離すように、歩き始めた。

「帰るぞ」

「あっ……！」

　澄花はふらつきながらも、必死で龍一郎の手を離そうともがく。

「離してくださいっ！」

　このままレストランを出てしまったら、母のピアスとは二度と会えない気がした。そのことを想像するだけで、全身から血の気が引く。

「いやっ！」

　だがいくら叫んでも、振りほどこうと力を込めても、龍一郎は澄花の抵抗などどうでもいいと言わんばかりに、階下へ続く階段へと進んでいく。

「小さなパールのピアスなんか、たいした金額ではないだろう。床を這ってまで探すものじゃない。もっといいものを百でも二百でも買ってやる」

　龍一郎はくだらないとでも言うように、吐き捨てたのだった。

「そんな……」

　それは澄花にとって、とても残酷な言葉だった。母のピアスは買えるものではないのだ。

「龍一郎さんっ……」

　母の遺品と同じものは買えない。これは澄花にとってただのピアスではない。思い出だ。

（どうして……どうしてそんなひどいことを言うの!?）

　澄花の目の前が真っ白になる。

　唇を震わせながら澄花はたまらず叫んでいた。

「なんでもお金で買えるって思わないで！　ただのモノじゃない！　そこには心があるのよ！」

　その瞬間、雷に打たれたように龍一郎は体を震わせ、澄花を振り返る。

　ネイビーブルーの瞳が矢のように澄花を射抜く。そして同時に、彼に掴まれていた手首が、ぎしりと音を立てた。

「あっ……！」

　たまらず澄花は悲鳴をあげる。手首から全身に痛みが走り、目眩がした。平衡感覚を失い、足がふらつき、倒れまいとしてよろよろと壁に寄りかかった。

「いた……い……」

　澄花は自分の左手首を抱えるようにしてうめいていた。普段から自分は我慢強い方だと思っていたが、ズキズキと激しい痛みで吐き気が襲ってくる。

「っ……」

　それを見て、ハッとしたように龍一郎は掴んでいた手を離す。まるで鉄の棒をいきなり掴んで、その熱さに驚いてしまったような。そんな勢いだった。

　だが急に自由になった澄花は、その場にずるずるとしゃがみ込んでしまった。

「栫さんっ？」

　天宮がそれを見て慌てて駆け寄ろうとしたが、

「――澄花っ！」

　それよりも先に龍一郎が叫ぶように澄花の名前を呼んで、床にひざまずき澄花の肩に手をのせた。

「澄花っ……」

　龍一郎の美しい顔は真っ青で、完全に色を失っていた。だが澄花とて青ざめるのを通り越して、真っ白になっている。

（ひどいっ……ひどい……。私がなにをしたっていうの!?　落としたピアスを捜すことがそんなにみっともないことなの!?）

　目の前にいるはずの龍一郎が、まるで知らない人のように見えた。

「いやっ……さわらない、でっ……！」

　澄花の言葉に、龍一郎は弾けるように澄花の肩から手を離す。

「くっ……」

　澄花は壁に寄りかかったまま足に力を込めて立ち上がろうとするが、興奮と怒りと痛みのせいか、完全に脳と体がバラバラで、思うように体が動かない。

「澄花……」

　そんな様子を見て、龍一郎はやはり手を差し伸べるが、

「やめてっ……！」

　自由になる右手で、龍一郎の手を強く振り払った。

「私にっ、もう二度とっ……触らないでっ……！　龍一郎さんなんか、大嫌い！」

　まるで子供のような拒絶の言葉を吐くと同時に、澄花の大きな目から、ぽろぽろと涙がこぼれた。

「澄花……」

　龍一郎はその場にひざまずいたまま呆然と澄花を見上げたが、澄花は痛みでクラクラしていた。

（痛い……！）

　どんどん手首が腫れていくのがわかる。だがこの場を離れるわけにはいかないのだ。

（ピアス……探さなきゃ……お母さんの……！）

　だが涙が止まらず、床がよく見えない。澄花は手の甲で子供のように涙を拭いた。

「栫さん、ピアスは俺に任せて病院に行きなさい」

　そこで声をかけてきたのはやはり天宮だった。ふんわりと包み込むように肩に手が置かれ、ふらつく澄花の体が支えられる。

「でもっ……！」

「お店の迷惑になる」

「っ……」

　澄花はがつんと殴られたような衝撃を受けて、顔を上げる。

　天宮はふっと表情を緩めて、軽く首を横に振った。それは〝怒ってるんじゃないよ〟と澄花に言い聞かせるような優しい眼差しだった。

「ほら、考えてみて？　君のような絶世の美女が泣きながら床を這いつくばっていては、ほかの客が困るでしょ。あの床にどんな秘密があるんだろうって、気になって食事どころじゃない」

　それは天宮らしい、少しユーモアを交えた提案だった。

　だがその言葉に澄花の発火寸前の思考回路が一気に冷えて冷静になっていく。

（ああ……そうだ。私、子供みたいに騒いで……。ここは三ツ星レストランなのに……誰かの特別で大切な時間を台無しにするところだった……）

　澄花は泣きながら、こくりとうなずいた。

「はい……ごめんなさい……天宮さん……ごめんなさい……」

「俺に謝らなくてもいいから」

　天宮は優しく笑って、ひざまずいて呆然としている龍一郎のことを無視し、澄花の肩を抱いた。

「ここじゃなんだから、部屋に入ろう」

　確かにいつまでも廊下に出ているわけにはいかない。ほかの客に鉢合わせてしまうかもしれない。いったん天宮たちが食事をしていた個室に戻ることになった。

　そして天宮はピアスを捜していた給仕を呼び戻し、ビニール袋に氷を詰めて持ってくるようにてきぱきと指示する。さすが一流レストランの給仕というべきか、彼らは一瞬たりとも騒ぐことなく静かにうなずいて、氷を持ってきてくれた。

「――折れてはいないと思うけど。捻ねん挫ざかな」

　天宮が椅子に座ってうなだれる澄花を見下ろして、唸うなる。

「腫れてきたね……」

「はい……でも、氷で冷やしてるとだいぶ楽です……」

「そっか。よかった」

　そこでふうっと、天宮はため息をついた。

「あ……」

　澄花はそのため息に、彼を巻き込んでしまったことに気が付いて、急に恥ずかしくなった。

「あ、あの……すみません……」

「えっ、なにが？」

「変なことに……巻き込んでしまって」

　気の置けない友人たちとの楽しい食事の結末が、これである。申し訳なさすぎて、いてもたってもいられなくなってしまった澄花は、立ち上がって深々と頭を下げた。

「いいんだよ、そんなこと」

　天宮はそう言って、少し考え込むように目を伏せた。それからすっと顔を上げ、廊下に出ていく。

「天宮さん……？」

　急にどうしたのだろうと思ったが、すぐに天宮は戻ってきて、困ったように肩を竦めた。

「ご主人の姿がないんだけど」

「えっ！」

（置いていかれた……？）

　その事実がぐさりと胸に刺さる。

　だが、触らないで、大嫌いとまで言って彼を拒絶したのは自分なのだ。彼がいなくなるのも当然かもしれない。

「そうですか……」

　澄花がつぶやくと、なんとも気まずい雰囲気になる。天宮はくしゃりと髪をかき上げた。

「こんなこと俺が口を出すことじゃないかもしれないけど、大丈夫なの？」

「――天宮さん、あの……」

　澄花は椅子に座り、顔を上げる。

　大丈夫かというのは、当然龍一郎のことだろう。もしかして彼が日常的に暴力を振るう男だと思われたのではないか。だとしたらそれは澄花の望むところではない。

「こんなこと、初めてなんです……」

　澄花は言い訳のように声を絞り出した。

　頭が冷静になると、ズキン、ズキンと響くような痛みが気になったが、それ以上に胸が痛かった。

（触らないで、なんて言う気はなかったのに。しかも大嫌いだなんて……子供みたいだった……）

　澄花が龍一郎に対して怒りを覚えたのは、母の形見のピアスをまるで小石のように言われ、捜す時間を奪われそうになったからであって、腕のせいではない。

　普段の彼は澄花を真綿で包み込むように大事にしてくれている。龍一郎に澄花の腕を捻挫させるつもりがあるはずがない。だからこれは事故だと澄花は思っている。

　だが天宮はその言葉を苦々しく受け止めている。そうは思っていないようだ。

「そっか」

　どこか困ったように笑う天宮を見て、澄花はまた深くうなだれた。

（そうよね……。初めてだからいいのかってことになるし……。そもそも天宮さんには関係ないといえば関係ないし……。なに言ってるんだろう）

　そうは思うが、自分の気持ちをどうやって言葉にしたらいいのかわからない。澄花は自分で腕を氷で押さえながら、唇を噛みしめた。

「本当にどうしてか……わからなくて……」

「――理由ということなら、わからないでもないよ」

　天宮の返答は思いがけないものだった。

「え？」

　なぜ天宮にわかるのだろう。

「どういうことですか？」

　澄花は首をかしげる。

「もしかしたら俺のせいかも」

「俺のせい？」

　澄花は目を丸くする。

　天宮は親切にしてくれただけだ。怪我が天宮のせいであるはずがない。

「そんなはずありません……そんなこと……」

　澄花は首を振って目を伏せた。

「天宮さんはなにも悪くないです……」

　むしろこんなふうに巻き込んでしまって、申し訳ないくらいだった。

　それからすぐに澄花のもとに運転手がやってきた。いつも龍一郎の車の運転をしている六十代後半の男性で、名前を古ふる河かわという。

「奥様、龍一郎様から聞きまして、病院の手はずを整えました。参りましょう」

　龍一郎が姿を消していたのは彼を呼んでいたからなのだろうか。置いていかれたわけではないとわかるとホッとした。

「はい……」

　澄花はうなずいて立ち上がった。

「天宮さん、ありがとうございました」

「ううん、気にしないで。ピアスのことはちゃんと店側に伝えておくからね。大丈夫、絶対に出てくるよ」

「ありがとうございます……」

　頭を下げる澄花に天宮はにこりと笑って、「じゃあまた会社でね」と告げ、部屋を出ていった。

（本当に天宮さんには申し訳なかったな……。菓子折りでも持っていくべきかしら……）

　澄花はそんなことを思いながら、古河と一緒に階段を下りていく。

　レストランの庭の石橋を渡り、扉の前に出ると、そこには黒塗りの車が停車していた。古河が後部座席のドアを開く。

「ありがとう」

　礼を言い、少し緊張しながら、車の中を覗き込んで気が付いた。後部座席にいるはずの龍一郎の姿がない。

「龍一郎さんは？」

　背後の古河を振り返ると、彼は少し困ったように微笑んだ。

「奥様に付き添うおつもりでしたが、ご実家から急な連絡がございまして。大事なお仕事のようでタクシーを拾われてそちらに」

「……そう」

　その言葉を聞いて、澄花はまたなんとも言えない気持ちになる。

（仕事……こんな時でも仕事に行ってしまうんだ……）

　まるで胸の真ん中にぽっかりと大きな穴が開いて、冷たい風が通り抜けていくような気がした。

（確かに今、顔を見ても、なにを言っていいかわからない……。けど……でも、側にいてほしかったな）

　ホッとしたような、なにか取り返しのつかない状況になっているような、澄花は不安なまま、車に乗り込んだ。




　病院で治療を終えた澄花は、葛城邸に戻ってまず龍一郎の姿を探した。

　だが家の中は真っ暗だった。

「龍一郎さん？」

　彼の名前を呼びながらすべての部屋を見て回ったが、龍一郎はいない。まだ帰ってきていないらしい。

「はぁ……」

　自分の部屋に戻って、ドレッサーの前の椅子に座る。

　左手首はやはり捻挫だった。テーピングを巻いてもらって痛みは感じなくなったが、完全に治るまで二週間ほどかかるという。

（どうしてこんなことになったんだろう……）

　龍一郎と夫婦になって、愛さなくていいという彼の言葉に寄りかかり、甘やかされ、溺愛され、穏やかな日々を送っていた。けれどふと、幸せになって春樹を忘れることが恐ろしくなった。

　そんな戸惑いの中で、こんなことになってしまった。

（どうしたらいいんだろう。全然わからないよ……）

　どっと疲れが襲ってきて、目眩がした。メイクを落とさなければとか、着ていたワンピースを脱ぎたいとか、あれこれ考えたが体が動かない。

　澄花はドレッサーに片腕を置き、その上に頭をのせる。

（少しだけ……少しだけ……目を閉じたい）

　そして目を閉じた瞬間、まるで引きずり込まれるように意識を失っていた。




　いったいどれほど時間が経ったのか――。

　かすかに衣擦れの音がする。うとうとと、ドレッサーにうつ伏せになるようにして眠る澄花の横に誰かが立っていて、触れているのかいないのか、わからないくらいそっと頭を撫でている。

「澄花……」

　大きな手が澄花の後頭部を撫でた後、まとめた髪をほどいて、指で梳く。さらさらと澄花の黒髪が背中を覆うように広がっていく。

　それから膝裏と背中を支えた手に力がこもり、澄花の体がふわりと浮いた。

　ゆらゆらと足が揺れる。その浮遊感と安心感は、澄花の幼い頃――亡くなった父との数少ない思い出を連想させて、澄花はなぜか無性に泣きたい気分になった。

　体がゆっくりとベッドに横たえられる。

（もう少し抱っこされていたかったな……）

　子供のようにそんなことを思っていると、今度は額に手がのせられた。

「君を傷つけるつもりはなかった……すまない……。謝って許されるわけではないが……本当に申し訳ない」

　その謝罪の言葉は耳を凝らさないと聞こえないくらい小さくて、けれどとても苦しそうで、夢うつつのはずの澄花の心にも、まっすぐに届いてくる。

　額を撫でた手は今度は澄花の足へと移動し、踵かかとを支えながらパンプスを脱がせていく。左、右と、一足ずつ。まるで姫君に仕える侍従のように、うやうやしく。

（ああ……龍一郎さん……）

　それは間違いなく、夫の声、そして夫の手だった。

　両方の靴が脱がされた後、今度はワンピースに指が触れる。ゆっくりとファスナーが下ろされ、体にぴったりだったワンピースを脱がされて、呼吸が楽になった。

「は……」

　澄花が声を漏らすと、唇になにかが触れた。

（くすぐったい……）

　顔をそむけると、ふっと笑う気配がする。

「この手で触れるだけだと自分に言い聞かせても、我慢ならなくなるな……」

　そむけた顔が大きな手で包み込まれ、唇に、柔らかいなにかが押しつけられる。けれどそれは一瞬で、すぐに離れて、そのまま額へと移った。

　チュ、チュッと、額の上で音が鳴る。

（キス……？）

　けれどキスというにはかなりがむしゃらで――。

　むしろそうせずにはいられないのだと、まるで懇願のようなキスだった。

「――愛しているだけなら、罪にはならないと思った……。君に愛されようなどと不届きなことを思わなければ、結婚さえすれば、このまま君を、俺のものにできると……思ったんだ」

　その不器用なキスに、言葉に、なんだか心臓をぎゅっと掴まれているような気がして、苦しくなる。

「俺は君を愛している。誰よりも、世界中のなによりも、愛している……。ただの親切な男と話しているだけでも、火をつけられたように嫉妬してしまうくらい……君が好きで、苦しくて……どうしようもない……」

　その声は身を切るような切なさがあって。確かに怪我をしたのは、傷つけられたのは自分だったはずなのに、龍一郎の方がずっと傷ついて、泣いているような気がした。

　その瞬間、澄花は唇を震わせ、彼の名前を呼んでいた。

（りゅ……いちろ、さん……！）

　けれど唇はわななくばかりで、声は出ない。まるで夢の中にいるみたいに、澄花は自分の意志で指ひとつ動かすことができなかった。

「――」

　もう一度額にキスが落とされ、そして左耳に指が触れる。パールの丸みを確かめるように動き、それからピアスが外された。

　ベッドのスプリングが軋む音がして、龍一郎が離れる気配がする。ドレッサーの上に置きっぱなしのジュエリーボックスの蓋を開ける音が聞こえた。

　確かにつけっぱなしでは寝づらいだろう。きっと龍一郎は気を使ってくれたのだ。

　だがその瞬間、澄花の胸にすうっと冷たい風が吹き抜ける。

（待って……待って）

　彼を止めようと思うが、動かない。

「……っ」

　蓋を開けて、龍一郎が息をのむ気配がした。

（ああ……）

　澄花の心は、ずるずると足を引っ張られて泥沼に沈んでいく。

　レストランに行く前、ジュエリーボックスに、春樹の写真を入れたばかりだった。

　――パタン、とジュエリーボックスが閉じる音が響く。

　なにを言うでもない。龍一郎は無言だった。そして彼は澄花の部屋を出ていく。ゆっくりと、澄花を起さないように注意深くドアを閉めて――。

　なにも見えないはずなのに、澄花の瞼の裏には、ひどく気落ちして肩を落として出ていく龍一郎の姿が映っていた。

（龍一郎さんに……見られた）

　横たわっているだけなのに、目眩がした。まるで体が宇宙に放り出されたように、ぐるぐると目が回る。

（見られてしまった……ハルちゃんの写真を……）

　この七年間、澄花がずっと心の支えにしてきた春樹の写真。あれを龍一郎が見たらどう思うだろう。

　いや、どう思うもなにも、『嫌い』と言われたにもかかわらず、それでも眠る澄花に愛していると告げる龍一郎にとって、つらいことでしかないはずだ。

　ズキン、と胸が軋んだ。

（龍一郎さん……待って……私……）

　気持ちが焦って、体が動かない。

　結局、澄花は目覚めることができず――きっと疲れすぎていたのだろう。そのまま意識を手放してしまったのだった。




　目を覚ますと、朝の六時だった。澄花はゆっくりとベッドで体を起こす。

　靴はベッドの下にあり、ワンピースは椅子の背もたれにかけられていた。左耳に触れると、そこにピアスはない。

（夢であってほしい……）

　そんなことを思いながらベッドから降りてドレッサーに向かい、ジュエリーボックスの蓋を開ける。

　ピアスも写真もそこにあった。七年間変わらない春樹の優しい笑顔と、ひと粒だけのパールが、澄花の心を貫いた。

　自分の行為は裏切りだった。

　誰に？　決まっている。

　春樹と、龍一郎。ふたりの男性への、裏切りだったのだ。

　春樹を毎日思っている、決して忘れないという心の誓いを忘れ、一方で龍一郎にも不確かな思いを抱えて、ふたりの男性の間を振り子のように揺れていた。

　龍一郎が自分を知っていたこと。丸山夫妻を助けてくれたこと。最初から気になっていたはずなのに、自分だって彼に隠していることがあるのだから、無理に聞き出すのはやめよう、もう少し時間が必要だと先送りにしていた。

　では春樹への気持ちをどう整理するのか、考えなければならなかったが、今はまだその時ではないと、あえて目を逸らしていた。そして結局、自分は言い出せないままだった。

　ということは、やはりどれだけ言いづらいことでも、最初にきちんと話し合うべきだったのだ。

『――今後はご神徳のもと、相和し、相敬い、苦楽を共にし、明るく温かい生活を営み、子孫繁栄のために勤め、終生変わらぬことをお誓いいたします。なにとぞ、幾久しくご守護くださいますようお願い申し上げます』

　白無垢姿の澄花の隣で、誓詞奏上を読み上げた龍一郎の、低い声を思い出す。

（夫婦はお互いに支え合うものなのに……そんなの当然のことだったのに……）

「っ……」

　澄花の唇が、わななく。なにか声を出そうにも言葉が出てこない。

　けれど腹の底から熱い塊のようなものが込み上げ、喉がぎゅーっと締めつけられて、目の奥が熱くなった。

　澄花は拳をきつく握りしめる。

　どうしたら正解なのか、わからない。龍一郎になんと言えばいいのか。どうしたら彼を傷つけずに春樹のことを話せるか、わからない。

　どうしたら、どうしたら――。

　昨晩と同じように、目眩がする。澄花はとっさにドレッサーに手をついていた。グッと奥歯を噛みしめて、目を閉じる。

　懐かしい春樹の笑顔と……それから龍一郎の、少し困ったような、遠慮した微笑みが脳裏に浮かぶ。

（……ここで迷っているから、私はダメなんだ……！）

「龍一郎さんっ！」

　澄花は悲鳴をあげるようにして夫の名前を呼び、部屋を飛び出していた。

「龍一郎さんっ……」

　泣きたくなるのをこらえながら、一階、二階、すべての部屋をひとつひとつ確認していく。だが葛城邸のどの部屋を見ても龍一郎の姿はない。

　昨晩帰って来た時とまるで変わらない、静かな空気に、澄花は呆然となった。

「昨日のあれが……夢？」

　だがあの熱っぽい囁きが、温かい手が、キスが、懇願が、告白が、自分が都合よく見た夢だとはとても信じられない。

　澄花はどうしていいかわからないまま、階段の下の方で座り込んだ。

「はぁ……」

　ため息をつきつつ膝を抱える。

「そんなはずない……あれは現実だった……！」

　思わずそうつぶやいていた。

　確かに龍一郎はドレッサーにもたれるようにして眠っていた澄花を抱き上げベッドに運び、パンプスとワンピースを脱がせ、ピアスを外した。

　たったひと月程度とはいえ、澄花は龍一郎に真綿でくるまれるように愛されたのだ。彼の温もりを間違えるはずがない。

「じゃあ……だったら……出ていったきり朝まで帰ってきてないってこと？　写真を見て、呆れたから……私の顔を見たくなくなった……とか」

　そう思えば納得できないこともない。彼は自分に愛想が尽きたのかもしれない。忘れられない男がいて、その写真を新居に持ってくるような女には、愛する価値がなかったと気づいたのかもしれない。だとすれば自業自得だし、今さら澄花がなにかをしたところで、かえって龍一郎を煩わずらわせるだけなのではないか……。

「はぁ……」

　急に弱気になった澄花は、そうやってほんの少しの間だけ落ち込んでいたが、ぷるぷると首を振った後、階段ですっくと立ち上がった。

「勝手にあれこれ考えてても、話にならないわよね……！」

　そうだ。それでは今までとなんら変わりない。進歩もない。

　なにしろ昨日の今日だ。どうしても朝一番でこなさなければならない仕事があって、早めに出ただけなのかもしれないのだから。

　時計を見ると、朝の七時になっている。このまま階段に座っていても仕方ない。

　澄花はとりあえず気持ちを切り替えて仕事に向かうことにした。










彼のキズ




　だが龍一郎は帰ってこなかった。その晩も、その翌日も、翌々日も――。

　そして気が付けばあの日から、丸五日が経っていた。

　澄花がいくら携帯に電話をかけてもコール音が虚むなしく響くだけだった。

　もしかしてなにか事故に巻き込まれたのではないか、連絡が取れないような状況になっているのではないかと思ったが、彼は常に仕事に追われるビジネスマンだ。職場に来ていないということになればとっくに大騒ぎになっているし、まず龍一郎の両親から連絡があるはずだ。

　だが澄花のもとには誰からもそんな連絡はなかった。ということは、龍一郎は〝自らの意志で澄花と会わないようにしている〟ことになる。

　これ以上連絡が取れなかったら KATSURAGI 本社に行くしかないと思っていた澄花は、そのことに気が付いて、心がぽっきりと折れてしまった。

（龍一郎さんは私に会いたくないと思っている……）

　彼を深く傷つけたことを思えば当然かもしれないが、せめて顔を見て謝りたかった。

「なんだか先輩、今日はいつにも増してやる気満々のびしばしモードでしたねっ？」

「そうかなぁ……。まぁ、ちょっと確かに集中してたかもしれないけど」

　昼休み、珠美と連れ立ってシブヤデジタルビルを出た澄花は、目新しい店はないかと、辺りをうろうろしていた。

（実際は、龍一郎さんのことを考えないで済むように、仕事に集中していただけなんだけどね……）

　連絡が取れないとわかっていても、澄花は相変わらず折を見ては龍一郎の携帯に連絡を入れている。

　もしかしたらこれはちょっとしたすれ違いで、実は携帯を落としていたとか、急に電波が通じない外国に出張になって携帯が使えなかったとか、龍一郎からそんなリアクションがあるのではないかと期待してしまう。

　だがこの現代で、まったく連絡の取りようがないということが起こりえるだろうか。あるはずがないのだ。

（私にそんな権利はないかもしれないけれど……悲しい）

　一瞬暗い表情になった澄花だが、今は珠美もいる。気落ちすればすぐに気づかれてしまうだろう。

　何事もなかったかのように笑顔を作って、隣を歩く珠美の顔を覗き込んだ。

「それよりタマちゃん、なに食べたいか決めた？」

　食欲はあまりなかったが、職場にこもっていても気が滅入りそうなので、澄花は珠美に誘われるがままついてきたのだ。

　天気はいいし、空は青い。道行く人もだいぶ薄着になってきている。梅雨はまだ明けておらず、澄花は相変わらず黒のブラウスとタイトスカートだが、すぐそこに夏の訪れを感じていた。

「てゆーか、今日のランチはがっつりいきたいんですよねぇ～。パスタって気分でもないし、サラダって気分でもないんですよ」

「がっつりねぇ……」

　澄花もあまりがっつり食べられるような店に詳しくない。

「営業部の男子にでも聞いてくればよかったわね」

　営業部に多い体育会系男子ならそのへんは詳しそうである。

　とはいえ、ただの思いつきなので、あくまでもさらっと口にしただけなのだが、

「――体育会系男子」

　珠美は澄花の言葉を復唱して、立ち止まった。

「タマちゃん？」

　いったいどうしたのだろう。忘れ物でもしたのだろうかと、澄花も足を止めたところで、珠美はすっと前の方を指さした。

「先輩……あれ、見えます？」

「え？」

「なんだかでっかいのが、こっちに手を振りながら、近づいてきてますけど……」

　こんな渋しぶ谷やの雑踏の中で、そんなことを突然言われてもすぐにはわからない。

「どこ？」

　澄花は首をかしげながら、珠美が指さした方向を見つめた。

（なにか……大きいものが……近づいてきてる？）

　そう、おかしな言い方だが、まさにその通りだった。

　大きな塊が、ぶんぶんと手を振りながら駆け寄ってきているのだ。

「やっぱり、クマみたいなでっかいのが二足歩行で近づいてきてますよっ！　クマなのにっ！」

　珠美が両手を頬にのせて叫ぶ。

　クマなのに二本足と言いたいのだろうか。だが彼はクマではない。人間だ。

「いや、タマちゃん待って……あれって……」

　澄花は驚いて目を丸くしたまま、逃げ出そうとする珠美の腕を掴んでいた。

「お、おっ、おおおお、お久しぶりです！」

　その大きな青年は――いったいどこからダッシュしてきたのだろう。肩で息をしながら、澄花の前に立ち止まり、深々と頭を下げた。

　きちんとした仕立てのよいスーツ姿の彼は、頭を下げてもなお大きい。自分の隣に立っている珠美が小さいので、まるで岩のように見える。

「クマがしゃべったぁ！」

「いやだからタマちゃん、彼は……クマじゃないでしょ」

　ふざけているのは承知だが、珠美だって彼には見覚えがあるはずだ。

「ほら、あの真琴くんのケーキを食べに行ったホテルで」

「あ」

　澄花の言葉に、珠美がハッと目を丸くし、ビシッと指をさした。

「先輩にお酒かけたクマだっ！」

　その現場を珠美は見ていないのだが、澄花がその話をした時に『そういえばそんな人が会場にいましたね』と話していたのだ。本人を目の前にして、思い出したらしい。

「はいっ！　杉すぎ江え莞かん爾じといいます！　KATSURAGI の営業部で働いていますっ！」

「思い出した、思い出しましたよ！　杉江さんっていうんですね～」

　珠美はふんふんとうなずきながら、ポケットから取り出したハンカチで額の汗を拭う杉江を見上げる。

　KATSURAGI のパーティーで会った時より少し髪が伸びてはいたが、相変わらず背が高く、大きく、そして森のクマさんのように優しそうでもあった。

「杉江さん、今なにしてるんです？」

　珠美は好奇心で目を輝かせながら問いかける。彼女のお尻から、目には見えない尻尾がぶんぶん振られている気がする。

「はい。ちょうどお客様のところから帰る途中だったんですが、あなたを遠くから見かけて……」

　杉江は珠美から澄花に目線を移しながら、にっこりと微笑んで答える。それを聞いて珠美がさらにグイッと一歩杉江に近づいた。

「お昼は？」

「いや、まだですけど」

　なぜそんなことを聞かれているのかと、不思議そうに杉江が首をかしげると、その瞬間、珠美はにこーっと笑って、隣の澄花の顔を見上げた。

「杉江さんと一緒にご飯食べましょう、先輩っ」

「えっ？」

「ええーっ!?」

　驚く澄花よりも三倍驚いた様子の杉江は、目をパチパチさせながら澄花と珠美を交互に見比べる。

「い、一緒にって、その、あなたたちと俺がですかっ!?」

　それもそうだろう。彼の驚きは当然だ。

　だが珠美はあっけらかんと言い放つ。

「そうですよ～いいじゃないですか～。ここで会ったが百年目、ですっ！」

「タマちゃん、それって仇かたきを見つけた時のセリフじゃない？」

　思わずどうでもいいことをツッコんでしまった澄花だが、珠美はウフフと笑ってじりじりと杉江に近づいていく。

「まぁまぁ、いいでしょ？　先輩に迷惑かけたんだから、そのお詫びだと思ったら安いもんですよっ」

「た、確かに……！」

　しかも杉江に奢おごらせるつもりらしい。

　驚いた澄花が口を挟もうとしたが、それよりも早く、杉江はキリッとした表情でしっかりとうなずくと、任せろと言わんばかりに胸のあたりを拳で叩く。

「わかりました！　ぜひご馳走させてくださいっ！」

　それを見てまた珠美はニコニコと機嫌よく微笑んでいる。

（そういえばタマちゃん、天宮さんとは違うけど、タイプだって言ってたっけ……。いいきっかけだったのかも？）

　澄花はいきなりの展開に驚きながらも、結局、杉江と一緒にランチを取ることを了承せざるを得なくなってしまった。




　杉江が店に心当たりがあるというので、彼の後をついて歩く。「あ、俺だけどー」と電話をする杉江の大きくて広い背中の後ろで、珠美が楽しそうに微笑む。

「いったいどこでしょうねっ？」

「そうねぇ……どこかしら」

　昼休みは限られているので遅くならないようにしてもらいたいと考えていると、杉江が繁華街の裏道に入り、ビジネスビルの前で立ち止まった。

　この辺りは渋谷の中でも少し落ち着いたエリアで、どちらかというと割かっ烹ぽうなどの敷居の高い店が多い。あまり足を踏み入れたことはないので、こんなところにひっそりと、ランチが食べられるような店があるとは知らなかった。

「この下です」

　地下へ続く急な階段を下りていくと、暖の簾れんも出ておらず【準備中】と札がかけられていた。入り口には小さな石の水桶があり、葉が浮いている。涼しげでいい雰囲気だ。

「やってないみたいですよ～？」

　珠美の言葉に、杉江はクスッと笑って引き戸に手をかける。

「大丈夫です。さっき開けてもらうよう連絡したので」

　確かにどこかに電話しているようだったが、こんな敷居が高そうな店にかけている様子ではなかったはずだ。

「こんにちはー」

　そしてがらりとドアを開けた。

　澄花はドキドキしながら、杉江の後から店に入る。

（なんだかものすごく高そうなお店だけど……）

　店の中はカウンターのみ。中にはいかつい男が三人立っていた。全員ビシッと調理白衣を着ているので料理人とわかる。年は四十代から六十代くらいまでで、いかにも厳しそうだ。

　だがそんな彼らに、杉江は笑顔で話しかける。

「急に無理を言ってすみませんでした」

「なにをおっしゃるやら」

　そう答えたのは一番年かさの料理人だった。彼は杉江とその背後の澄花と珠美を見てにっこりと笑顔になる。

「どうぞ。奥の座席を用意しています」

　通された座席にはすでに食事の用意がされていた。畳敷きの上にテーブルと椅子があり、窓の外には吹き抜けの中庭が広がっている。真ん中にはもみじの木が植えられていた。秋口には目にも美しい紅葉が見られるのだろう。

「わー！　わー！」

　テーブルの上を見て、珠美が目を輝かせる。

　ガラスの器には、雲う丹にがのった豆腐のわさび餡あんがけ。お麩ふのごま酢和えに、エビの和え物。アスパラのお吸い物に、あぶった鯖のお寿司。さらに生姜ご飯とお味噌汁、香の物と、目にも美しいものがお盆の上に少しずつのせられている。女子が大好きなパターンだ。

「きれーい、美味しそーう！」

　きれいなものが大好きだという珠美は、きゃっきゃと笑顔になってぱしゃぱしゃと写真を撮った後、きちんと手を合わせて元気よく「いただきますっ！」と頭を下げた。

「あっ、どうぞ召し上がってください」

　杉江は相変わらず目を丸くしている澄花と、はしゃぐ珠美に向かって、手を差し出した。

「いただきます……ご馳走になります」

　澄花も軽く会釈をして、すべすべの箸を手に取った。

　食事をしながら話を聞いてみれば、杉江はこの料亭を含めたグループ会社の御曹司だという。兄弟は三人で、兄と姉がひとりずつ。ふたりともそれぞれ違う会社で働いているのだとか。いずれ誰かが後を継ぐかもしれないが今のところ全員仕事が楽しく、そのつもりはないそうだ。

「KATSURAGI に入ったのは俺が花が好きだからなんですけど」

　杉江は最後のお茶を飲みながら、しみじみとうなずき、

「っていうかあの……」

　チラチラと視線を向けて渋い表情になった。

「今さらなんですけど……副社長の奥様ですよね？」

「あ」

　澄花はハッとした。

「ご存じだったんですか」

「どうして知ってるんですか～？　私だって最近教えてもらったのに」

　デザートをモグモグしながら代わりに珠美が問いかける。

　珠美には結婚を打ち明けた後、相手の葛城龍一郎についても話している。だが杉江がいくら KATSURAGI の社員といっても、副社長の結婚相手である澄花の名前と顔が一致するとは思わなかった。

　すると杉江はふふっと自慢げに微笑む。

「実は俺、副社長の親類にあたるんです。俺の母と社長が従兄弟同士で、小さい時から仲がよかったらしいんですよ。だから副社長の結婚式にも親は行ってて」

「お義父様と……そうだったのね」

　社長というのはもちろん龍一郎の父のことだ。温和な人柄なので親戚付き合いも穏やかに続いているのだろう。

「写真だけ後から見せてもらって、あっ、あの時の人だってびっくりしました」

　あははと笑う杉江は、それから照れたように髪をクシャクシャとかき回す。

「でもある意味俺のおかげで、おふたりが結ばれたかと思うと、ドキドキしますねっ！」

「――そうですね」

　杉江はなにも知らないのだ。

　澄花がお金欲しさに、丸山夫妻を助けてほしくて、彼と取引したことを――。

　そのことを思い出して、澄花はなんとも言えない気持ちになる。

「ちょっと、お手洗いに行ってくるわね」

　いてもたってもいられなくなった澄花は、軽く頭を下げて個室を出ていった。

　化粧室でバッグを取り出して、携帯を確認するが、龍一郎から連絡はない。

「龍一郎さん……」

　そしてこちらからかけたところで取ってもらえない。

「どうしたらいいんだろ……」

　はぁ、とため息をつきながら化粧室を出て部屋に戻ると、杉江と珠美がお互いにスマホを持って突き合わせていた。

「あら」

「あっ、せんぱーい！」

　珠美はウフフと笑って、「私もお手洗い～」と入れ替わるように出ていく。

　今度は杉江と澄花が残された。

「あ、えっと、連絡先を交換しようということになりましてっ！」

　なぜか杉江が顔を真っ赤にして澄花に報告してきた。義理堅いなと思いながら、澄花は笑う。

「私に言わなくてもいいのに」

　ふたりともちゃんとした大人なので報告の義務などもちろんない。

「でも、龍兄ちゃんのお嫁さんなんでっ……！　俺にとってもお姉さんみたいなものなので！」

　杉江ははにかむように笑ったが、

「龍兄ちゃん？」

「あ、はい。昔はそう呼んでたんですよ。一時期、龍兄ちゃん、うちにいたから」

　杉江の言葉に、心臓が跳ねる。

「うちにいた……」

　その言葉がなぜかひっかかった。

　確かに龍一郎の父と杉江の母が従兄弟同士だと言っていた。そして小さい時から仲がよかったとも。だから行き来があったとしてもまったくおかしくはない。

（だけど……龍一郎さんと杉江さんは、ひと回りは年が離れているはずだわ）

　ということはいくら杉江が小さい頃の話とはいえ、龍一郎はそれなりの年齢であるはず。ではなぜ龍一郎は杉江の家に〝いた〟のだろう。なにかそこに事情があったのではないのだろうか。

（私の知らない昔の龍一郎さんのこと……杉江さんは知っている）

「あ……」

　その瞬間、杉江はハッとしたように目を開いた。澄花の表情を見て、自分が言ってはいけないことを言ってしまったということに気が付いたようだ。

「あの……えっと」

　嘘がつけないタイプなのだろう。杉江は視線をうろうろとさまよわせる。

「――杉江くん」

　澄花はぎゅっと拳を握った後、椅子から立ち上がり、杉江の隣に回り込んだ。

「教えて」

「えっ……？」

　凛とした眼差しに、杉江はどこか気圧されたように息をのむ。

「実は……龍一郎さんともう五日も連絡が取れないの」

「えっ、五日？　副社長は確かに最近会社に来てないようですけど……どこかに出張だろうって思ってました」

　杉江は焦ったように瞬きを何度か繰り返す。

　騒ぎになっていないということは、やはり仕事だけはしているのだ。彼は仮に深い悲しみの中にあっても、過去の澄花のように、ひとりの世界にこもったりしない。

　そのあたりは龍一郎らしいなと思いながらも、澄花は悲しくなった。

「龍一郎さんは、私に隠していることがあるの」

　なにかが込み上げてくるのを必死に抑えながら、杉江を見上げる。

「だけど彼は……今はまだ言いたくないみたいで……私はそれをいいことに、私も言いたくないことを言わないままで……結局龍一郎さんを傷つけてしまったの」

「傷、つけた……？」

「なにを言っているのかわからないかもしれないけど……私もまだどうしていいかわからないけどっ……だけど知らなくちゃって思うのっ……！　だから彼がいそうなところ、知ってたら教えてください！」

　そして澄花は深々と頭を下げた。

　いきなり居場所を教えろと言われたって、詳細を知らない杉江からしたらまるで意味がわからないに違いない。だが澄花の必死さが、杉江のなにかを動かしたようだ。

「――わかりました」

　杉江は澄花の顔をじっと見つめた後、おもむろに電話を始めた。

　いったいどこに？と不安になる澄花に、「母にかけてます」と教えてくれた彼は、電話が繋がって少し話してから、スマホを澄花に差し出した。電話の向こうには杉江の母がいて、澄花が名乗ると、結婚式で話す機会がなかったことを残念がってくれた。

《とってもきれいな白無垢姿で、お人形さんみたいだったわね。龍一郎さんも珍しく嬉しそうな顔をしてあなたを見つめていて……。あんな龍一郎さん初めて見たから、貴重なものを見たわねって笑ったのよ》

　杉江と血の繋がりを感じさせる、穏やかで朗らかな雰囲気が電話口から伝わってきて、澄花はホッとした。

（龍一郎さん……そんなふうに私を見ていてくれたんだ）

　余裕がなかった澄花は、まるで式の間のことを覚えていないのだ。

　嬉しく思いながらも、挨拶もそこそこに、澄花は単刀直入に問いかけた。

「あの、実は龍一郎さんと連絡が取れなくなってしまって……。でも、ご実家にいるとも思えなくて……どうしたらいいのか、困っていました。そこで杉江さんにお会いして、昔、龍一郎さんが、杉江さんのお宅に滞在していたと聞いて……なにかご存じなのではないかと思って」

　だが話せば話すほど、澄花はこれのなにが問題なのかと不安になってしまう。

　なぜなら龍一郎は大の大人だ。子供ではない。他人から見たら、五日ほど連絡が取れないくらいで騒ぐ澄花がおかしいに決まっている。

　だが澄花の本能が、なにかあると叫ぶのだ。眠る澄花に愛を囁き、ベッドルームから苦しむようにして立ち去った龍一郎に、なにかが起こっているのだと――。

　だから放ってはおけないのだと、心がざわめく。

《ああ……そうなのね》

　そして澄花のしどろもどろな問いかけに、なにかを察したのだろう。杉江の母は、深くため息を漏らした。

「――どういうことでしょうか」

　心当たりがあるのだろうか。緊張で喉が渇く。

《龍ちゃんは小さい時から大人顔負けにびっくりするくらい賢くて、でも人に弱みを見せない子だったの。嘘をついてでも、自分が傷ついてでも、誰も傷つかないことを選ぶ男の子だった。だから……誰も龍ちゃんの傷に気づかなかった》

「傷？」

《ええ。子供の頃からそうだったんだから、今だってそうだわ。そうに決まってる。ええ、きっとそうよ……。なぜ終わったことだと決めつけてしまったのかしら……》

　杉江の母は、なぜ思い至らなかったのだろうと言わんばかりに、ため息をついた。なんのことやらさっぱりわからないが、聞いた限りでは杉江の母には心当たりがあるようだ。

《わかりました。すぐに莞爾にメールするから、その住所に行ってみて》

　そう言って、電話を切ってしまった。

（龍一郎さんの傷……）

　どういうことだろうと思ったが、杉江のおかげで突破口が見えたのは間違いない。

「お母様、メールをくださるそうです」

　スマホを杉江に返すと、数分も経たずにスマホが震える。杉江はそれを見ながらすぐに胸ポケットから手帳を取り出し、美しい字で書き写し澄花に差し出した。

「どうぞ」

「ありがとうございます……！」

　澄花はメモをもらって、何度も頭を下げたが、杉江は逆に申し訳なさそうに首を振った。

「俺も昔のことは詳しくは知らないんです。だからうまく言えないんですけど……あなただったら龍兄ちゃんの心の中に入れるかもしれない……お願いします」

　そして深々と頭を下げたのだった。




　職場に戻った澄花は、デスクでぼんやりとメモを見つめていた。

　杉江からもらったメモには、『Ｈ庭てい園えん住じゅう宅たく』の住所が書いてあった。澄花にとっては縁もゆかりもない土地だ。神か奈な川がわ県にある、富ふ士じ山さん、江えの島しまを一望できる超高級住宅地ということくらいしか知らない。

（ここにいったいなにがあるんだろう……）

　龍一郎との出会いから、今日までを振り返っても、澄花にははっきりとした予測がつかなかった。ただあえてなにかないかと考えてみると、今までの結婚生活でひとつだけひっかかっていたことがある。

（龍一郎さんにかかってくる電話……会話の内容から、ほとんどが仕事の電話なのは間違いないけど……うとうとしているような深夜でも、龍一郎さんは電話を取っていた。あれだけは仕事の電話じゃなかったのかもしれない）

　深夜の電話を取る時、龍一郎は震え続けるスマホを持ったまま、静かに寝室から出ていった。そして数分で戻ってきては、申し訳なさそうに『仕事に行かなければいけなくなった』と澄花に謝罪して、家を出ていった。そんな真面目な龍一郎を見て、責任ある立場の人は大変だな、といつも思っていたのだ。

　だがその電話が、もし仕事ではなかったら――相手が女性だったら……？

　今さらだが、澄花はハッとした。

　龍一郎ほどの男が、自分と出会うまでひとりだったとなぜ思い込んだのだろう。その可能性をどうして今まで考えなかったのだろう。

　龍一郎から向けられる気持ちをまるっきり嘘だと疑っているわけではないが、人の心というものは黒と白できれいに切り分けられるものでもない。自分の心の中に春樹がいたように、彼にも事情があって一緒になることができないような、どうすることもできない関係の女性がいたっておかしくないのだ。

（私、本当に世間知らずだ……）

　澄花は急に、いろんなことが怖くなった。全身から血の気が引いて、ぞくぞくと震えがくる。

　だが澄花は、押し寄せてくる不安を前に、逃げることはできないと思った。

　勝手な想像で結論は出せない。

　ここに龍一郎がいるというのなら、行くしかない。

（龍一郎さんとこのまま離れたくない……！）

　強い決意を胸に抱き、澄花は自分の手帳にメモを挟み込むと、パソコンをスリープモードから戻し、午後半休の申請を出すことにした。仕事が終わってから行っては遅くなる。

（一刻も早く、龍一郎さんのもとへと向かいたい……！）

　半休は問題なく承認されたので、二時まで働き、澄花は今日の仕事を終える。

「先輩……大丈夫ですか？」

　静かにパソコンを落としている横で、珠美がどこか不安そうに尋ねてきた。

　かつて、澄花が自分の意志で契約結婚を選んだことも含めて、澄花を信じると言ってくれた珠美だが、さすがに澄花が緊張した様子で午後の仕事をこなしていることから、ただならぬ気配を感じ取ったらしい。

「――うん」

　うなずいてから、澄花は隣の珠美に顔を近づけた。

「私ね……」

「はい」

　緊張した様子で、珠美がごくりと息をのむ。

「考えてみたら、もともとこういうタイプの人間だったなって」

「え？」

「ここのところずーっと受け身の人生だったけど、本当は思い込んだらしつこいというか、相手の都合お構いなしというか……自分勝手っていうか」

「せん……ぱい？」

　珠美が不思議そうに目を丸くするのがおかしくて、澄花もふっと笑顔になった。

「ごめん、意味わからないよね。でもなんていうか……ずっとどうでもいいって思ってたことが、そうじゃなくなってきてるっていうか……」

「結婚してから？」

「そう、そうなの」

　澄花は深くうなずく。

「自分含めて、周囲のことに気持ちが向くようになったの。どうでもいいなんて思ってる暇なくなっちゃったみたい」

「ふぅん……よかったじゃないですか」

　珠美はふふっと笑う。

「なにかあったんだなぁって思ったんですけど、先輩、悪い顔してませんもん」

「そう？」

　思わず手のひらで頬を押さえる。

「ええ。お人形のように静かできれいだった先輩も大好きですけど、なんだか落ち着かない、エネルギー燃やしてるっぽい先輩も人間らしくて大好きですよ」

　そして珠美はピッと親指を立てると、パチンとウインクを繰り出す。

「ファイトですよっ、先輩っ！」

　珠美の励ましに、澄花から花のような笑顔がこぼれた。

　夫婦は支え合うものだという。だとしたら今、自分がやらねばならないことは、龍一郎の側にいたいと直接伝えることだ。はっきりと、顔も見たくないと言われない限りは、彼のことを諦めたくない。

「うん、そうだね。頑張る。ありがとう」

　澄花は椅子から立ち上がると、バッグを掴んで急いで総務部を後にした。




　総務部を出た廊下で、背後から「栫さん！」と呼び止められる。

「はい？」

　いきなり出鼻をくじかれてしまった。澄花はいったい誰だろうと振り返る。もしかしたら不満が顔に出ていたかもしれない。

　だが廊下の向こうから、天宮が手を振りながら近づいてくるのが見えて、思わず背筋が伸びてしまった。

「天宮さん！」

　彼には迷惑をかけ通しだったことを思い出し、慌てて駆け寄った。

「先日はいろいろとご迷惑をおかけしました」

「手は大丈夫だった？」

「はい。病院でちゃんとテーピングしてもらいましたので。もうほとんど痛みはないです」

　澄花はしっかりとうなずき、左腕を軽く持ち上げて見せた。

「天宮さんはどうなさったんですか？」

「うん、実は総務に行こうと思っていたんだ」

　天宮はにっこりと笑って、スーツの内ポケットから小さな透明な袋を取り出した。

「これ、さっき総支配人から連絡があってね、君の家に届けようとしてたみたいなんだけど、俺が渡した方が早いからって受け取ってきたんだ」

「あっ……！」

　澄花は思わず悲鳴をあげてしまった。それはまさに澄花が落としたピアスだった。

「どこにあったんですか!?」

　こんなに早く手元に戻ってくるとは思わなかった。

「やっぱり廊下のタイルの隙間に落ちていたって。どう？　栫さんのもの？」

「はい、そうです！　間違いないですっ……！」

　澄花は涙ぐみながら、袋を受け取り、ピアスを取り出した。

　手のひらの上で淡く輝くパールは間違いなく、澄花の母の遺品のピアスだ。

「……よかった……本当にありがとうございます」

　天宮に絶対に出てくると言われてはいたが、やはり不安だったことは否定できない。澄花は涙目になりながら、右の耳にそのピアスをつける。

「片方だけ？」

　それを見て天宮が不思議そうに首をかしげる。

　確かに彼の疑問はもっともだった。左耳にはなにもついていないのだから。

「えっと……左は、おっ……夫につけてもらおうと思います。仲直りしないといけないですし」

　あまり天宮を心配させたくないので少しふざけた感じを装って、澄花はそんなふうにおどけたのだが、その気持ちに嘘はなかった。

　彼が外したピアスは、また彼につけてもらいたかった。もう悲しい夜は繰り返したくない。夫婦としてきちんと向き合っていきたい。そんな思いが自然と湧き上がってきたのだ。ある意味、これは澄花の決意でもある。

　だが夫と口にした瞬間、頬がカッと熱くなった。どうやら自分が思っている以上に、龍一郎を『夫』と呼ぶのは恥ずかしかったようだ。

「照れてる。意外だな」

　からかうように言われて、また顔が赤くなった。

「そういうことを指摘しないでください」

　澄花は少しむくれながらも、ふうっと息を吐くと、改めて天宮に頭を下げる。

「本当にありがとうございました。失礼します」

「いえ、どういたしまして」

　天宮は肩を竦めて、くるりと踵を返し、走り去っていく澄花を見送る。

「仲直りかぁ、だよなぁ……。ああ……残念すぎる」

　当然、冗談めかして笑う天宮の声は、澄花には届かなかった。




　シブヤデジタルビルを出て、澄花はすぐにタクシーを拾った。

　目的の住所までスマホで検索すると、だいたい一時間強の距離だった。澄花は「Ｈ公園へ」と告げて、後部座席で目を閉じる。

（一時間なんてあっという間だわ……）

　別に眠いわけではない。むしろドキドキして心臓は破裂しそうだし、相変わらず喉が渇いてカラカラだ。だが目を開けていると情報過多で息苦しくなってしまう。目を閉じて静かにしている方が気持ちが落ち着く気がした。

（龍一郎さんと、どんな話をしたらいいんだろう……。なにから……いや、まずハルちゃんのことを説明しなくちゃ）

　かつて、自分が丸山春樹というひとりの青年に命を救われたこと。そして彼を好きになったこと。彼を失ってからは自分の人生などどうでもいいと本気で思っていたこと。だから半ばやけくそで龍一郎に自分を売ったこと。

　春樹のことを聖域にしすぎたせいで、かえって春樹の思い出をひとりで抱えるしかなく、にっちもさっちもいかなくなってしまったこと。

　そしてなによりも大事なのは、龍一郎を傷つけるつもりはなかったことだ。

（虫がよすぎる話かもしれないけれど……それでも……）

　〝気持ち〟という、目に見えずこの手にも触れられないものを、いったいどうしたらいいのかわからない。だがひとりで答えを出すのではなく、澄花は龍一郎に自分の気持ちを聞いてもらいたいと思った。聞いてもらった上で、龍一郎と話がしたかった。

　目を閉じたまま、指先で右耳のピアスに触れる。

　黒い服を着ることでかつての幸福をしのび、世界の色を拒否していた澄花だが、今は違う。気が付けば誰かのために装うことの喜びを感じるようになっていたし、そもそも他人にどう思われたっていい、などと考えることはなくなった。

（私……龍一郎さんのこと……）

「お客さん、Ｈ公園につきましたよ」

「あっ、はい。降りますっ！」

　あれこれと物思いにふけっている間に着いてしまったらしい。慌てて澄花はシートから体を起こし、お金を払ってタクシーを降りる。

　住宅地の入り口には管理組合のゲートがあり、組合の管理人がチェックしている。どの家に用事があるか告げればいいだけの話なのだが、もし万が一名乗って、龍一郎に自分が来ることがばれてしまったら元も子もない。彼は自分を避けているのだ。

　なのでここは公園から住宅に入るという裏技を使うことにした。

　逗子の小高い山の上にあるＨ公園からは江の島や葉は山やまマリーナも一望できる。夕日が落ちる頃に来れば、さぞかし美しいだろう。

「龍一郎さんも見てるのかな……って、そんな場合ではないわ」

　澄花はスマホのナビを見ながら、スタスタと歩き始めた。

　公園の隣がすぐに住宅地になっているので迷うことはなかったが、あまりにも自分の知っている景色とは違うので、唖然としてしまった。

　まず驚いたのは空が電線で区切られていないことだ。住宅建けん蔽ぺい率は二割と決まっているらしく、庭がどの家も広い。しかも敷地が壁や塀などで区切られていないため、豪邸がどこまでもどこまでも、続いているように見える。

「すごい……」

　まるでテレビや映画に出てくるビバリーヒルズのようだ。もちろん龍一郎と住む屋敷もかなり素晴らしいのだが、山の上で海が一望できるというロケーションは圧倒的だった。

　そうやって広く緩い坂道をのんびりと歩きながら、目的の住所を探す。

「――あった」

　ひと際存在感のある屋敷の前で、澄花は立ち止まった。

　木造二階建てで、おそらくデザイナーズ物件なのだろう。ト音記号を倒したような不思議な形をしている。

　澄花はごくりと息をのみ、周囲を見回したが、玄関が遠すぎて部屋の中などもちろん見えない。

「行くしかない……のね」

　ずっと静かだったはずの世界が、澄花の体の中で、力強く脈打ち始めていた。

　腰の高さの門についているインターフォンを指で押すと、ほんの少しの間があって『はい』という年配の男性の声がした。

　龍一郎でなかったことに少しがっかりしながらも、どこかで聞いたことがあるような気がしたが、澄花は監視カメラに向かってしっかりと顔を向ける。

「葛城澄花と申します。こちらに私の夫がいると聞いてきたのですが、取り次いでいただけますでしょうか」

『――えっ!?』

　インターフォンの向こうで驚く声がして、すぐに門の閂かんぬきが外れる音がした。

（これって入っていいってことだよね……）

　緊張した手で門を押し、玄関まで百メートルはありそうな蛇だ行こうしたアプローチを歩いて、横幅二メートルほどのアルミのドアの前に立つ。

　自分で選んでここに来たくせに、ドキドキして、口から心臓が飛び出しそうだ。澄花はふうっと息を吐いて、それからじっとドアを見つめていた。

　カチャリと、金属の音がする。そして少しずつ開いていくドアから、顔を覗かせたのは――。

「――奥様」

「えっ……古河さん!?」

　澄花は見たものが信じられず、飛び上がりそうになった。

　どこかで聞いたことがあるような気がしたのも当然だ。声の主は、龍一郎の運転手である、古河その人だったのだ。

「どっ、どうして古河さんがここに？」

「それはわたくしのセリフです。奥様……」

　古河はひどく驚いた様子で、澄花を玄関の中に招き入れる。玄関はまた車が何台も停められそうくらい広く、かつて澄花がひとりで住んでいた部屋以上だった。

「あの……ここは、古河さんの……？」

　古河が出してくれたスリッパを履きながら、澄花は周囲を見回す。

「いえいえ。私はここの主あるじにお仕えしているだけなのです」

「主……？」

「はい」

　古河は壁一面がガラス窓になっているリビングフロアに澄花を招き入れると、ふたつあるソファセットのうちのひとつに座らせた。

（こんな大きなソファセットなのに、あともうふたつは置けそうね）

　近代的な美術館のようなモダンな雰囲気のリビングは、おそらく五十畳近くあるのではないだろうか。白い壁に白い天井、不思議な曲線を描いている窓の外には、芝生の緑が美しい。よく見るとプールまである。

「どうぞ」

　手早くお茶を淹れて戻ってきた古河が、景色に見惚れている澄花の前のテーブルに茶碗をのせた。

「……ありがとうございます」

　本当は茶など飲んでいる場合ではないのかもしれないが、喉は緊張でカラカラだった。茶碗に手を伸ばして、こくりとひと口飲むと、じんわりとお茶の甘みが広がっていく。

「美味しいです」

「ありがとうございます」

　古河はにっこりと笑って、澄花を見下ろした。

「奥様にここを教えたのは、本家のご両親ではないでしょう。なにかあったと思ったなら、一緒に来ているはずです」

「杉江さんのお母様に教えてもらいました」

「杉江の……ああ……わかりました。あの方は龍一郎様を少しの間預かっていただいたことがありますから」

　どうやら古河はなにもかもわかっているようだ。

　澄花は持っていた茶碗を静かに置いて、古河を見上げた。

「龍一郎さんはどこに？」

「――奥様」

　古河は一気になんとも言えない申し訳なさそうな表情になった。

「お帰り……いただけないでしょうか」

「どうしてですか」

　澄花の目の中に抑えきれない感情の揺らぎが生まれた。

（私が捻挫をした時、龍一郎さんが実家に呼び出されたって古河さんは言っていたわ。でもそれって、嘘だったのかもしれない……）

　実際、龍一郎はここにいるのだから。ではなぜ古河はそんな嘘をついたのだろう。澄花の中で、古河に対して不信感が生まれる。

「なぜ、帰らないといけないんですか？　ここに龍一郎さんがいるのなら、会わずには帰れません」

　そして澄花はすっと立ち上がると、リビングから二階へと続く階段を見上げた。

「上ですか」

「奥様っ……！」

　古河の表情が一変した。

（やっぱり！）

　澄花は古河が止めるよりも早く、身を翻して階段を駆け上っていた。

「龍一郎さん！」

　澄花は名前を叫ぶ。

「龍一郎さん、澄花です！　話がしたいんです、どこにいるの!?」

　階段を駆け上がった先には長い廊下と、左右にドアがふたつずつ。澄花は手っ取り早く手前のドアを開けた。

（いない！）

　中は客室のようで、美しくベッドメイキングされた天てん蓋がい付きのベッドと小さなテーブルセットがあるだけだ。

「じゃあ隣……っ……！」

　ドアを開け放ったまま、その隣のドアの前まで走り、ノブに手をかける。

　その次の瞬間。ドアが内側から開いて、大きな影が飛び出してきたと思ったら、体当たりするように抱きつかれ、前が見えなくなってしまった。

　ぎゅうぎゅうと体が締めつけられる。息が苦しい。

「あっ……！」

　突然のことに驚き、のけぞるように顔を上げると同時に、乱れた髪の奥のネイビーブルーの瞳と視線がぶつかり、噛みつくように唇を奪われていた。

（龍一郎さんっ……!?）

　そう、それはまごうことなき龍一郎だった。ネイビーのスーツの上着を脱いだベスト姿だが、間違いなく、澄花の夫の葛城龍一郎その人だった。

「なんでっ……なんで君はここに来たんだ……！」

　唇を離し、身を捩るような悲痛な声を、龍一郎は絞り出したかと思ったら、

「なんでって、私、あなたに会いに――」

「澄、花っ……」

　大きな手のひらで澄花の頬を包み込み、今度は口の中に舌をねじ込む。続けて背中に腕が回る。

　どうやらそのまま部屋の中に引きずり込まれたらしい。ドアが閉まる音がして、澄花の背中は龍一郎の体で、ぴったりとドアに押しつけられてしまった。

（どうしてこの人はいつも突然で強引なの!?）

　そう思いながらも、澄花は龍一郎の抱ほう擁ように胸がいっぱいになる。

　広くて大きな胸。熱い体。熱っぽい瞳に甘い声。

「澄花……どうして君がここにいる？　私には全然理解できない。どうして……ああ、俺はもしかしたら夢を見ているのか……？」

　何度も貪るように口づけた後、龍一郎は呻きながら名前を呼び、またじっと澄花を見つめる。そして指先で澄花の頬の輪郭を撫でて、顎先をすくって持ち上げた。

「龍一郎さん……」

　彼の美しい瞳にはどこか物悲しい影があった。

　澄花は唇を噛みしめた後、龍一郎の手を握り返して、揺さぶった。

「帰りましょう。私たちの家に、一緒に帰りましょう！」

　超高級住宅地にそびえる豪邸が悪いと言っているわけではない。素晴らしい場所だし、建物だと思う。

　だが龍一郎はどこか苦しそうだ。ふたりの家で暮らしていた時のような穏やかでリラックスした気配はまるで感じない。だとしたらここは彼がいるべき場所ではないのだ。

「ね、龍一郎さん……」

　澄花は困ったようにうつむく龍一郎の手を取り、ぎゅっと握る。

「澄花」

　だが龍一郎は相変わらず申し訳なさそうで。

「こんなことをされては、私が勘違いしてしまう……」

「勘違い？」

「ああ……」

　彼はうなずき、それから澄花の背中を引き寄せると、存在を確かめるように抱きしめる。

「一緒に帰ろうなんて言われたら、私はまだ、君を好きでいてもいいのかもしれないと……勘違いしそうになる」

　彼の言葉に、嫌われていなかったとホッとすると同時に、なぜか胸が締めつけられ泣きたくなった。

「龍一郎さん……」

　たった五日間離れていただけだというのに、百年会っていなかったような気持ちになるのはなぜなのか。

（結婚してから、龍一郎さんが仕事で数日家を空けることだってあったのに……）

　澄花はそんなことを思いながら、龍一郎の広い背中に腕を回した。

「だがそれは、できない。今はできないんだ」

「…………」

「すまない」

　それから無言で澄花を抱きしめ続ける龍一郎に、澄花はなんと言っていいかわからなくなる。結局彼がゆっくりと腕の力を抜くまで、じっとその場に立ち尽くしていた。

「――腕はどうなんだ」

　抱擁はほんの数分の出来事だったはずだ。

　ふと、澄花の手を両手で包み込み、龍一郎はかすれた声で囁いた。

「もう痛くないです」

「本当に？」

「はい。本当に」

　不安そうに問いかける龍一郎は、どこか子供のように見えた。

「そうか……」

　そして龍一郎は、そのまま上半身を折るようにして曲げ、澄花の左手をうやうやしく取り、額を押しつける。

「本当にすまなかった……。君を傷つけないと約束しておきながら……こんなことになってしまった」

「私を傷つけたくてしたことじゃないって、わかってますから……もう気にしないで」

　けれどいくらそう言ったところで、龍一郎は絶対に気にするし、これからも忘れないのだろう。

　だから澄花は握られていない右手を伸ばし、そっと彼の頭の上に置いた。そして、ゆっくりと手のひらを動かす。

　さらさらと指の間を黒髪が流れていく。いつまでも撫で回したくなるような、美しい髪だ。

「――澄花？」

　突然頭を撫でられて、龍一郎は不思議そうに顔を上げる。

「なんとなく……撫でてあげたくなって」

「なんとなく……？」

　驚かされているのはいつも澄花の方なのに、澄花がここに来てからずっと、龍一郎は驚いた顔をしている。

（本当に、私が来ることを想像すらしてなかったんだ）

　十歳も年上で、誰もが見惚れるような美貌と地位と財力を持ち、人に命令することに慣れ切っている龍一郎だが、こういう時、澄花は彼の中に少年のような純粋さを感じる。

　考えてみれば、いつも龍一郎はまっすぐに思いをぶつけてきてくれた。だが澄花は自分の気持ちを言葉にすることができなかった。

（私も伝えなきゃ……）

「龍一郎さん、さっきのは、勘違いじゃないんです」

「は……？」

　また龍一郎が怪訝そうに眉根を寄せる。本当に、意味がわからないと顔に書いてある。

「だから……私……あなたに好きでいてもらいたいって、思っているんです」

　その瞬間、龍一郎はビクンと肩を震わせる。

「そして私も……龍一郎さんのことを……すっ……」

　好きだと口にしかけて、唇がわなないた。

（ど、どうしよう、恥ずかしい……！）

　もうこれは、澄花にとって愛の告白も同然だった。

　そうだ。そうなのだ。

　確かに龍一郎とはお金目当ての契約結婚だったはずなのに、毎日とろけるように愛されて、大事にされているうちに、龍一郎のことをひとりの男性として意識するようになった。ただ愛されるだけではなく、本当にふたりで人生を歩めたら、龍一郎の支えになれたらと、真剣に思い始めていた。

　その気持ちは、ずっと前から持っていたはずなのに、あくまでも澄花は『契約結婚なのだから、自分にも彼を大事にする責任がある。周りの人に対する責任もある』と、もっともらしい理由をつけて自分に言い聞かせ――言ってしまえば〝かっこつけていた〟のだ。

（私ったら……本当に……子供みたい……恥ずかしすぎる……）

　だがここで素直にならなければ、龍一郎に気持ちをわかってもらうことなどできるはずがない。

（言うんだ、澄花……！）

　澄花は持っている勇気を総動員して、龍一郎を見上げる。そしてすうっと息をのみ、口を開く。

「私、あなたのことを……」

　その瞬間、

「いや、違う。澄花、それは違うんだ」

　龍一郎がすっと、澄花の唇の上に指をのせた。

（違うって……どういう意味？）

　告白を止められた澄花は、びっくりして思考が停止しかけたのだが――。

（ああ、そうだった。まずハルちゃんのことを話さないと……！）

　いきなり澄花に告白されたとしても、龍一郎だって、はいそうですかと受け入れられるはずがない。

　澄花は唇の上にのせられた手をそっと外して、首を振った。

「そうだった……私、まず龍一郎さんに話さないといけないことがあるんです」

　澄花は深くうなずいて、彼の手をぎゅっと握りしめる。

（本当は私たちの家で打ち明けたかったけど……彼がここを離れられないと言うのなら、とりあえず私から話そう）

「私がジュエリーボックスに入れていた、写真のことです」

「あ……」

　龍一郎が息をのむ。

「ずっと内緒にしていてごめんなさい。あれは――」

「知っている」

「え？」

「丸山春樹……十七歳だった君の、恋人だ」

「え……？」

　確かに龍一郎は、過去何度も澄花に『知っている』と告げた。そのたびに澄花は驚いていたのだが、まさか春樹のことまで知っているとは、思わなかった。

「えっ、ああ、そうなんですね……いや、そうですよね……。おじさんとおばさんのことも、知っていたんだもの……ハルちゃんのことだって……調べれば……」

　丸山夫妻の工場の経営状況に関しては、むしろ澄花よりも先に知っていたくらいだ。そうなると彼らのひとり息子である春樹の存在を知らないはずがない。

　そう、澄花は納得しかけていたのだが――。

「そういうことじゃない」

　龍一郎はきっぱりと首を横に振った。

「本当に……だから俺は君に愛される資格がないんだ」










葛城龍一郎の恋




「どういうことなんですか……？」

　澄花は震える声で問いかける。

　その視線を受けて、龍一郎はもう諦めたのだろう――はっきりと口にした。

「――君を見初めたのは……春の KATSURAGI のパーティーじゃない」

「そういえばあの時も、私のことを知ってるって……」

「ああ。七年ぶりだった」

「七年……」

　七年というのは澄花にとって意味のある数字だ。

　しっかりと立っているはずの足元が、グラグラと揺れる。

　龍一郎は青白い顔をして立ち尽くす澄花の手を取り、部屋の中にある小さな椅子に座らせた。




　俺、葛城龍一郎が、彼女――栫澄花に初めて出会ったのは、七年前の冬の日――友人の葬式の場だった。

　タクシーから降りたばかりの俺の吐く息は真っ白で、頬に触れる空気は痛いくらい冷たかった。年が明けてから十日も経っておらず、前日から雪が降り始めて積もっていた。

　当時パリで働いていた俺のもとに、実家から突然の訃ふ報ほうの連絡があった。

　亡くなったのは高校時代の同級生だ。俺と同い年――当時二十七歳で、健康優良児を絵に描いたような、快活な男だった。

　それほど親しかったわけではなかったが、高校生の頃俺は生徒会長を務めていて、バスケ部の主将だった彼の存在は知っていた。

　話すようになったきっかけは、確か部活の活動時間についてだったと思う。朝練の時間を増やしたいとやってきた彼に、それを受け入れない学校との橋渡しをしてほしいと頼まれて、引き受けたことがあった。

　結果、彼の熱意が周囲を動かし、彼の希望通り朝練の時間は延長され、俺はひどく感謝された。彼の作る資料を手直ししたくらいであそこまで感謝されるいわれはなかったが、それから次第に彼と話す機会が増えていった。

　彼はよく自分のことを話す男だった。大好きなバスケのことから、追いかけているバンドの新譜、今朝テレビで見た星占いや通学途中で拾った子猫のことまで、なんでも俺に話した。

『猫、葛城くんの家で飼えない？』

『飼えない』

『じゃあ飼い主を一緒に探してくれないかな』

『どうして俺が』

『君にならできると思うから』

　そして無理難題をにこやかな笑顔でふっかける男だった。

　結局猫に関しては、飼い主を探すのに校内にポスターを貼る許可を出したり、保護活動を行っているボランティアとの連携を取ったりしているうちに、あっという間に解決した。そしていつの間にかその保護活動を支持する生徒が増え、学校全体を巻き込んで大々的に行うようになっていた。なんと今でも母校で活動が続いているらしい。

『葛城くんはなんでも解決するからすごいな』

　無事猫の飼い主を見つけた後、彼からはそう言われたが、そうじゃない。実際動いたのは丸山春樹という男であって、俺はちょっとだけ手伝いをしただけだ。

　春樹がそういう懐ふところの深い男だった。それだけのことだ。

　そんな日々が続いたある日のこと、春樹から『小さい妹ができた』と告げられた。詳しく話を聞いたわけではないが、身近に不幸があり、その縁で小さな女の子を時折預かることになったのだという。

『まだ俺は高校生で、自分のことガキだって思ってたけど、守ってあげないといけない存在っているんだな』

　真面目な顔をして言う春樹に、俺は『猫とは違うぞ』と笑ったことを覚えている。

　それから俺と春樹は別々の大学に進学した。俺は同窓会のたぐいは一切出席しなかったが、春樹からは毎年年賀状が届いていた。彼の年賀状には、ちょっとした近況が書いてあって、几帳面そうな字を眺めながら、ただの知り合い程度にもこんなことをするのは、お人好しの人好きらしいなと思っていたのだった。

　そんな彼が死んだと聞かされて――とても信じることができなかったが、慌てて体ひとつで帰国して、実家で喪服に着替えタクシーを飛ばし、都内の寺へと向かった。

　大きな寺はあいつの人柄を現すかのように弔ちょう問もん客でいっぱいで、当然見知った顔もかなりあったが、声をかけられるのが煩わしく、俺はわざと彼らを避けて近づかなかった。

　そこで俺は、彼女に出会ったのだ。

　故人の親族のひとりなのか、春樹の家族の側にいて、きちんと正座をして、虚こ空くうを見つめていた。

　彼女は臙えん脂じ色のタイのセーラー服姿だった。肩の下で切り揃えられた髪は今時珍しいくらい漆黒でまっすぐ。肌は雪よりも白く、唇は赤かった。幼い頃、母が好んで眺めていた、海外の絵本――スノーホワイトの挿さし絵えを思い出させた。

　派手な美人というよりも、物静かで凛とした姿勢の美しい女性だった。そのせいで弔問客の目を引いていたが、彼女には他人に話しかけられるのを拒む、明確な空気があった。気安く触れようとするならば、その指がすぱりと切れるのではないかという鋭さを持っていた。

　その様子から最初は怒っているのかと思った。近寄りがたさを感じ、ただ俺も眺めていることしかできなかった。

　彼女が泣くのを我慢していたのだと気づいたのは、葬式が終わってからだ。

　急に降り出した淡い雪の中、どこかで煙草が吸えないかとうろうろしていた俺は、受付を離れた寺の敷地の隅っこで、彼女を発見した。

　そこで彼女は泣いていた。

「ううっ……ひっくっ……」

　彼女の清らかで落ち着いた雰囲気には少し不似合いの、子供のような泣き方だった。それまで、椿の花びらのような、美しい赤い唇を噛みしめながら、真っ白な手を体の前で握りしめ、安易なお悔やみの言葉をかける他人を、はなから拒絶していたというのに。

「ハルちゃんっ……ハルちゃんっ……」

　ひとりになった瞬間、あんなふうに泣くのかと、ショックを受けた。

「どうして死んじゃったの……ハルちゃんっ……ひどいよっ……うわぁぁーっ……！」

　まるで悲鳴のように叫び、体を丸めて、雪の中にうずくまっていた。

　周囲には誰もいない。だから彼女は自分の殻からを脱ぎ捨て、ああやって素直に泣けるのだ。

　そしてふと、春樹が『小さな妹ができた』と言っていたことを思い出した。

『守ってあげないといけない存在っているんだな』

　毎回呼んでもいないのに勝手に生徒会室に入ってきて、お菓子を食べていた丸山春樹が、あの時間違いなく高校生の自分よりも大人に見えた。

「ああ……そうなのか」

　彼女がそうなのだと、はっきりとわかった。

　俺は煙草に火をつけるのも忘れて、いつまでも彼女に見とれていた。

　頬や鼻の頭を真っ赤にして泣く彼女を見て、不謹慎にも、俺は生まれて初めて、人を美しいと思った。凍えるような寒さの中で、雪を積もらせて泣いている彼女の背中を、抱きしめたいと思った。あの肩を抱いて、背中を撫でてやりたいと思った。

　たとえ彼女が他人を拒絶する、あの刃物のような気配に切り刻まれたとしても、『もう泣かなくていいよ』と抱きしめて、額にキスをして、涙を止めてやりたかった。

　春樹のように、守ってあげたいと思ったのだ。切実に。そしてそれは同時に、一方的な激情でもあった。

　守りたい。側におきたい。いつも彼女を見つめていたい。彼女を手に入れられるのなら、どんな目にあってもいい。殺されたっていい。

　あの美しい彼女が、欲しくて欲しくて、たまらなくなった。

　こんなふうに他人に執着したのは初めてだった。どこかに攫さらって閉じ込めておきたいと思っても、たかが妄想でしかないのに彼女に嫌われたらと思うと怖くなった。

　実際、彼女はセーラー服を着た高校生で、未成年だ。いくら欲しいと思っても、どうすることもできない。

　生まれてからこのかたずっと、人との付き合い方を学ばなかった俺には、彼女のような高たか嶺ねの花にどう近づいたらいいのかわからない。

　結局、俺はどうすることもできなかった。葬式の後はパリにすぐに戻らないといけなかったし、当分日本に帰れる予定もなかった。

　諦めるしかない、あれは夢や幻のようなものだったのだと自分に言い聞かせ、後ろ髪を引かれながら日本を離れたのだ。




　それから七年が経った。

　その間、澄花のことを忘れていたわけではない。むしろ彼女と離れたせいで、彼女の存在は俺の中でますます純度を増し、俺にとって彼女はより特別な女性になっていた。

　だが特別だからこそ、おいそれと近づけない。俺のような男では彼女に相応しくないと思っていた。

　栫澄花は死んだ丸山春樹のものだ。俺の入る余地などない。

　だがどんな運命のいたずらがあったのだろう。俺は栫澄花を手に入れる機会を得た。

　副社長就任パーティーに彼女がいた意味がわからなかったが――偶然再会した彼女に思いが止められなくなった俺は、すぐに彼女のことを興信所に調べさせた。

　彼女が丸山春樹ひとりを相変わらず愛していることも、そのために黒い服しか着ていないことも、男ひとり近づけていないことも――全部、調べ上げた。

　そして実の親のように慕っている丸山夫妻の事業が立ち行かなくなっていることも、全部。

　その報告書を読みながら、俺は考えた。

（どうせ彼女は死んだ丸山春樹を愛しているのだから、金で買えばいいじゃないか。丸山夫妻のためだと契約結婚を持ちかけて、彼女を買えばいい……。愛されようなどと大それたことを思わなければ、俺はきっと幸せになれる……）

　愛されなくてもいい。ただ愛せたら、それだけで幸せになれる。

　宝石のような彼女を愛し、愛でて、かわいがって――。

　どうせ彼女は俺に見向きもしないのだから、彼女の気持ちなんかどうでもいい。

　そう、俺が彼女を愛せたら、それでいいと――俺は本気で、そう思っていたのだ。

　友人の葬式の場で、最愛の人を喪って、気が狂わんばかりに泣き叫ぶ彼女を見ていたはずなのに……。

　俺はそんなことを考えた挙句、あの夜、彼女の住むマンションに向かって、車を走らせていた。

　俺はおかしくなってしまったのかもしれない。いや、確実におかしくなっていた。自分で自分が制御できないくらい彼女に一方的な恋をして、彼女しか見えなかった。

　そして彼女と話す中で望みを聞かれた俺は、すべての勇気を振り絞って、君が欲しいと告げた。

　そして逆に澄花から『いくらで買ってくれますか』と提案されたあの時。これはまさに神の思し召しだと思ったのだ。

　本当なら金で解決しようと提案する卑怯者は俺だったはずなのに。澄花に言わせてしまった。

　俺は彼女を、自分勝手な方法で、妻にしたのだ。




「……すまなかった、澄花」

「…………」

「いつか話すと言いながら、自分からはずっと言い出せなかった」

　龍一郎は崩れるようにその場にひざまずく。

「心は手に入らないのだから、君にどう思われたってどうでもいい、愛したいように愛せればいいと思っていたはずなのに、君は想像以上に優しくて、どうでもいいはずの俺のことを一生懸命考える君がかわいくて……。気が付けば一方的に欲しいと思っていた時よりも、ずっと……ずっと好きになっていった」

　龍一郎は椅子に座ったまま呆然と話を聞いている澄花の膝にそっと手をのせる。

「だから――どうして俺が君を見染めたのか、知りたがっていることはわかっていたのに、言わなかったんだ。少しでも長く、まっすぐに俺を見つめる君を見ていたかったから……」

　龍一郎の懺ざん悔げが澄花の胸に突き刺さる。まるで身を絞るようなその声に、澄花は正直言って、どう応えていいかわからなかった。

（愛される資格がないって……そういうことだったのね）

　そして彼が出会ってからずっと、愛さなくていいと言っていたのはこういうことだったのかと、澄花はようやく納得することができた。最初は、龍一郎が澄花の意思を必要していないのかと悩んでいたことを思い出して、そうではなかったことに、改めてホッと胸を撫で下ろさずにはいられなかった。

　それにしても――七年前のあの雪の日――。澄花の人生が終わったと思ったあの場所に、龍一郎がいたなんて。

　同い年だなくらいにしか思っていなかった龍一郎が、まさか春樹と同じ学校だったなんて。そんな昔から、自分という存在を知っていたなんて。

「そういえば身上書……」

　結婚する前に龍一郎から出された身上書には、大学やその後の華々しい経歴しかなかったような気がする。

　澄花の言葉の意味がわかったのか、

「ああ……そうだ。わざと大学以降しか書かなかった。高校の名前を書けば、さすがに気づかれると思って……。そして一度身上書を出してしまえば、同級生だとはばれないだろうという意図もあった」

　そして龍一郎は、自分の手の甲の上に額を押しつける。

「すまなかった……」

　再度、龍一郎は謝罪の言葉を口にした。

（すまなかったって……どうして謝ってばかりなの……？）

　澄花は唇を噛みしめながら龍一郎を見下ろす。

「龍一郎さん、謝らないで……結局私たち、お互い様ということではないの？」

「澄花……」

　そうだ。お互い大事なことをずっと黙っていた龍一郎と、澄花は、ある意味似た者同士なのではないか。だったらこうやってお互いの隠しごとを明らかにした以上、また一からスタートすればいいだけなのではないか。

　澄花はそう思ったのだが――。

　――チクタク……。

　部屋の中で時計の針が進む音がする。大きな風景画の下のテーブルに置かれた、年代物らしい置時計が沈黙を刻んでいく。

「龍一郎さん……」

　澄花が再度焦れたように彼の名前を呼ぶと、龍一郎はゆっくりと顔を上げた。

「家まで送らせよう」

「え？」

　なぜここまできてそんなことを言うのか。信じられず息をのむ澄花だが、ひざまずいていた龍一郎はそろりと立ち上がり、澄花の手を引いて部屋を出る。

　まるで問答無用で、ここから追い出そうとしているように感じた。

（いったいこの家になにがあるの!?）

　澄花の胸が痛いくらいざわつく。

「待って、龍一郎さんは帰らないの？」

「澄花……」

　どこか困ったように龍一郎は、軽く振り返って首を振った。

「さっきも言っただろう。それはできないと」

「でも、その理由は聞いてないわ」

　澄花はまるで駄々っ子のように首を振り、掴まれていた手を振りほどく。自分でも往生際が悪いと思うが、さすがにここまできて引き下がれるはずがない。

「もう隠しごとはやめて！」

　そのまま、龍一郎の体に飛びつくようにして抱きつく。

「一緒に帰るって言うまで、諦めないから！」

　ぎゅうぎゅうと右腕でしがみついて、ベストの上に顔を押しつける。

「澄花……」

　龍一郎は困ったように名を呼び、それからおそるおそる澄花の背中に腕を回した。そして愛おしげに、澄花の髪を撫でて、ため息をつく。

「困ったな……君はどうしてそんなに……」

「そんなに、なんですか……しつこいって言いたいんですか？」

　だったら申し訳ないが、自分はもともとこういう人間なのだ。期待外れだったと今さら思われても、すぐには変えられない。

「いや、違う。かわいいと言いたいんだ……。ああ、困る……俺は今、心底困ってるよ……。どうして君が、俺を突き飛ばしてなじらないのか、わからない」

　龍一郎の切なげな感情を秘めた指先が、音楽でも奏でるかのように、澄花の髪を梳いていく。

　その仕草は思いやりと愛情に満ちていて、やはり自分はこの男に大事にされていると嬉しくなる半面、自分の気持ちは毛ほども伝わっておらず、このまま離れたら二度と会えないのではないかという、不安が込み上げてくるのだった。

　悲しかった。こんな状況でも、龍一郎は澄花を熱烈に愛していると口にするのに、なぜ澄花にはなにも求めないのだろう。

　いや、むしろ彼は澄花を心のどこかで遠ざけようとしているのではないか。そして同時に、ここにいる自分の身などどうでもいい、どうなっても構わないというような、投げやりな諦めも感じるのだ。

（いったいここになにがあるの……？）

　澄花の胸に、靄のような黒いなにかが広がっていく。だがその不安を払拭するように、澄花はぎゅっと唇を噛みしめる。

（私、諦めない……）

　このまま帰ってしまっては、凍りついて固まってしまっている龍一郎の心を動かすことはできないに違いない。

　澄花は固く決意して、抱きついたまま龍一郎を見上げた。

「龍一郎さん、あなたは謝罪の言葉を伝えてくれた。だけど……私の気持ちをどうして聞いてくれないんですか？」

「澄花の気持ち？」

　どこか不思議そうに、龍一郎がつぶやく。

「そうです」

　澄花はしっかりとうなずいた。

「確かに私、ずっとハルちゃんが好きでした。彼は命の恩人で、その後の私の人生の、道しるべみたいな人だった……。だからあの人が死んだ時、世界が終わったと思った。ううん、実際ずっと終わっていたんです。だからあなたに自分を売った時も、ハルちゃんの思い出を大事にできるなら、充分だって思ってた……」

　言葉はつたないけれど、先ほど龍一郎自身に止められてしまった、大事な言葉を、澄花はどこかすべてを諦めたような、龍一郎に伝えなければと思う。

「でも、あなたに大事にしてもらって、私、自分のこと、どうでもいいなんて思っちゃダメだって思うようになっていたんです」

　澄花の大きな目に、うっすらと涙が浮かぶ。

（ハルちゃんのことは今でも大事……だけど）

　澄花にとって、春樹はこれからも特別な場所にいる人だろう。だが今、目の前にいるこの男を失うわけにはいかないと、強く思う。

　春樹を思っていたところとは違う場所で、澄花はこの、大人でありながら子供のような男を、愛してしまっていたのだった。

「私、あなたが好きです。気が付いたら、夫になったあなたを、ひとりの男性として、愛してしまいました……。だからあなたが私を大事にしてくれるように、私もあなたを大事にしたいんです。支えになりたいし、助けたいんです。私たち、夫婦でしょう？」

　それを聞いた龍一郎は驚いたように息をのみ、唇をわななかせる。

「だから龍一郎さん、お願い。私を愛する前に、もっと自分を大事にして……自分なんてどうでもいいって、そんなふうに思わないで！」

　龍一郎は、なぜかこの期に及んでも、自分が愛される価値がないと思い込んでいる。だから澄花になにも求めないのだ。

　助けも、愛も――。

「澄花……」

　それから間もなくして。彼から返ってきたのは、

「――そんなことを言われても困る」

　という、思った通りの言葉で。

　見上げた龍一郎はやはり本当に困っていた。まるで解けない問題を押しつけられたような、そんな顔をしていた。

（ああ、やっぱりそうなんだ……）

　澄花はまた泣きそうになったが、なんとか笑顔を作る。

「困ってもいいけど、受け入れてください……私の気持ち……」

　焦ってはいけない。

「受け入れる……？」

「ええ、そうです」

　ゆっくりでいい。無理強いはしない。だけど彼にわかってもらいたい。

「私は、世界中の誰が敵になっても、あなたの味方です」

　守るだけじゃない。愛するだけじゃない。あなたには守られ、愛される価値がある、そしてどんな時でも不安を分かち合いたいと思っている相手がいるのだと、龍一郎に知ってもらいたかった。

（私じゃ力不足かもしれないけれど……）

　じっと自分を見下ろす、龍一郎のネイビーブルーの瞳を見つめる。

　その瞬間、ふたりの心の間に、確かに通じ合うような空気が流れたと思ったのだが――。

「あなた……離れなさい」

　そこで突然、背後から細くて弱々しい声がした。

「だれ？」

　驚いた澄花が声のした方を振り返ると、電動車椅子に座った着物姿の老女が、開け放った隣の部屋のドアの陰から姿を現した。

　藤色の大小あられ文様の上品な着物を着た彼女は、手元のボタンを操作しながら、廊下に立ち尽くす澄花に近づいてくる。

（この方は誰だろう……）

　年の頃は七十代後半くらいだろうか。若い頃はひな人形のように美しかっただろうと思わせる、色の白い小ぢんまりした顔立ちで、車椅子に座ってはいるが、背筋はしゃんと伸びている。

「あの……」

　一瞬混乱しかけた澄花だが、ふと古河の言葉を思い出した。

（そういえば、古河さん。主に仕えていると言っていたっけ……）

　龍一郎の運転手である彼が、主と呼ぶ人なら、それは葛城の縁者であるはず。

（でもこの方、結婚式にいたかしら……？）

　澄花は結婚式の間ずっと自分のことで精いっぱいで、龍一郎がなにを着ていたかも覚えていないくらいだった。だが忘れていたのだとしたら、それは自分のミスだ。

（挨拶しなくっちゃ……！）

　澄花はものの数秒でそう答えを出し、即座に一歩足を踏み出した。

「ご挨拶が遅れました。私は龍一郎さんの――」

　次の瞬間、後ろから腕が掴まれる。

「え？」

　ぐいと引っ張られながら、澄花は今まさに自分の腕を引いた龍一郎の顔を見上げていた。

（なぜ……？）

　目を丸くしたが、龍一郎は澄花を見ていなかった。澄花の腕を自分の体の後ろに引っ張りながら、立ちはだかるように仁王立ちになった。そしてきっぱりと堂々とした声で言い放つ。

「彼女はどこの誰でもありません」

「なっ……」

　澄花は頭を殴られたようなショックを受け、息をのむ。

（どうして……どこの誰でもないって……どうしてそんなこと……）

　だが龍一郎が本気でそう思っているはずがない。それは澄花にだってわかっているのだが――。

「嘘おっしゃい」

　老女は龍一郎の言葉を聞いて、声を尖らせた。

「あなた今、その女と見つめ合っていたじゃない……！」

　そして、神経質そうに声を震わせたかと思ったら、車椅子に乗ったまま、体当たりするように龍一郎へと近づいた。

「憎らしいっ……あなたって人はっ……！」

　罵ののしる言葉に続けて、バスッ、バスッと、音がする。老女はどこから出したのか、細い金属製の杖で、なんと龍一郎の足をなぐりつけている。細腕で力もない。杖は軽く当たっているだけだろうが、澄花は龍一郎の背後で息をのむ。

「わたくしというものがありながらっ……ひどいっ……！　ひどいわっ！」

　ようやく事の次第の異常さに気が付いた。

（まるで……自分が龍一郎さんの妻だと思ってるみたい……）

　龍一郎の背中を掴み、息を殺さずにはいられなかった。

「すみません」

　殴られながら、龍一郎が静かに謝罪の言葉を口にすると、カランと床に杖が落ちる音が響く。

「ううっ……ううーっ……」

　顔を覆って、泣き出した老女の肩に龍一郎が手を置いた。

「琴こと乃のさん。お茶を飲みませんか。古河があなたの大好きな銀ぎん座ざの店の最も中なかを用意していますよ」

「最中……そんなことで機嫌を取ろうなんて……」

「嫌いですか？」

「いいえ……好きよ」

　そこでようやく老女の声が和らぐ。

「あなたはいつもそう……わたくしのこと、甘いものでごまかして……。いいわ……許してあげます……」

「ありがとう。すぐに私も行きますからね」

　龍一郎も優しく微笑んで、それから背後を振り返った。それが合図だったのか、「お嬢様」と古河が駆け寄ってきた。どうやら階段の途中に控えていたらしい。

　小さく龍一郎と澄花に頭を下げ、車椅子のハンドルに手をかけると、ゆっくりと方向を変え、開け放たれたままのドアの内側に戻っていった。

　バタンとドアが閉まり、廊下にまた静寂が戻る。

「――龍一郎さん」

　澄花が声を絞り出すと、龍一郎が緩やかに振り返った。

「彼女は葛城琴乃。私の祖母にあたる」

「おばあ様……」

　やはり彼女は龍一郎の血縁者だったのだ。

「いろいろ事情があるんですね？」

「ああ」

　龍一郎はうなずき、それから閉められたドアを振り返った。部屋の中の様子を気にしているようだ。

「行ってください」

　それを見て澄花はすぐにそう言った。

「澄花……」

「さっきすぐに行きますってお約束されてたから……お待たせしない方がいいと思います」

「ああ」

　すべての事情の原因が彼女の存在なのかもしれない。澄花はこの屋敷から、その空気を感じ取っていた。

「私も、帰ります」

　絶対に龍一郎と帰ると心に決めてここに来た澄花だが、さすがにこの状況で龍一郎を連れて帰ることはできない。

「今日、夜中になるが……」

「え？」

「帰る。必ず」

　龍一郎は、片腕を伸ばして澄花を抱き寄せると、澄花の耳元に熱っぽい声で囁いた。

「俺の帰る場所は、君がいるところなんだ」

　その言葉に澄花の胸は締めつけられたように苦しくなる。

　澄花の思いを聞いて、困ると応えた龍一郎だが、困ってもいいから受け入れてほしいと言った、自分の気持ちが通じたのだと嬉しくなった。

（嬉しいな……）

　鼻の奥がツンと痛い。

「はい……はいっ……」

　涙声になりながら、澄花は龍一郎の背中に腕を回し、しがみつくようにして抱きしめた。




　龍一郎が呼んでくれたタクシーに乗り、澄花は帰宅した。

　怒ど涛とうの数日間だったので、気がずっと張りつめていたせいだろう。澄花はベッドにそのまま倒れ込みたい気分になったが、そこをなんとか頑張って台所に向かう。

（龍一郎さん、夜中に帰ってくるって言ってたよね……）

　きっと彼は自分以上に疲れているに違いない。

「温かいスープなら食べられるかも……よね」

　澄花はエプロンをつけて、包丁を握った。まず玉ねぎと生姜を刻み、キャベツをざく切りにする。

「うー、涙が出る……」

　澄花は目をしぱしぱさせながら野菜を刻んだ後、油をひいた鍋で生姜、玉ねぎ、キャベツと順番に炒める。トマトを適当に切って、さらに水とコンソメを足して煮込んだ後、ソーセージを入れて塩コショウで味を調え、蓋をし、火を止めた。

　なんてことのない普通のスープだが、澄花はこの生姜とトマトのスープが好きで、よく作っていた。龍一郎も、この結婚生活で何度か口にしている。

（いつものようにしていよう……。私が龍一郎さんの帰る場所なら、私はいつも通り龍一郎さんを迎えるだけだ）




「――澄花」

　食事を作った後、キッチンのテーブルでうとうとしていたらしい。軽く肩を揺さぶられて、澄花はハッと目を覚ました。

　上半身を起こすとスーツの上着が滑り落ちる。どうやら龍一郎がかけてくれて、しばらく寝かせてくれていたようだ。

「龍一郎さん……」

　澄花はぼーっとした表情で顔を上げる。

　テーブルに手をついて、澄花の顔を覗き込んでいた龍一郎と目が合った。

（ネイビーブルーの瞳……キラキラしてきれい）

「……ほんもの？」

　そんなことを口走ったのは、龍一郎がとても穏やかな顔をしていたからだ。

　自分の願望を夢に見たのではないかと思った。

「ああ。本物だ」

　だが龍一郎は本物だった。軽くうなずき、それから顔を近づけて澄花の頬にキスをする。唇は柔らかく、吐息は温かい。そしてそのまま、澄花の上半身を抱きしめた。

「ただいま」

「――おかえりなさい」

　澄花も龍一郎の背中に腕を回した。

　龍一郎の温もりがじんわりと伝わってくる。軽く抱き合うだけで、幸せだと思う。

（よかった……！）

　澄花は緩やかに龍一郎の肩に手を置いて、体を離す。

「スープ、食べませんか」

「澄花もまだなんだろう？」

「はい」

　澄花はうなずく。

「待ってたんです。一緒に食べましょう」

　他愛もない会話をしながら、食事を取り、ベッドで眠る。いつも通り。

　すべてはそれからだ。ゆっくりと、話ができたら――澄花はそう思ったのだが。

「そうだな。食事の後は一緒に風呂に入ろうか」

　龍一郎がまさかの変化球を投げてきた。

「え？」

　毎晩甘やかされるように愛されてきた澄花だが、一緒にお風呂はまだ経験がなかった。

「本当に？」

「本当だ。本当はずっとしたかったが、君は風呂どころか、明るいところで裸になるのは嫌だといつも駄々をこねていただろう」

「駄々って……」

　まるで子供扱いだが、実際昼日中に龍一郎が澄花を抱こうとした時は、ベッドルームのカーテンは全部閉めないと、ボタンひとつ外させなかったことを思い出し、澄花はむくれるように唇を尖らせた。

「だって、普通に恥ずかしいです……」

「だが恥ずかしいことが嫌いというわけではないはずだ」

「えっ……」

「澄花、君はかわいい……どんな姿でも、俺の情欲をかきたてる」

　意味深な目線で、龍一郎は囁きながら、澄花の顎先を指ですくうように持ち上げた。




「――いつまで恥ずかしがっているつもりだ」

「いつまでって……」

　澄花はバスタブの中でさらに膝を引き寄せて縮こまる。

「明るいのが嫌だからと、アロマキャンドルにしたんじゃないか」

「そうですけど……」

　広いバスタブは背の高い龍一郎と向かい合って座っても充分余裕がある。龍一郎は長い足を伸ばし、澄花はその足の間に三角座りだ。

　龍一郎の言う通り、バスルームの照明を明々とつけるのはやめて、アロマキャンドルをいくつか照明代わりに灯している。

（いい案だと思ったんだけど……ロマンチックすぎてドキドキする……かも）

　バスルームは静かで、水音しかしない。そしてオレンジの明かりに灯された龍一郎は、ハッとするくらい美しい。彼の顔が、水面に揺らめいて幻想的だ。

　好きな人が今、目の前にいる。永遠に眺めていたい。本気でそう思う。

　正直言って、こんなことは初めてだった。

「龍一郎さん……」

　意味もなく名前を呼ぶと、

「ん？」

　龍一郎は、バスタブに逞しい腕をのせて、軽く首をかしげる。

　その優しい相槌に、また澄花の顔に熱が集まった。

「どうした」

「あ、あの……」

　澄花は両手で顔を挟み、ドキドキしながら口を開く。

「笑わないで聞いてもらえますか」

「私が君の言うことを笑うはずがない」

　龍一郎は真面目にそう宣言し、ちゃぷんと湯を揺らしながら、居住まいをただした。

「私……確かにすごく恥ずかしいんだけど……」

「けど？」

「恥ずかしいのに、龍一郎さんにくっつきたいって、思ってます……。お風呂の中なのに……」

　素直に願望を口にした澄花だが、声に出すと余計に恥ずかしくなった。

「変なこと言ってごめんなさい……」

（今さらだけど、私、彼に恋をしているんだ……。だからこんなに、ふわふわするんだわ……）

　結婚してから何十回と抱かれてきたのに、今ほど胸が甘くときめくのは初めてだった。完璧な龍一郎に見られていると思うと、どこかに隠れてしまいたいくらい恥ずかしくてたまらないのに、その一方でぴったりと体を重ねたいと思ってしまう。

「澄花、君って人は……」

　龍一郎はごくりと息をのみ、澄花の腕を掴み引き寄せる。

「あ……んっ……」

　覆いかぶさるように龍一郎が唇を重ねてきて、澄花は酩酊するような甘い陶酔に引きずり込まれる。

　舌が口の中を味わうように這い回る。大きな手が澄花の背中から腰へと移動し、丸くて小さなお尻を包み込んだ。

「んっ……」

　ビクンと体を震わせると、龍一郎の指が妖しく動き始める。

「あっ……んんっ、りゅ、いちろ、さん……」

　息がうまくできない澄花が口づけから逃れようと顔を動かすと、

「ダメだ」

　澄花の華きゃ奢しゃな体は龍一郎に抱きかかえられ、そのまま膝に乗せられた。

「ダメって、なにが……？」

（クラクラする……。ドキドキして……苦しい……。でも、ずっとこの甘い痛みの中に浸っていたい……）

　澄花は息を荒らげながら、龍一郎に問いかける。すると龍一郎は、澄花の濡れて頬に張りついた髪を指で耳にかけながら、吐息を漏らした。

「君がかわいすぎておかしくなりそうだ。いつもいつも……ほんの一瞬でも君にがっかりさせられたことがない。なにをしてもなにを言ってもかわいくて……君が俺の妻だと思うと、たまらなくなる……」

　長い指が耳に触れただけで、ぞくぞくと全身が震える。

「もっといろんな君を、俺に見せてくれ……」

　龍一郎の目が、色っぽく輝いた。

「このまま俺を飲み込んで……乱れる君を一番近くで見たい」

　その言葉通りに突き上げられて、澄花は声にならない悲鳴をあげ、白い喉をのけぞらせた。




　バスタブの中で性急に愛し合った後、二階の寝室へ移動した。

　龍一郎はバスローブを羽織っただけの姿で、バスタオルで包み込んだ澄花を軽々と抱き上げて、まるで儚はかないガラス細工でも運ぶような手つきで、ベッドに下ろす。

「澄花……澄花……」

　大きな手で頬を包み、撫でて、ついばむように口づける。

　そんなにしてはすり減ってしまうのではないかと思うくらい全身に優しく触れられ、今まで何度も感じてきた以上の快感に、澄花は震えて返事もできない。

「かわいい……泣いている君も、かわいい……」

　龍一郎はうっとりとした声で囁き、そしてありとあらゆる場所に、澄花が恥ずかしがってもそれをなだめすかして、口づける。

（泣かせて喜ぶなんて……ちょっとひどい……）

　そう思うのだが、普段クールに見える龍一郎が、甘い声で何度もかわいいと囁くので、その言葉もキス以上に澄花に甘いときめきを与えて、キュンキュンと胸が苦しくなるのだった。

　そうやって、長い時間、キスをして、見つめ合い、ひとつになり、何度も意識を手放しながら、澄花はそれでも、目を覚ますたびにまた求めてくる龍一郎を迎えた。

　いや、澄花も龍一郎を求めていたのだ。

　初めて彼の妻になった夜から、澄花は龍一郎に毎晩とろけるように愛されていたが、今までは自分に『夫婦になったのだから』と漠然としたイメージで与えられる情熱を受け入れていた。

　だが今晩初めて、『私もこの人を愛している』という気持ちで応えている。これは澄花が感じたことのない、この上ない喜びだった。

（愛してもいないのに体が快感を知ってしまったと思っていたけれど、全然違う。愛している人だったら、こんなに体も心もふわふわして、もっともっと、気持ちがいいんだ……）

　向かい合うように抱き合い、澄花は龍一郎を愛おしみながら、彼の背中に腕を回す。

　背が高く、胸板も厚い龍一郎の腕の中にいると、まるで閉じ込められているような気になる。だがその檻おりは彼の甘い独占欲だ。決して澄花の意思を踏みにじるものではない。

「大丈夫か……無理をさせた」

「大丈夫……」

　澄花はこくりとうなずいて、龍一郎の裸の胸に額を押しつけた。

　こうやってがむしゃらに愛し合って、好きだという思いを思う存分吐き出して、お互いに落ち着いたようだ。

　実際、帰ってきた時はベッドに倒れ込んだら五秒で意識を失いそうだと思ったのに、今、澄花の頭と心は怖いくらい冴えている。

（もしかしてアドレナリンでも出てるのかな……）

　そんなことを考えてしまい、澄花はふっと唇に微笑みを浮かべる。

　そして龍一郎は無言で、そんな澄花の後頭部と、背中をゆっくりと愛おしげに撫でている。まるで猫の毛並みでも確かめるかのように、穏やかに。

「龍一郎さん、今話せるんだったら……私、聞きますよ」

「澄花……」

　一瞬、龍一郎は愛撫の手を止めたが、ため息をついて、「ありがとう」と、低い声で囁いた。

「まず、祖母の話をしようか」

「はい」

「祖母は……時々俺を、彼女の夫だった人と混同するんだ」

「夫……だった人？」

　澄花は首をかしげる。

「ああ。俺の祖父にあたる人だ。若くして亡くなったから面識はないんだが……派手な美男子だったらしい」

　龍一郎はなにかを思い出したのか、澄花の腰に回した手に力を込める。

「祖父の家は身分はあるが金はないの典型で、祖母の家はその逆だった。というわけで、親同士の利害が一致した政略結婚……昔ならそう珍しい話じゃないだろう」

　政略結婚という言葉に、澄花の胸はチクッと痛くなった。

「祖母は祖父を愛したが、祖父はそうじゃなかった……。働きもせず、あちこちに女を囲ってはフラフラしていたとか」

「フラフラ……」

「周囲は、子供が生まれれば人が変わるんじゃないかと期待したこともあったようだが、もちろんそんなことはなかった」

「子供って、お義父様のことですよね？」

　KATSURAGI の社長である柔和な義父の顔を思い出す。

　だがどちらかというと、彼は母である琴乃に似ている気がする。華やかな雰囲気はあるが、絶世の美男子というわけではない。

「龍一郎さんは、隔世遺伝だったんですね」

　すると龍一郎は、困ったように笑ってうなずいた。

「ああ。だが俺は、あの両親の子供じゃないんだ」

「――え？」

　一瞬なにを言われたかわからなくなった澄花は、息をのむ。

「あの両親って……葛城の」

「そうだ。祖父はほかに囲っていた女性との間に娘をもうけた。その娘が俺の実の母だ」

「そんな……」

　そういえば以前、龍一郎は葛城の両親のことを『いい人』だと言っていたではないか。まるで他人行儀な呼び方に、あまりうまくいってないのかと不安になったことを思い出した。

「まぁ、母は愛人の娘だからといって肩身の狭い思いをしたわけではない。祖父もひとり娘のことはとてもかわいがっていて、ピアノが好きだからという理由で留学させるくらいに、生活には余裕があったそうだ」

「じゃあ龍一郎さんのお父様は？」

「俺の父はどこの誰かも知れない。おそらく道ならぬ恋だったんだろう。留学から戻ってきてこっそり俺を産んだ」

　龍一郎はまた、ため息を漏らす。

「じゃあ……どうして」

「祖父、母とあまり健康には恵まれなかったらしい。俺を産んだ後に体を壊して、俺がまだ小さい時に眠るように亡くなった。すべてを覚えているわけではないが、どこかあどけない、子供のような人だった」

　そう思い出して語る龍一郎の母の像は、不思議と龍一郎に重なる。

（留学してた……お母さん……そうか。そういえば痛いの痛いの飛んでいけって、英語で言われたっけ……）

「そして俺は小学校に入る前に、子供のいない葛城の両親の養子になり、葛城の姓を名乗ることになった」

「養子……」

「言っただろう。両親は本当にいい人たちなんだ。俺は本当になにひとつ不自由なく育ててもらったし、恩も感じている」

　そして龍一郎は、どこか悲しげに言葉を続けた。

「祖母は、自分が産んだ息子も、祖父の愛人にも、その娘にも興味を示さなかった。そのことで父はかなり祖母に思うことがあるようだが……仕方のないことなのかもしれない」

　自分のことでもあるはずなのに、龍一郎はどこか達たっ観かんした様子だった。

「だが母が産んだ俺には、憎悪の目を向けた。成長する俺に祖父を重ね、ことあるごとに当たり散らすようになった。今思えば、もう当時からすでに心のバランスを崩していたんだろう。今、俺たちが住んでる葛城の屋敷にいきなりやってきて、俺に水をかけてきたり……そんなことが数回あって、両親は俺を、信頼している従兄弟夫婦の家に預けたんだ」

「あ……杉江さんの家！」

「――そうだ」

　龍一郎はこくりとうなずいた。

　話を聞いて、点と点、小さな違和感が、澄花の中で繋がっていく。

「本当に、祖母が見ていたのは祖父だけだった。そしてそれは一途な思いを通り越して、怨おん念ねんに近いものだったんだろうな」

　龍一郎は澄花の裸の肩を丸く撫でながら、目を伏せた。

「俺さえいなければ、祖母はいつだって頭がよく、商売上手で、人当たりもいい、誰の目から見ても素晴らしい経営者だった。取締役や株主の要望もあって、社長、会長として一線で働いていたが、数年前にがんが見つかって余命宣告を受け、引退した。それからまるでつきものが落ちたみたいに静かに暮らしていたんだが……月に数回、あんなふうになって、祖父を探し回る。気持ちは娘時代に戻っているんだろう。そのたびに俺が行って、祖父のふりをする」

「そんな……いいんですか？」

　龍一郎がひとりで抱えていた、祖母の悲しくてやりきれない思いを聞いて、唇がわなないた。

　愛して、愛しぬいた男に振り向いてもらえなくて……夫の死後も彼を求めている、葛城琴乃という女性。そしてかつては理不尽な暴力にさらされた龍一郎がそのケアをしなければいけないという因いん縁ねんに、澄花はただ胸が詰まってしまった。

「確かに祖母の目には相変わらず実の息子も孫も映っていない。だが彼女が車椅子になったのは、俺を探して階段から落ちたからだ。だからもういいんだ。悲しませたくないし、苦しめたくない」

「あ……」

　あまりにも悲しすぎる事実に、澄花は言葉を失った。

「――ずっと自分の人生を他人事のように見てきた。どうでもいいと思っていたし、興味もなかった。他人が求める自分を演じられたらいいと思っていた。苛立つこともあったが変えようとは思わなかった。それが摩ま擦さつを生まない人生だと思っていた」

　龍一郎はぽつりとつぶやく。

「そんな俺が……七年前、君に会って……変わったんだ」

「え？」

「俺は……恋人を失った君を、葬儀の場所で見て、ひと目惚れした人でなしなんだ」

「…………」

「君を傷つけないというのは、嘘だった。言えば優しい君を傷つけることはわかっていたし、人でなしの俺が嫌われることはわかっていた。だがそれでも……たとえ人の道に外れても、君が欲しかった……。自分勝手だが、君を守りたかった。澄花」

　龍一郎は苦しそうに澄花を抱き寄せる。

「こんな俺でも、いいのか。本当に、愛してくれるのか……？」

　どこか切羽詰まったようなその言葉に、澄花は胸を刺されたような衝撃を受けた。それから息をするのも忘れて、無我夢中で龍一郎の胸に体を押しつける。

「りゅ、いちろう、さん……！」

　愛してしまった。

　誰がそのことを責められるだろう。

　葛城琴乃も、その夫も、その娘も、そして龍一郎も。

　今こうやって澄花が愛する人を抱きしめられるのは、誰かが誰かを愛したその先の未来だ。

　龍一郎と澄花の間に愛があって、なぜ龍一郎が苦しまねばならない。

　澄花の目に涙が浮かぶ。

「――言ったでしょう。世界中の誰が敵になっても、私は龍一郎さんの味方だって」

　澄花は顔を上げ、龍一郎の頬に手をのせた。

「たとえ龍一郎さんが、自分のことを好きになれなくても……私がその分、愛します。大事にして、かわいがって、尊敬して、お腹いっぱいになるまで側にいます……だから大丈夫ですよ」

　ずっと自己評価が低かった、自分は愛される人間ではないと思い込んでいた人の心を変えるのは、時間がかかるだろう。

　だがそれがなんだと澄花は思う。なぜなら自分と龍一郎は夫婦なのだ。

「時間ならたっぷりありますから。安心して、私に愛されてください」

　言いながら笑う澄花の頬に涙が伝う。目尻からぽたぽたと涙が落ちる。

　だがこれは悲しみの涙ではない。置いていかれた者の悔し涙でもない。ただ愛する人に寄り添えたら、これ以上の喜びはないという涙だった。

「龍一郎さん」

　澄花は呆然と自分を見つめている龍一郎に顔を近づけて、そっと唇の上にキスをする。

　その瞬間、驚いたように龍一郎はビクッと肩を揺らす。しかも彼の耳はみるみるうちに真っ赤に染まっていた。

「龍一郎さん、照れてる……？」

「なっ……まさか」

　なぜか即座に否定されたが、龍一郎の頬はカーッと赤くなっていく。やはり照れているようだ。

（そういえば、私からキスしたのって初めてかも……）

　いつもいつも常に強引で大人の男だった龍一郎が、触れるだけの澄花のキスに照れている。なんだか無性に、愛おしくなった澄花は、

「かわいいですね。ふふっ」

　目の端に残った涙を指先で拭いながら微笑んだ。

　すると龍一郎は根負けしたように、

「別に……ああっ、もうっ……！」

　と、唸り声をあげると、そのまま体勢を変えて、澄花の上にのしかかる。

「夫をからかうとは、いけない妻だな……」

　からかうように言う龍一郎のネイビーブルーの瞳は、濡れたように輝いていた。

「じゃあ思い知らせてください……」

（もうひとりで悲しませたりなんかしない……諦めさせたりもしない……）

　澄花はそう決意して笑顔を浮かべると、龍一郎の首に腕を回し、目を閉じた。










エピローグ




　それから時は過ぎ――季節は夏になった。

　澄花は額から流れる汗をタオルで拭きながら、空を見上げる。

「暑い……っていうか、これどのくらいやったら終わるんだろう？」

　腰と背中をうーんと伸ばしながら、周囲に広がる庭を見回す。

　長い髪をひとつにまとめ、ジーンズとＴシャツの上にＵＶカットのパーカーを羽織った澄花は、軍手をはめた手に鎌かまを持っている。おまけに足元は長靴で、完全な草刈りスタイルだ。

　鎌倉の本宅の敷地は信じられないくらい広い。当然お抱えの庭師がいて、草木を整えてくれるのだが、夏ともなるとすぐに雑草が伸びて、大変なことになる。なので座敷から見えるところくらいは自分でやろうと思い立ったのだが、この調子では簡単に終わりそうにない。数日はかかりそうだった。

「すうちゃん、お茶が入りましたよ」

「はーい！」

　澄花は声のした方に返事をして、踵を返し縁側へと小走りに向かった。

　隅まですべて窓になっている長い縁側の廊下は、いつもきれいに磨かれている。そこに龍一郎の養母である由香子が、ガラスの器に冷たいお茶を注いで待っていた。

「なにもあなたが草刈りなんかしなくてもいいのに」

　由香子はきれいに切り揃えたボブカットの、おっとりした雰囲気の女性だ。葛城グループの社長夫人だが、まるでそんな気取ったところがなく、笑顔がかわいらしい。

　義父が子供の頃から、母親である琴乃とうまくいっていなかったという話を聞いて、なぜ義父がこの女性を妻に選んだのか、わかったような気がした。

　ちなみに今日も、遊びに来た澄花が急に『草むしりをします』と言い出して、笑いながら、少し手伝ってくれたのだった。

「そうなんですけど、気になったらつい手をつけたくなってしまって」

　澄花は笑って由香子が淹れてくれたお茶をゆっくりと口に含む。

　冷たいお茶が口の中をすっきりさせ、喉を落ちていく。火照った体に染み渡るようだった。

「とても美味しいです」

「そう？　よかった」

　由香子はころころと笑って、そして縁側に面している和室を振り返った。

　和室はかつて琴乃が使っていた部屋だ。今はきれいに片付けられているが、調度品などはいくつか置いたままにしてあり、かつてこの屋敷で女王のように振る舞っていた琴乃の気配が、まだ残っているような気がする。

「それにしても、なんだかあっという間だったわね……」

「――そうですね」

　澄花もうなずく。

　琴乃が亡くなったのは、龍一郎と澄花が披露宴を催した翌日だった。

　会社向けの豪華絢けん爛らんな披露宴を終え、くたくたになってホテルに戻り、翌朝、ベッドの中で龍一郎とうとうとしている時に、亡くなったという連絡を受け取ったのだ。

　龍一郎の養父は『最後まで振り回されたなぁ……。まぁ、看取ることができてよかったよ』と泣き笑いの表情でそんなことを言っていた。

　龍一郎の披露宴を見て、義父はいろいろ思うことがあったらしい。本当にたまたま琴乃の様子を見に行って、そのまま母親の死を看取ったということだった。

　その場には古河以外にも医者や看護師もいたが、『ああ、やっとあの人が迎えに来てくれた』と、笑って目を閉じたという。そこに龍一郎はいなかったから、彼女は本当に愛する人に迎えに来てもらったんだろうと、澄花は思ったのだった。

「――あなたにもいろいろ黙っていてごめんなさいね」

「いいえ。気にしないでください」

　由香子はずっと、琴乃の存在を黙っていたことを気にしていたそうだ。

　だが夫である龍一郎が隠そうと思って隠していたのだから、由香子を責める気持ちなど一ミリもない。

「龍一郎さん、ずっと秘密にしておくつもりだったみたいなので……。でも、当然だと思います」

　結局龍一郎は、あれからも数度、琴乃のもとに顔を見せに行っていた。

　そして澄花はあの屋敷には二度と行かなかった。ただいつものように振る舞って、帰ってくる龍一郎を迎えただけだ。

「おばあ様にとって龍一郎さんは龍一郎さんじゃなかったんですよね」

「ええ……そうね。私にとってお義母さんはとても厳しくて、本当におっかない、鬼みたいな人だったんだけど、あんな人でも、夫の前では乙女みたいになるんだなって、思ったわ」

「鬼……」

「鬼よ、鬼……。人の十倍働いてて、バリバリのキャリアウーマンで、睡眠時間は三時間って言ってたわよ」

　由香子は両手の人差し指をピンと立てて、頭の上にのせる。鬼のポーズらしい。コミカルな表情をしているが、当時は大変だったのだろう。

「三時間……」

　そういえば、龍一郎もそんなことを言っていた。澄花と一緒に寝るようになってだいぶ改善されてきた気はするが、相変わらず夜中に起きて仕事をしているのは、知っている。

（会ったのはたった一度。だけどお会いできてよかった……）

　ちなみに葬儀の事務的な作業を仕切ったのは何十年も琴乃に仕えていた古河だった。琴乃はそう遠くない未来、自分がこうなるとわかっていたのか、葬式に呼ぶ人のリストだの、形見分けの内訳だの、死後のことは、すべて手配済みだった。本当に、経営者としては立派すぎるくらい立派な人だったのだろう。

「睡眠時間が短すぎるのはよくないわ。最低六時間は寝ないと」

「私もそう思います」

　澄花もしっかりとうなずいた。

「ところでこれからどうするの？」

「龍一郎さんと待ち合わせしてるんです」

「あら、デート？　いいわね」

　由香子はウフフと頬を染めて、「行ってらっしゃい」と微笑んだ。




　澄花は黒の着慣れたノースリーブのコットンワンピース姿で、霊園の前でタクシーを降りる。その腕には大きな生花を抱えていた。

「澄花」

「あ、龍一郎さん！」

　霊園の入り口にはスーツを着た龍一郎の姿があった。上着は脱いでベスト姿で袖をまくり、手桶を持っている。

「掃除は先に済ませておいた」

「えっ、ごめんなさい！」

「謝ることはない。仕事が早く終わったんだ。行こう」

　水がたっぷり入った手桶を軽々と運びながら、龍一郎はスタスタと慣れた様子で歩き始めた。

　霊園に一歩足を踏み入れると、蝉せみの声が周囲から降り注いでくる。

（耳がどうにかなりそう……）

　少しうんざりしながら、整備された玉砂利の道を歩く。

　ここは春樹が眠る丸山家の墓がある霊園だ。彼の月命日には、ふたりで来ようと龍一郎から言われて、今日で二回目だった。

　墓の前で、澄花が持ってきた花を受け取った龍一郎は、チョキチョキと慣れた様子で茎に花バサミを入れて、花立てに挿す。

　澄花は線香に点火して香炉に立てる。線香のいい香りが空に昇っていく。

「本当に暑いね……お水たくさん飲んでね」

　話しかけながら墓石にたっぷりと水をかけ、正面に移動し、合掌した。

（ハルちゃん……いつも私のことを見守ってくれてありがとう。ハルちゃんのことだから、私がなにか思いつきでひどいことをやらかすんじゃないかってハラハラしてると思うけど……家族や周りの人を大事にして、誠実に生きられるよう頑張りますので、どうぞこれからも見守ってください）

　澄花の次は、龍一郎だ。同じように線香を香炉に立て、水をかけてから手を合わせる。ずいぶんとお参りの時間が長い気がしたが、澄花は黙って一歩引いたところで、それを見守っていた。

「――帰ろうか」

　ゆっくりと合わせていた手を下ろした龍一郎が振り返る。

「はい」

　すると龍一郎が空いた方の手をすっと伸ばしてきた。手を重ねるとぎゅっと握りしめられる。

　日差しは熱い。繋いだ手も熱い。

　だがそよそよと風がなびき、龍一郎の黒髪を揺らす。披露宴に合わせて短く切っていたのだが、最近少し伸びたようだ。

「龍一郎さん、一緒にお墓参りに来てくれてありがとう」

「当然だ……君の大事な人だ。そしてきっと俺にとっても……」

　龍一郎はそう言って、ゆっくりと歩き始める。

「ついでに言えば、男として嫉妬もするが……もうこればかりは仕方ない」

　霊園を出て隣接している駐車場に向かうと、龍一郎の車があった。ちょうど隙間の時間だったのか、車はほかに停まっていなかった。

　ちなみに古河が運転手を辞めたので、龍一郎はあの仰々しい車からレクサスに乗り換えたのだ。

「海沿いを走ろうか」

　空調を入れ、シートベルトを締めながら、龍一郎が隣の澄花に尋ねる。

　ドアを閉めても、蝉の声がまだうるさい。

「ドライブデート？」

「馬乗りに行ってもいいが、どうする？」

　最近、澄花は乗馬を始めた。もともと体を動かすのは嫌いではなかったのだが、やってみると性に合っていたらしい。龍一郎と時間が会えば、三み浦うら海かい岸がんの乗馬倶楽部に通っている。

「行きたいです！」

　澄花が瞳を輝かせ、ぶんぶんとうなずくと、龍一郎はふっと笑って、そのまま顎先を持ち上げるようにしてキスをする。

「かわいいな」

「えっ!?」

「かわいい……ああ、無性に君を抱きたくなってきた」

「ええっ!?　う、う、馬は!?」

「馬にも乗るが、澄花にも乗りたい。もう三日も我慢している」

　そう、龍一郎は出張帰りで、確かに三日ほど離れていたのだが――。

「ちょっ、なんだかそれ、エッチですよ？　もうちょっと言い方考えてくださいっ……！」

　それになにより唐突にそんな雰囲気を醸し出されても、澄花の気持ちが追いつかない。

「嫌なのか」

「そんなわけないじゃないですかっ……」

「じゃあ俺を愛してる？」

「あっ……」

　じっと見つめられて、頬に熱が集まる。

　ねだるように問われて、心臓が跳ねる。

　ネイビーブルーの瞳が、澄花に答えを出せと迫ってくる。

「あっ、愛してます……もちろん……」

　澄花は真っ赤になりながら、うなずいた。

　だが龍一郎の口から返ってきたのは、

「もう一度言ってくれ。名前とセットで」

　と、まさかのダメ出しだった。

「ええっ……」

「言葉にしなければ誤解されたままだと教えてくれたのは君だ。愛されなくてもいいなんて嘘っぱちだ、君に愛されたい」

　そんな切ない目、声でそう言われたら、澄花も応えるしかない。

　そう、澄花だって龍一郎に幸せな気持ちでいてほしいし、安心させたいと思っている。だからきちんと言葉に出して伝えると約束したのだ。

（自分でそうするって決めたんだしっ！）

　唐突だと戸惑っても腹をくくるしかない。

　澄花は照れる気持ちをグッと追いやって、龍一郎を真剣に見つめ返す。

「龍一郎さん……私、あなたを愛してま……っ、んんーっ！」

　シートベルトを外して、身を乗り出すようにして近づいてきた龍一郎に、唇を塞がれる。

（話がちがーうっ！）

　ポカポカと肩を叩いたが、龍一郎はクスクスと少年のように笑いながら、唇を押しつけたまま囁いた。

「すまん。あんまりにも一生懸命で、かわいくて、つい……」

「つ、ついって、もうっ……」

　どうやらからかわれていたと気づいた澄花は憤ふん慨がいするが、

「俺はきっと一生こうだな」

　と、龍一郎は機嫌よく笑う。そしてふと、真顔になってゆっくりと顔を離し、澄花の頬を指で撫でる。

「君を愛して、愛されて、君をこうやって近くで見つめられる。幸せだ……。本当にありがとう」

　その言葉はまっすぐに澄花を包み込んだ。

「これからもずっと俺の側にいてくれるか」

「龍一郎さん……」

　龍一郎のシンプルな願いは、澄花も同じだった。

（もちろんよ。ずっと……ずっと、側にいる。龍一郎さんがおじいちゃんで、私がおばあちゃんになってもずっと、ずっとよ……）

　これから先のことはなにもわからない。だがこの思いは日に日に深く強く、澄花の中で根付き、枝葉を伸ばしていくのだ。

（この思いを大事に育てよう……）

　そんな思いを込めて、澄花は返事の代わりに、自分から龍一郎の唇を奪う。

　その一瞬、龍一郎は肩のあたりを強張らせる。澄花からキスをする時、いつも伝わってくるその緊張が、澄花は無性に愛おしくなってしまうのだ。

「まだ私からのキスって効力があるみたい？」

　いたずらっぽく囁くと、龍一郎は苦笑して頬を傾ける。

「ああ……悔しいくらいに。負けられないな」

　そうして柔らかく重なる唇は、次第に熱を帯びていく。

　気が付けば、澄花の耳にあれほどうるさかった蝉の声は、いつの間にか聞こえなくなっていった。
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小さなやきもち




（やっぱり龍一郎さん、ご機嫌が斜めだわ……）

　澄花は運転席でハンドルを握る龍一郎を見て、ため息を漏らす。

　絵に描きたくなるような美しい横顔で、端整すぎるがゆえに他人には無表情に見える龍一郎だが、澄花にはわかる。これは間違いなく怒っている顔だ。

　澄花はおそるおそる、だがまったくなにも気づいてないふうを装って、朗らかに話しかけた。

「龍一郎さん、喉渇かない？　どこかでお茶でも飲んでいく？」

　とりあえず車を降りて、冷たいものでも飲んでおしゃべりすれば気が紛れるかと思ったのだが、

「――いや、別に」

　その澄花の提案はあっさりと却下されてしまった。

（別にって……）

　いつもの龍一郎なら、澄花のこういった提案には即座にオッケーするし、むしろ長い運転の合間では、自分が飲みたいうんぬんよりも、澄花を気遣って休もうと言い出すのが常なのだ。なのに今回に限っては、『いや、別に』である。

　勇気を出して差し伸べた手を素通りされたような気がして、澄花は内心おもしろくない。

（私が悪いの……？　でも、そんなに怒るようなことじゃないわよね？）

　澄花はこの気まずい空気の原因となった、とある御曹司とのやりとりを思い出していた。




　澄花が通っている三浦海岸近くの乗馬倶楽部は、オーナーは篠しの崎ざきという七十代の紳士で、龍一郎も子供の頃から世話になっているという。そして倶楽部の会員もすべて篠崎の昔からの知り合いで構成されているが、変にかしこまっておらず、穏やかな社交の場という雰囲気だ。

　今日、澄花はひとりでここに来ていた。龍一郎は仕事で遅れてくることになっていたのだが、それも何度かあったことなので、特に気にしてはいなかった。

「ひとりで大丈夫かい？」

「ええ。大丈夫です。お天気もいいし、今日のレオもとってもいい子だし」

　心配する篠崎に、澄花は笑顔になって、ゆっくりと馬の首を撫でる。

　ぶるる、と返事をするレオは栗毛の優しい温和な性格で、初心者向けの馬だった。澄花はいつもレオに乗らせてもらっていて、つい先週から引馬なしのひとりで馬を操れるようになっていた。

　この日も、澄花は柵で囲まれた丸馬場を何周かして、林を抜け三浦海岸までのんびりとレオを歩ませる。海岸の一部は倶楽部の敷地内なので、馬で駆けることができる。

　澄花はすうっと息を吸い、ゆっくりと吐く。手綱を握って砂浜を軽速歩で進む。馬の脚運びに合わせて、立つ、座るのリズムを合わせるのだ。それから駆歩で砂浜を走る。

　もともと運動神経は悪い方ではないし、動物も好きだ。そしてなにより乗馬は、目線が高く、風が気持ちいいのがたまらない。澄花はすっかり乗馬の虜とりこになっていた。

　しばらく海岸を走らせていると、喉が渇いてきた。澄花は砂浜に張り出した木の下で馬を降りて、リュックに入れていたペットボトルを取り出し、ひと口含む。

「美味しい……」

　じんわりと染み込む水分に目を細めていると、遠くからサラブレッドが走ってくるのが見えた。

「龍一郎さん……？」

　長身の男性が乗っているのはわかるが、よく見えない。ペットボトルを持ったままじっとそれを眺めていたら、あし毛のサラブレッドは澄花の手前で止まり、ひらりと男性が降りてきた。

「こんにちは」

　にこやかに挨拶をする男性には、一度だけ篠崎に紹介されて、見覚えがあった。

（確か『エール化け粧しょう品ひん』の御曹司だったはず……）

　エール化粧品は、国内有数の化粧品会社だ。

　目の前に立っている彼は長身で、灰色の目をしたとんでもない美青年で華がある。龍一郎とは違った意味で、ひと目見れば忘れられない。そんな雰囲気の持ち主だった。

「こんにちは」

　澄花もにっこりと笑って、会釈する。

　独身の頃は男性を警戒していた澄花だが、すでに自分は人妻であり、なおかつここは乗馬倶楽部内なので、身構えることもない。

「今日はおひとりですか」

「いえ、夫が遅れて来る予定ですが」

「ふむ……なるほど」

　それを聞いて御曹司はどこか楽しげににやりと笑う。

「なにか？」

　首をかしげると、彼は一歩だけ澄花に歩み寄って、まるでいたずらっ子のように微笑んだ。

「もしよろしかったら、助けていただけませんか？」

「助ける？」

　澄花の目が点になった。

「実は子供のための乗馬教室の手伝いをしているんですが、女性陣の都合が悪くなってしまって。子供が十人もいるものですから、お昼の準備もままならなくて困っていたんです。篠崎さんから、葛城さんが来てると聞いたので、追いかけてきました。突然のことで申し訳ないのですが、手伝ってもらえないでしょうか」

「そんなことでしたら喜んで」

　いったいなにを助けなければならないのかと、少しだけ緊張していた澄花だが、〝子供のための食事〟という申し出を断る理由はない。

　ということで、澄花はまたレオにまたがって、倶楽部に戻ることにした。

　倶楽部までの道すがらお互い、軽く自己紹介をする。

　灰色の目をした彼は、改めて澄花に「不ふ二じ基もといと申します」と丁寧に名乗ってくれた。年は二十九歳になったばかりだという。彼の両親と篠崎夫婦が友人同士で、この倶楽部でも子供の頃から世話になっているそうだ。

「サンドイッチの予定だったので、食材はすでに用意しているんですが、なにしろ私は包丁も持ったことがなくて。お恥ずかしい限りです」

　そう言って基は、爽やかに微笑む。ただほんの少し笑顔になっただけで、キラキラした幻覚が見えそうだ。

　着慣れた感じのコットンのシャツにデニムとブーツを合わせたシンプルなスタイルなのだが、龍一郎とそう変わらない長身でまるでモデルのように着こなしている。

「サンドイッチなら……私でもなんとかなりそうです」

　華やかなのにどこか愛あい嬌きょうがある雰囲気は、神様が丹たん精せい込めて作った造形としか言いようがなく、澄花は『龍一郎さん以外にも一般人にこんな美男子っているんだなぁ』と呑のん気きに思いながら、こくりとうなずいた。

　そして馬をスタッフに預けて、そのまま肩を並べてクラブハウスへと向かう。

　軽食を出すこともあるクラブハウスのキッチンは業務用だ。広いステンレスの作業台の上には、薄く切られたパンや卵、ハム、肉の塊、トマトやレタス、玉ねぎなどの野菜が、所狭しと積んであった。

　篠崎もやってきて、「うちの家内もたまたまいなくて。すまないね」と申し訳なさそうだったが、澄花は「私でよければ」と首を振る。

　壁にかかっている時計は、午前十一時をさしている。一時間あるといっても、この量だ。手早くしなければランチの時間が遅れてしまうだろう。

「さて……まずゆで卵……」

　卵を茹で、その間に野菜を洗って切る。それからパンにバターを塗っておく。冷蔵庫に上等なハムやソーセージが入っているが、ボイルするにしても焼くにしても、すべて同時進行でやらなければならない。

（どうやっつけていこうかな？）

　頭の中で進行表を描き、少しワクワクしながらシャツの袖をまくり手を洗っていると、基が「エプロンを持ってきました」と姿を現した。

「ありがとうございます」

　澄花はネイビーのエプロンを受け取って、カットソーとデニムの上に着けると、後ろを手早く結ぶ。

　見れば基も手伝う気なのか、真面目な顔をしてエプロンを着けている。彫刻のように彫りの深い、美青年のエプロン姿だ。

（似合……うような、似合わないような……？）

　神妙な面持ちで後ろに手を回して、蝶々結びに四苦八苦している様子が伝わってきたが、さすがに手を出すのも憚はばかられる。見ないふりをしつつ、冷蔵庫を開けた。

「野菜は俺が洗いますよ」

　エプロンを着け終わった基が隣に立つ。

「ありがとうございます。ではお願いします」

　澄花は野菜が入ったかごを基にバトンタッチして、横に一歩ずれる。その時、見るつもりはなかったのだが、基の腰のあたりで結ばれた紐が揺れているのが目に入った。

（あっ、結び目が縦になってる……！）

　内心そう思ったが、自分が口を出すことではないので、込み上げてくる笑いをグッとこらえて包丁を握った。

（ここに龍一郎さんがいたらどうしたかな？　器用だから、蝶々結びはできそうだけど……）

　龍一郎もやはり基と同じように、生まれて一度も包丁を握ったことがないタイプだ。そして家事はすべて外注でもいいと言うくらいだし、特にこだわりも感じられない。

　だが澄花が作る慎ましい料理は、まるで三ツ星レストランのシェフが作ったかのように絶賛し、あれやこれやと褒め讃えるので、たまに恥ずかしくなる。

（龍一郎さん、褒めなきゃって感じではないのよね……。純粋に『澄花はすごい』って感心されてるから、なんだかそわそわするし……嬉しいけど）

　些細なことで喜んでくれるのは、彼が澄花を愛してくれているからなのだろう。きっと彼なら、切って挟むだけのサンドイッチだって絶賛してくれるに違いない。

（早く顔が見たいな……）

　澄花は今頃仕事を切り上げて、こちらに向かっているであろう龍一郎のことを思い出して、ほんわかと温かい気持ちになった。

　その後、サンドイッチの体裁を整えているうちに、いちいちすべてを挟んでいる暇がないと気づいたふたりは、たくさんのお皿に具材を並べて、子供たちに好きなものを挟ませるというバイキング方式にした。そしてなんとか怒涛のランチ時間を終えることができた。

「澄花さんのおかげです。ありがとうございました」

　基は子供たちにも大人気らしく、わぁわぁと小学生くらいの子供たちにもまれた後、彼らを再び馬場に送り出してから、澄花に頭を下げる。

「いえ、そんな。お役に立ててよかったです。それにこういうのも新鮮で、楽しかったです」

「本当ですか？」

　基が驚いたように軽く目を見開く。

「はい、本当に。あの、もしかしたら余計なお世話かもしれませんが、また人手がいりそうな時は声をかけてください」

　ひとりっ子で兄妹がいない澄花には、子供たちに囲まれるのは新鮮な体験だった。まだ胸の奥は興奮でワクワクドキドキしているような気がする。

「私、久しぶりに大きな声を出したかもしれません」

　澄花がふふっと笑うと、

「そう言っていただけると俺も助かります。ありがとう」

　基が美しい目を細めて、微笑んだ。

　そうやってお互いお礼を言い合っていると、「澄花」と低い声で名前を呼ばれた。振り返ると篠崎と一緒に龍一郎がキッチンに入ってくる。ようやく仕事が終わって到着したらしい。

「あ、龍一郎さん！」

　澄花は跳ねるように龍一郎のもとへと向かう。だが次の瞬間、澄花は腰を抱き寄せられ、彼の胸の中に飛び込むような形になった。

「わっ……」

　よろめいた澄花だが、龍一郎がしっかりと抱きとめたので、転ぶことはなかった。

（どうしたの急に？　人もいるのに……）

　まるで長い間離れ離れにでもなっていたような抱擁に、澄花の頬に熱が集まる。

「ちょっと……人前ですよ……」

　澄花は照れながら龍一郎の胸を押し返すが、龍一郎はそのまま、

「これで失礼する」

　と、ひと言だけ告げて、強引に澄花を連れてキッチンを出ていく。

「えっ、龍一郎さんっ……？　まだ片付けが全部終わってないんだけど……！」

　澄花はアワアワしながら振り返る。

「あっ、不二さん、篠崎さん、すみません、失礼します……！」

　そして、目を丸くしている篠崎と、なぜかにこやかに手を振っている基に頭を下げ、半ば無理やり車に乗せられたのだった。




（――そうよ。やっぱり怒られるようなことは一切なかったわ）

　あれやこれやと思い出し、助手席の澄花は、車の窓の外に目をやりながら、唇を噛みしめる。

「龍一郎さん」

　澄花ははっきりと夫の名前を口にした。

「さっきのアレはどういうことなの？」

　結局、龍一郎は澄花を車に押し込んでから、ずっと無言だった。

　どう考えても、あんな帰り方はない。基にも篠崎にも失礼な態度だった。

　だがその理由を龍一郎は言葉にしない。常日頃、夫はそういう人だからと思ってはいたが、時間が経てば経つほど、ジワジワと怒りが込み上げてくる。

「私、お手伝いしてはいけなかったの？」

「――澄花」

「たいしたことじゃないって思ってたけど、そうじゃないの？　私が知らないルールがあるの？　それとも私がなにか取り返しのつかないようなミスをしたの？」

　一瞬溜め込んだ分、ポンポンと言葉が口をついて出る。

　けれど隣でハンドルを握る龍一郎は、一度澄花の名前を呼んだだけで、その後は苦虫を噛み潰したように渋い表情で前を向いている。

「なにも教えてくれないのね」

　澄花ははぁ、とため息を漏らす。

（口に出さないと伝わらないからと、なんでも言ってくれるようになったと思っていたのに……）

　人はそう簡単に変わることはできないのだろう。相変わらず口が重い龍一郎に、澄花は少しだけ悲しくなった。

　車がゆっくりと減速する。ちょうど左折レーンの赤信号にひっかかったらしい。

　目の前の横断歩道を流れていく人を見ながら、澄花は発作的に口を開いていた。

「ここで降ります」

「は？」

　その一瞬、龍一郎が目を丸くして隣の澄花に目を向けた。

「降ります。龍一郎さん、話す気がないみたいだから」

　二度目にそう意思表示すると、少しだけ胸がすっきりした。そして手早くシートベルトを外し、澄花は助手席のドアを開けるとひらりと道路に降りる。

「澄花っ」

　名前を呼ばれたが知らない顔をして、バタンとドアを閉める。

（『いや、別に』ってなんなの？　龍一郎さんの馬鹿っ……！）

　じわりと涙が浮かんだが、手の甲でグイッと拭いて澄花は駆け出していた。




「ほうほう……それで先輩、私に連絡してきたってことなんですねぇ～？」

　珠美はウフフと笑いながら、両手でカフェオレボウルを包み込んで首をかしげる。

「ごめんね、タマちゃん……。せっかくのお休みなのに呼び出したりして」

「いいんですよっ、私だって久しぶりにお休みに会えて嬉しいですもんっ」

　そして珠美はメニュー表を広げて、サッと手を挙げた。

「すみませーん、このモモのタルトください～」

「あっ、私も」

「うんうん、先輩も食べましょう、食べましょう」

　珠美は悪巧みをするように、イッヒッヒと肩を揺らす。

　龍一郎の運転する車から降りた澄花は、最初怒りに任せてただひたすら道をまっすぐ歩いていたのだが、どうにもモヤモヤが晴れず、ふと珠美の顔を思い出して電話をかけていた。そして珠美の自宅の最寄りの駅で待ち合わせをして、すぐ近くにあるカフェで事の顛てん末まつを話したというわけである。

「――なんていうか」

　窓際の小さな丸テーブルに座って、澄花は運ばれてきたモモのタルトをつつきながら、顔を伏せる。

「人間って、しっかり口で言っても同じ間違いはするでしょう。だったら余計、なにがダメだったか言ってくれないとわからないじゃない？」

「そうですねぇ」

　珠美はうんうんとしたり顔でうなずく。

　たとえ結婚していたとしても、お互いのすべてをわかり合えることなどあるはずもない。それでもお互いを尊敬し、尊重することが今後の長い人生に必要だと思っているから、澄花は今龍一郎がなにをどう思っているかを、あれこれと考えながら行動しているし、自分の気持ちははっきり伝えるようにしているのだ。

　だが澄花ひとりがそう思っていてもどうしようもない。

「龍一郎さんがあまり饒じょう舌ぜつなタイプではないことはわかってるんだけど……」

　そう言いながら、ひとり運転席に残された龍一郎のことを思うと、胸がちくりと痛くなった。

（私、龍一郎さんのこと傷つけた……よね）

「――私、気が短すぎたかも」

「先輩」

「だって、話してくれないならもういいって車から降りるのも結構アレよね」

　思い込んだら突拍子もないことを口走ったり、行動する癖が澄花にはある。

「どうしよう……」

　怒りに任せて飛び出してきたが、自分も自分で相当問題があるのではないかという気がしてきた。

　両手で頬を挟んで、息をのんでいると、

「ふふっ……ふふふっ……」

　珠美がこらえきれないというふうに笑い出す。

「先輩、表情がころころ変わっておもしろいです～」

「いや、タマちゃん。笑いごとじゃないのよ」

　澄花は眉をハの字にしながら目の前の珠美をうらめしく見つめる。

「はいはい、わかってますよ～。夫婦喧嘩は犬も食わないっていいますし。ってゆーか、先輩は夫婦っていうよりも、まだ恋人同士って感じで初々しいですけど」

　そして珠美はいつものように、スマホでテーブルの上のケーキをぱしゃりと撮った後、ぴこぴこと操作しながら問いかける。

「ちなみにエール化粧品の御曹司ってどんな人なんですかぁ～？」

「不二さん？」

　今その話が関係あるのかと思ったが、澄花は言われた通り、不二基の説明をする。

　基はとにかく紳士で、澄花が不愉快に思うこともなにひとつなかったし、感じのいい人という印象しかなかった。男性にあまり慣れていない澄花でも身構えることがなかったので、おそらく彼のコミュニケーションスキルが高いのだろう。

「ほうほう……」

　珠美は架空のひげでもあるかのように顎先を撫でながらにやりと笑う。

「なんなの、タマちゃん。今は不二さんがどんな人かなんて関係ないでしょ」

「いやいや、先輩。あるでしょう」

「え？」

　珠美の発言に澄花は目を丸くした。

「だって、すっごいイケメンじゃないですか。今、ググりましたけど」

「えっ？」

　差し出されたスマホを覗き込むと、インターネットの記事がいくつも表示されていた。スーツ姿の基がファッション誌や経済誌のインタビューを受けている写真付きの記事だ。

「えっと……確かに不二さんはものすごくきれいな顔をしていたけど。それにどういう意味があるの？」

「や、だからやきもち焼いたのでは？」

「――は？」

「だって、葛城さんってそーとーなやきもち焼き屋さんで、独占欲強い系ですよね」

「…………」

　澄花は思わず無言になったが、慌てて首を振る。

「いやでも、龍一郎さんと不二さんは、子供の頃から知り合いだって聞いてるし。そんな相手にやきもちだなんて……」

　確かに過去、タカミネコミュニケーションズの副社長である天宮に、そんな素ぶりを見せたことはあるが、まさか幼い頃から知っている相手に、やきもちを焼くとは思えない。しかも、昼日中に一緒にサンドイッチを作っただけだ。デートしたわけでもない。誰が見たって、澄花はただのおさんどんの手伝いである。

「そんなはずないわよ」

　澄花は肩を竦めたが、珠美は「そんなはずあるんですって」と譲らなかった。

　それから話は変わり、彼女の近況を聞く方に回る。なんと澄花と龍一郎の披露宴の後、珠美と莞爾は付き合い始めたのだ。

「それにしても、よく真琴くんが許したわよね」

　双子の兄の真琴は常日頃、生半可な男は近づかせないと公言するくらい珠美を溺愛しているので、そう簡単には許すとは思えなかったのだが。

「でも、莞爾くんとってもいい人なので、なんだかんだで許してくれました」

「ああ……なるほど」

　確かに珠美の言うように、莞爾の人のよさといったらこのご時世貴重すぎるくらいなので、結局ケチのつけようがなくなったのかもしれない。

「今日はデートじゃなかったの？」

「夕方からなんです～」

　珠美はニコニコと笑いながら、タルトの最後のひと口を口に運んで、満足げに「ご馳走さまでした」と、フォークを置いた。

　時計を見れば、夕方の四時に差しかかっている。

「あっ、そろそろ待ち合わせなんじゃないの？」

「大丈夫ですよ。先輩とここにいるって教えましたから。気にしないでください。むしろ迎えが来るまで一緒にいてくださいよ～。久しぶりだから先輩とお話ししたいですっ」

「ふふっ、タマちゃんったら。ありがとう」

　澄花は珠美に感謝しながら、一緒にお茶を楽しむことにしたのだが、しばらくして――。

「澄花」

「龍一郎さん……？」

　なんと珠美とのデートの約束でやってきた莞爾と一緒に、龍一郎もカフェに姿を現したのだ。女性向けのかわいらしいカフェが、ふたりの長身の男の乱入で、一気に雰囲気が変わる。

「どうして……」

　莞爾は目を丸くする澄花に、「あの……すみません」と頭を下げた。

　この様子からして、龍一郎は莞爾経由で澄花の居場所を知ったらしい。勝手に知らせたことを謝っているが、莞爾はなにも悪くない。むしろ逆に気を使わせて申し訳ないくらいだ。

　澄花は「私こそごめんなさい」と頭を下げる。一方、苦虫を噛み潰したような龍一郎には、『そんな顔するくらいなら、迎えに来なければいいのに』と内心反発を覚えてしまう。

「――行くぞ」

　龍一郎はテーブルの上のレシートを掴むと、レジに向かって、スタスタと歩き始めた。

「ちょっと、龍一郎さん？」

「ほら、先輩追いかけてあげないと～」

「あっ、そうだね！」

　澄花は慌てて珠美と莞爾に「ごめんね、またね」と謝罪をし、夫の背中を追いかけた。

「龍一郎さん、行くってどこになの？」

　店を出るや否や、彼は振り返り、そのまま澄花の肩を抱き寄せた。

　駅近くなので人通りは多い。一瞬ドキッとしたが、

「すまなかった」

　龍一郎が低い声で囁き、肩を抱く指に力を込める。

「帰ったら話す。とりあえず車に乗ってくれ」

「――はい」

　反発する気持ちが一瞬首をもたげたが、懇願する声色に、澄花は渋々うなずいた。




　車はそのまま自宅へとまっすぐに向かった。

　屋敷に入り、リビングのソファにテーブルを挟んで座る。

　いつもなら並んで座るところだが、あえて澄花は隣ではなく正面に腰を下ろした。龍一郎は「あ」という顔をしたが、気づかないふりをした。

（そりゃ、車から降りた時はちょっと反省したけど、それで龍一郎さんの態度がチャラになるわけじゃないんだから……！）

　龍一郎はスーツの上着を脱ぎ、ソファの背もたれに乱雑にかけて、はあ、とため息をついた。

「倶楽部では悪かった。だが澄花、君もいけない」

「――はい？」

　まさか自分が責められると思っていなかった澄花は、目を丸くする。

「どういうことですか」

「基だ」

「不二さんがなんなんですか」

「あれは来るもの拒まず去る者追わずの軽薄な男だ。今日、女性陣がボイコットしたのも、あいつを取り合って揉めたせいだ」

　だからなんだと言うのだろう。

「龍一郎さんが、人の悪口を言うなんて思わなかった」

　とっさに澄花はそんなことを口にしていた。

「くっ……」

　その瞬間、龍一郎が見たこともないような悲惨な表情になった。

　これは相当へこんでいる。めちゃくちゃに傷ついている。

　ということは、珠美の言う通りだったのだろうか。だが澄花にはまったく理解できない。

「彼が来るもの拒まず去る者追わずだからなんだっていうんですか。私には関係ないじゃないですか」

「関係なくはないだろう。基が君に興味を持ったらどうする。そして君があいつを好きになったらどうするんだ」

「なんで私が基さんを好きになるんですか？」

　その発想が澄花にはわからない。

　だが龍一郎はソファから勢いよく立ち上がった。

「基と呼ぶな！　いや、俺以外の男の名を、そのかわいらしい唇で呼ぶんじゃない！　猛烈に腹が立つ！」

「はっ、腹が立つって……むっ、むちゃくちゃですね、龍一郎さんって……」

　澄花は呆れながら、なぜか急におかしくなった。ぷるぷると肩が震えて、笑いが込み上げてくる。

「どうしてそんなに……龍一郎さんって……」

「笑いたければ笑うがいい。俺は口を開けば開くほど、馬鹿になっている。正直泣きたい気分だ……」

　龍一郎は深くため息をつき、それからテーブルを回って、そのまま澄花の隣に腰を下ろし、こてんと膝に頭をのせた。

「やきもちですか」

「ああ、そうだ」

　開き直ったように龍一郎はうなずく。

「普段は精いっぱい抑えているが、俺は独占欲が強い……。君を見ていると、いつも俺でいいのか不安になるし、もし万が一君に去られたらと思ったら、どう生きていけばいかわからない」

（そんな大げさな……）

　だが、龍一郎にとっては本当にそうなのかもしれない。

（不二さんが私を好きになることを不安がっているわけじゃない……問題はそこじゃない……。ずっと自分のことなどどうでもいいと生きてきた人だから……こんなに大人なのに、時々子供みたいに不安になるんだ）

　澄花は龍一郎の髪に指を入れ、優しく梳いていく。毛を逆立てて怒っている猫をなだめるように優しく。

（まぁ、猫ちゃんの割には大きすぎるけど……虎だってライオンだってネコ科だもんね）

　そうやってしばらく撫でていると、ようやく気持ちが落ち着いたのか、眉のあたりの強張りが、ほどけるように取れていくのがわかる。

　最近出張もあって、仕事がハードだった。疲れもあったのかもしれない。

「――もうあんなことしないでくださいね」

「努力する。今回は知っている男だったから、余計……すまなかった」

「不二さんにも謝った方がいいですよ」

「……いや、あいつはニヤニヤ笑っていたから、俺の気持ちなど百も承知だ。クソッ……やっぱりムカつくな」

　龍一郎は澄花の膝を撫でながら、ぶつくさと文句を言って目を閉じる。

「――君に恋をしてから、俺はずっと無様だな」

　ため息をつきつつそんなことを口にする龍一郎は、本気でそう思っているようだ。

「そんなこと言わないで」

　澄花はクスクスと笑って、そのまま龍一郎のこめかみに口づけを落とすと、上から覆いかぶさるように抱きしめる。

　きっとおそらく――龍一郎はこれからもやきもち焼きで独占欲が強くて、澄花を驚かせるのだろう。

　だが澄花だって完璧ではない。怒りっぽいし、突拍子もない行動に出るし、無意識に龍一郎を振り回すかもしれない。

　それでも澄花は、龍一郎とずっと共に生きていきたいと思っているし、彼を大事にしたいと思う。

「喧嘩したら、ちゃんと謝って仲直りしたらいいんです。私も車から降りたりしてごめんなさい」

「そうだな……ありがとう」

　そして龍一郎は腕を伸ばし、澄花の頭の後ろに手をやると、引き寄せて澄花の唇に下からキスをする。

「今からもう、夜ということにしないか」

「というと？」

「ベッドの中で、謝罪したい。精いっぱい……心を込めて……君を愛そう」

　龍一郎のネイビーブルーの瞳が、色っぽく輝く。

「もうっ……」

　笑ってうなずこうとした瞬間、澄花の唇はまた龍一郎に塞がれてしまった。

　夫婦の甘い夜の時間が訪れようとしていた。
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夫は妻を猫かわいがりしたい




　最近、澄花の様子がおかしい。なにがどうおかしいと具体的に説明できるわけではないが、夫である俺にはわかる。

　さてどうやって問うたものかと悩んでいたら、朝仕事に行く前に澄花から神妙な面持ちで「今夜大事な話があります」と告げられた。

「大事な話？」

　いろんな可能性が脳内を駆け巡めぐった。思わず声が低くなる。

「はい」

　澄花はこくりとうなずくと、そのまま背伸びをして俺の首の後ろに手を回し、チュッと軽く唇を押しつけてにっこりと笑う。

「じゃあ、行ってらっしゃい」

「ん、ああ……行ってきます」

　この玄関先でのやりとりに、俺は後ろ髪を引かれながらも仕方なく、KATSURAGI 本社へと向かうしかなかった。




　それから一日、正直仕事が手につかなかった。副社長室で仕事をしていても、ふと澄花の言葉がよみがえる。

　大事な話とはなんだろう。

　澄花とは今まで何度も小さい喧嘩をしている。だいたい俺が悪い。わかっている。それは否定しない。そのたびに猛烈に反省し、澄花に許しを乞こうのがいつもの流れだ。

　最近は特に喧嘩した記憶もないので、夫婦仲は円満だと思っていた。けれど今までずっと我慢していた、もう我慢できないので出ていきます、と言われる可能性はないとも言えない。

　なにしろ俺は自分が思っている以上に独占欲が強く、嫉妬深く、澄花の目に映る人類は自分だけでいいと考える男なのだ。

　だがたとえ嫌われたって俺は絶対に澄花とは別れないし手放せない。どこに逃げても追いかけるし、決して諦めたりなんかしない。

　我ながら妻が好きすぎて病気だなと思うが、一生こうなのだろうということはわかっている。そしてそれが自分にとって幸せなことも。

　俺はデスクに両肘をつき指を口元で絡ませ、花で溢れ返っている副社長室の虚空の一点を見つめる。

「――とにかく謝ろう」

　ぽつりとつぶやいていた。

　これが業界内では鉄の男と呼ばれている葛城龍一郎だろうか。

　情けなく男らしくないこと極まりないが、澄花がいてこその俺だ。仕方ない。




　夜の八時を回った頃、澄花が好きな紅茶の茶葉とケーキを買って、帰宅する。

　これでなにか深刻なことを考えているらしい澄花の気持ちを覆せると思っているわけではないが、とりあえず美味しい紅茶とケーキがあれば今すぐ別れようという考えは薄れるかもしれない。名付けて餌付け作戦だ。

　そして澄花にはわりとこの作戦は効果があることは常日頃の対応でわかっている。

「ただいま」

　帰ると約束した時間ちょうどに帰宅して、リビングを覗くと澄花の姿はなかった。では上かと、二階に上がって澄花の部屋をノックする。

「澄花？」

　ドアを引いて中を覗き込むと、薄暗い部屋のベッドの上に澄花の姿があった。丸くなるようにしてベッドの上でうたた寝している。

「かわいい……」

　思わずそんなことを口に出してしまうくらい、澄花は今日も愛らしかった。

　まろやかで健康そうな顔の輪郭にすっと伸びた眉。長いまつ毛は残念ながら伏せられているが、ひとたび彼女が目を開けると艶やかで大きな瞳が、キラキラと輝くことを俺は知っている。赤い唇が俺の名前を呼ぶたびに、どうしようもなく幸せな気持ちになる。

　彼女が笑うと俺も嬉しい。一転、悲しそうな顔をされたらその憂いをなんとしてでも取り除いてやりたくなる。

「本当にかわいいな……」

　子供のように背中を丸めて、ベッドの上でうたた寝する妻をしばらく眺めていると、胸に温かいものが広がる。

　だがしかし、そろそろ夏も終わる。風邪でもひいたら大変だ。

　起さないよう、シーツを彼女の体の上にかけようと近づいて気が付いた。

「なんだ……？」

　思わず声に出してしまったが、それもそのはず。澄花の腕の上に、仰向けの黒い物体が寝ていたのだ。

　澄花しか見ていなかったのでその存在に気が付かなかった。そっと手を伸ばして、丸い輪郭を指で押して確かめる。

「ぶにゃっ」

　それはクレームの声をあげながら顔を上げ、金色の目で俺を見つめた。

「あ」

　驚いた。

　彼女の腕枕で眠っていた不届き者は、なんと太くて大きな黒い猫だったのだ。




　それから俺は澄花を起こし、状況の説明を求めた。別に怒ったわけじゃないが、澄花は少し申し訳なさそうにうなずいた。

「よく行く定食屋さんに迷い込んできた猫なの。ずっと裏口のポリバケツで寝てるんですって」

　ベッドの上に腰かけて、澄花は膝にのせた猫の背中を優しく撫でる。

「もう二週間くらいポスターを貼ったり警察に届けたりして飼い主を探していたんだけど、全然見つからなくて。じゃあ代わりに誰か飼えないかって考えていたんだけど、育ち切ってるからってなかなかもらい手がなくて。こんなにかわいいのに……」

「――そうか」

　澄花の隣に座って俺は、そんな妻の顔を見つめる。

　どうやら澄花にはこれがかわいく見えるらしい。

　正直言って、澄花が抱いている猫はまったくかわいくなかった。とりあえず顔の目鼻立ちのバランスや造作がかなり個性的だし、子猫ならまだしもかなり大きく、シルエットが楕円だ。丸くて大きい。もらい手がないというのもわからないでもない。

　だが澄花の目には、かわいくてたまらない存在に見えるようだ。こんなに愛おしいものはないと言わんばかりに背中を撫でて、うっとりとしている。

　正直言って羨ましいくらいだ。俺だってこんなふうに撫でられた記憶がない。

「だからうちで飼ってもいい？」

　澄花は猫を胸に抱いて、上目遣いで俺を見上げる。

　澄花に撫でられるところを想像していた俺はハッと我に返った。

「――もしかして、これが今朝言っていた」

「あ……うん。そうなの。忙しいのにごめんなさい。言い出しづらくて」

　申し訳なさそうに澄花はため息をついた。

「ああ……いや」

　俺はなんと返事をしていいかわからないまま、曖昧にうなずいた。

　なんと、これが大事な話だったのだ。別れ話でなくてよかったと胸を撫で下ろしたが、いきなり猫を飼うと言われるとそれはそれでためらってしまう。

「猫をいきなり飼えるのか」

「あっ、それは大丈夫。天宮さんが猫を飼ってて、使わないものあれこれとくださったから」

「なに？」

　一番聞きたくない名前を聞いて、俺は気色ばんだ。

　天宮翔平。あいつのことは忘れていない。俺の澄花に気があった、最悪な男だ。

　レストランで会った時には頭に血が上って気が付かなかったが、タカミネコミュニケーションズの副社長である天宮翔平のことは、名前だけは知っていた。

　どうしても世間は、社長で天才の高嶺正智ばかり取り上げるが、実質あの会社を回しているのは天宮だ。物腰柔らかに見せかけて、あの中身は相当に狡こう猾かつだし、敵に回すと恐ろしいタイプなのだが、妻からは絶大な信頼を得ているときている。

「天宮さん、猫が大好きなんですって」

　澄花は無邪気に床を指さす。部屋の隅に猫のトイレやペットシート、爪とぎの段ボールやドーム型のベッドが積んである。

「もし飼えないなら天宮さんが引き取ってもいいよって言われてたけど……天宮さんお忙しいし、私のわがままでそんな迷惑をかけるのも申し訳ないし……」

　澄花が猫の手を両手で持って、ぴょいぴょいと動かす。

「ぶにゃ」

　猫はされるがまま、澄花のおもちゃになっている。

「あいつのところに……それを？」

　もし猫が天宮に預けられることになったら――澄花はどうする？

　反対した俺に内緒で、猫の世話をするために天宮のもとに通うかもしれない。

　澄花は純粋で、まさか尊敬する天宮がそんなことをするとは思っていないだろうが、男女の間のことで絶対はないだろう。俺から澄花を奪おうとする者は許さない。すべての可能性の芽は潰しておく必要がある。

　とにかく天宮のもとに猫を行かせてはならない。俺の本能がそう告げた。

「龍一郎さん」

　澄花が不安そうに俺を見上げる。腕にはしっかりと猫を抱いている。もう手放せないと顔に書いてあった。

　そう、猫はもう家の中に入れてしまっているのだ。今さら外に出せ、もといた場所に返してきなさいと言ったら、泣かれてしまうに決まっている。

「ダメ？」

　悲しげな澄花の眼差しに、ふと、かつて猫を保護して俺に泣きついてきた丸山春樹のことを思い出していた。なんだかんだで似ているところもあるんだなと思いながら、俺は懐かしい気分になった。

　まぁ、とにかく。俺は妻の涙に死ぬほど弱い。そうなると俺はシンプルにうなずくしかない。

「ああ。いいよ。うちで飼おう」

「よかった、龍一郎さん、ありがとう！」

　澄花は嬉しそうに猫を抱いたまま、俺に体を寄せる。

　当然そんなことをされたら嬉しいので、俺は澄花を猫ごと抱きしめる。

「君が嬉しいなら、俺も嬉しい」

「龍一郎さん……」

　澄花がキラキラした瞳で俺を見上げてくる。

　彼女の瞳はどんな宝石よりも美しい。

　いつも彼女に対しては愛おしいという思いが、衝動的に沸き起こってくるのだ。

「――まぁ、そうだな。猫もいいが……」

　そう囁いてゆっくりとベッドに彼女を押し倒す。

「えっ、あっ、龍一郎さん？」

　戸惑う澄花の腕の中から、猫が「ぶにゃあ」と鳴いて飛び下りたが、気にしないことにした。

「俺は君を猫かわいがりしたい」
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あとがき




　完璧に見せかけて、どこか隙があったり、ほころびのある人が好き。

　そんな人が恋をしたらどうなるかな、きっと素敵だろうなと思うのが、私の恋愛小説を書く上での醍醐味なので、今回も書いていてとても楽しかったです。




　作中で、私の既刊からゲストが出ています。

　澄花が勤めるタカミネコミュニケーションズは『初めましてこんにちは、離婚してください』のヒーローである高嶺の会社です。副社長の天宮は主に突っ込み役として大活躍しています。

　ちらっと出た寝具の KOTAKA は今年一月に出た『御曹司による贅沢な溺愛』、レストランはデビュー作の『俺様上司は溺愛体質!?』でヒーローとヒロインがデートした場所、番外編の不二基は『逆境シンデレラ』のヒーロー。ちなみに今回の彼は、『逆境シンデレラ』で誕生日を迎える一年前の話になります。

　ベリーズ文庫はいつも一冊読み切りなのですが、私の中ではどのカップルも物語の中で生き続けているので、こうやってちょこっと出せたりすると嬉しいんですよね。

　みんな幸せになるんだよ！と心の中で応援してしまいます。自分の世界の中のお話なんだけど、大好きなんです。へへ。

　自己満足かもしれませんが、別作品のキャラクターを今でも好きだと言ってくださる読者様もいるので、ちょっとニヤッとしていただけるといいなと思います。

　読んでくださる方がいるから書けるし、こうやって本にしていただけています。

　いつも感謝しています。ありがとうございました。




　そしてなんの身にもならないあとがきまで読んでくださった皆様、改めてありがとうございました。季節の変わり目ですから、お体お大事にされてくださいね。

（なにか面白いことを書こうと思ったけどまったく思いつかなかった……）





あさぎ千ち夜よ春はる


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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